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　　　プロローグ







　ウルトラマンがカラータイマーをピコンピコンさせずに吞のん気きに昼寝できるＭ76星せい雲うん。そこから宇宙亜高速バスと電車で三十万光年ほど先へ行ったところにＵＯＳ（宇宙のお巡まわりさん）本部はあった。

　宇宙鉄筋コンクリートで造られた建物には『春の交通安全週間』と書かれた垂たれ幕まくが張りつけられていた。

　中央ゲートからは絶え間なく宇宙パトカーが出入りし、広大な宇宙を守る仕事の大変さを窺うかがわせている。

　そんな光景を、ＵＯＳ本部の一室から見守る男がいた。

　手も二本、足も二本、目も鼻も口もあった。

　完全なヒューマンタイプである。

　でも頭はモグラだった。

　彼こそ、ＵＯＳ公式採用パワードスーツ審査委員会委員長、モグモッグルである。

『本日の地球における審査対象の活動を報告致します』

　脇わきに浮遊していたバスケットボール形の金属生命体が甲かん高だかい声を上げた。

『本日、中なか空そら町まち、中央公園で活動を開始したドクター・マロンフラワーは、その八分後、かけつけてきた株式会社オタンコナス製作、特殊汎はん用ようパワードスーツ、スットコドッコイ、通称ドッコイダーと三十分にもわたる死し闘とうを演じ』

「ふむふむ」

『続いてその二分後に駆けつけてきたエメラルドカンパニー製作、ネルロイドＸ、通称ネルロイドガールの手によって粉々に粉ふん砕さいされました』

「ではネルロイドガールが一人を捕えたのだな」

『いえ、最後に爆発したメカの衝しよう撃げきで、ネルロイドガールは隣となりの県まで飛ばされました。残ったドッコイダーがマロンフラワーの足を摑つかむことに成功しました』

「となると、ドッコイダーが棚たなからぼた餅モチを食べたというわけか。何、運も実力のうちだ。非難はせん」

『しかし、ブーツがすっぽ抜け、逮たい捕ほにはいたりませんでした。続いてマロンフラワーより新しいブーツとメカ開発に必要な資金の申し込み書が届いております』

　モグモッグルは大きく息を吐はき出した。

「マロンフラワーを選抜したのは失敗だったかもしれん。かかる費用が半はん端ぱではない」

『ご安心ください、切り詰められるところはしっかりと切り詰めてあります』

　金属生命体は見かけじゃどこだか分からない胸を張った。

『居住区を一つに固めたことで光熱費や水道代、下水利用料がぐぅぅぅぅぅんとお得とくになりました』

「しかし、だからといって彼らを一つ屋根の下に住まわせてよかったものだろうか？」

『正しよう体たいがばれたら敗北とルールブックにも書いてありますからそれぞれ注意してますし、大丈夫でしょう』

「そう願うよ」

　モグモッグルがぱちりと指を鳴らすとガラスが一いつ瞬しゆんでスクリーンへと化す。

　そこには、緑の惑わく星せいが映し出されていた。

　モグモッグルは目を細め、そして厳おごそかに言った。

「さぁ、二人の選ばれし地球人よ！　どちらのパワードスーツが優すぐれているか私に示してくれ」
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　六月某日、その日の天気は夏がちょっと喧けん嘩かふっかけてきてるような感じだった。

　神か奈な川がわ県の外はずれ中なか空そら町まちにあるスーパー花はな丸まるでは、お客様サービスの一いつ環かんとして福引きが行われていた。

「う～～～む」

　選ばれし一方の地球人は真しん剣けんな顔つきでハンドルを握にぎっていた。

　桜さくら咲ざき鈴すず雄お。

　それが中空町、宇う楽らく輪りん通りコスモス荘の五号室に住む青年の名前だった。

　株式会社オタンコナスによって選出された彼は特殊汎はん用ようパワードスーツ、スットコドッコイを着用、正義の味方ドッコイダーとなり日夜戦い続ける奇き特とくな専門学校生である。

　その雄ゆう姿しを目にしたものは大たい抵てい、う～～～むと頭を抱かかえるが、ごくまれに偶ぐう然ぜんで勝っちゃったりしてるから世の中というものは侮あなどれない。

　一部の関係者からは、明らかにオタンコナスの人選ミスだと陰かげ口ぐちを叩たたかれているが、本人はめげずにそれなりにがんばってる。

「う～～～む」

　そんな青年、鈴すず雄おはひたすら真しん剣けんだった。

　もしかしたら今現在、世界で一番真剣な青年なのかもしれない。

「そろそろ決心はついたかい？」

　スーパーの店員が声をかけた。

　さすがの店員さんも目の前の青年には少し同情していた。

　青年の脇わきに山と積まれるカップラーメンが青年の戦せん歴れきを雄ゆう弁べんに物語っていた。

「よっしゃぁぁぁぁぁ」

　鈴雄は気き合あいを入れると、五十一回目の挑ちよう戦せんを開始した。

　ガラガラガラガラガラ。

　人類の運命を抱かかえた福引きガラガラが深しん遠えんな音をたてて回る。

「出いでよ！　グリーンボール」

　コロン。

　真っ赤な玉が出た。

「………おめでとう」

　店員は葬そう式しき会場で大学合格を祝う親しん戚せきのおじさんみたいな口調で言った。

「さあ、しっかり味わって食べてね」

　涙をこらえながら手渡す。

　どうして神はここまで不幸な人間をつくりたもうたのか？

　店員さんは思わず心中で呟つぶやいた。

　五十一個目のしんがりラーメンが山に加わった。標ひよう高こうが一段と高くなった。

　鈴雄は地じ獄ごくの亡もう者じやの表情で呟いた。

「あびょ～～～～～～～ん」

　ラストチャンスに失敗した、気きの毒どくな男の叫びだった。

　店員さんの良心がチクリと痛んだ。

　ここは笑って手を振るのが、一流のスーパー店員の仕事なのだろう。

　しかし、今現在、目の前で廃はい人じんになりかけている青年をほったらかしにしていいものか、いやよくない！

　店員さんはキョロキョロと辺あたりを見渡し、同僚がいないのを確認すると小声で囁ささやいた。

「もう一回だけいいよ」

　鈴雄は地獄の縁ふちから救われた。

「いいんですか？」

「ああ、ただし一回だけだよ」

「ありがとうございます。このご恩は一生忘れません」

　鈴すず雄おは熱っぽくそう言うと瞑めい想そうを始めた。

　運をよくするための精神集中だが、効力は期待できそうもなかった。

「グリーンボールグリーンボール」

　うわ言のように繰り返す。

　店員は商品表を一いち瞥べつして、不思議そうに尋たずねた。

「どうしてそこまでして、この蚊か取とり線せん香こうが欲しいのかね」

「珍めずらしいじゃないですか今いま時どき。豚ブタが口開けてる蚊取り線香なんて」

「そんなに欲しければ、隣となりの雑貨屋で売ってるよ」

「分かってませんね。こ～～ゆ～～のは福引きで当たってこそ気分がいいものなんですよ。得とくした気分になれるじゃないですか！」

　店員は無言で、先ほど手渡された福引き券の束たばを見た。

　絶対に雑貨屋で買った方が安上がりに違いないと思ったがそれを口にするのは自じ重ちようした。

　元も子もないからである。

　再び瞑想を始めた鈴雄に、頃ころ合あいを見計らって店員は尋ねた。

「そろそろいいかな」

「はい！」

　鈴雄はハンドルに手を伸ばした。

　全神経を指先に集中する、飛んでる弾だん丸がんも箸はしでつまめるようなそんな気がしたが、もちろん気がするだけだった。

「……」

　鈴雄が、全すべての精神力を振り絞ってガラガラハンドルに力を加えた瞬しゆん間かん、その背中がバシッと叩たたかれた。

「お兄～～～ちゃん」

　微び妙みような神経のバランスをぐちゃぐちゃにされた鈴雄はその場につんのめった。

「小こ鈴すずぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　墓はかから蘇よみがえったゾンビのような声を立てて鈴雄は振り返った。

「え、もしかして悪いことしちゃったかな……」

　そこにいた可愛かわいらしいお子様は申し訳なさそうに後頭部をぽりぽり搔かいた。

　少女の名前はタンポポ・トコドッコ・ポポール。どこからどう見てもランドセルが眩まぶしい小学生の彼女だが、実は宇宙人なのである。

　株式会社オタンコナス社員であり、ドッコイダー外装デザインを担当した彼女は、「人間形の社員が他ほかにいないから、お前行ってくれよ」という上じよう司しの投げやりな命令で、地球にやってきたのだ。

　現在、彼女は鈴すず雄おの妹として同じ部屋で暮らしつつ、モニターの健康管理をしているのである。

　両者合意の上の偽いつわりの関係だが、近所でも仲良し兄妹として有名になっちゃってる二人だった。

「お前、学校の帰りだろ。鞄かばんを持ったままスーパーなんか入っていいのか？」

「大丈夫だよ。お兄ちゃんのために毎日夕飯を作らないといけないという、今いま時どき感心なお涙ストーリー的家庭環境を西にし尾お先生に話したら先生直じき筆ひつの特別許可証をくれたから」

　タンポポは首からぶら下がる特別許可証を突きつけて見せた。

「どう、欲しがってた豚ブタさんの蚊か取とり線せん香こう、ゲットできた？」

　タンポポは鈴雄の脇わきにそびえるラーメンでできたチョモランマを一いち瞥べつして、同情のため息を吐はき出した。

「ごめん。答えにくいこと聞いちゃって」

「なんか馬ば鹿かにされてるようで腹が立つが事実だから反論できない自分が情けない」

「それよりいいところで会ったね。アタシ今晩の夕飯のおかずを買いに来たの。何がいい」

「候補は何があるんだ？」

「ハンバーグに、天ぷらに、シチューの三さん択たく問題！　制限時間は十秒！」

　可愛かわいらしい声で秒読みされる中、鈴雄は顎あごに親指を当てて考えた。

　ハンバーグは、多分焦こげるだろう。それでキャベツの千せん切ぎりで手を切るはずだ。タンポポは料理がヘタヘタヘタッピのブキブキブキッチョだから。

　天ぷらは、多分家が火事になるだろう。タンポポは天ぷらあげてる最中電話が来たりすると思し考こう回かい路ろから油のことが消滅するような、太く短い一本線の思考回路の持ち主だから。

　シチューは、多少味の濃こい薄うすいがあるだろうけど、誰だれも傷つかない。

「シチュー！」

　カウント６で鈴雄は叫んだ。

「もう、お兄ちゃんに聞くといつもシチューかカレーだね。いくら好きだからって偏へん食しよくは良くないよ」

　タンポポは知らない、鈴雄の心温まる思いやりを。

「じゃあ、シチューにする。それじゃまた選択です。シーフード、ベジタブル、ビーフ。さあいったいどれがいいですか？　カウント10」

「え～～～と、じゃベジタ」

　その続きを鈴雄が口にすることはできなかった。

　弾だん丸がんが鈴雄の胸に飛び込んできたのだった。

「コーチ！！！」

　弾だん丸がんは、赤いランドセルにリコーダーを突き刺していた。

「瑠る璃りちゃん！」

　ポニーテールの少女の名前は梅うめ木ぎ瑠璃。

　コスモス荘三号室に住むタンポポの同級生である。

　クラスで一番に無ぶ器き用ような女として脚光を浴びているが、実は委員長として毎日ウサギ小屋を掃除する健けな気げな女の子でもある。

　夢は世界征せい服ふくすることと鈴すず雄おのお嫁ヨメさんになることという可愛かわいらしいお嬢じようちゃんなのだ。

「ねえ、コーチ。何してるの？」

　瑠璃は大きな瞳ひとみで鈴雄を見上げた。

「福引きをしてるんだよ。もう回数終わっちゃうけどね」

「ふ～～ん。瑠璃が世界を征服したら、いくらでも福引きをやらせてあげるよ」

　鈴雄は苦笑した。

「気持ちだけで嬉うれしいよ」

　鈴雄は知らない、瑠璃が本気であることを。

　梅木瑠璃、それは世を忍しのぶかりの姿、梅木さん一家の記憶を操そう作さして強ごう引いんに家族に加わったＡ級宇宙犯罪人、エーデルワイスが彼女の正しよう体たいなのだ。

　でもこの事実は本人しか知らない。

　そして鈴雄に対する思いはパチもんじゃなかった。

「さ、ちょっとどいててくれ。僕は最後の一回をやらなくちゃいけないから」

　鈴雄は瑠璃を体から話すとガラガラに体を向けた。

「今度こそ、グリーンボールグリーンボー……」

　鈴雄は目をぱちくりさせた。

　小玉の受け皿に、何やら銀色のボールが転ころがっていたからだ。

　これは何？　ってな瞳を鈴雄は店員に向けた。

　もしかして、さっき背中を叩たたかれた時、出ちゃった？

　勘カンのやたら鋭するどい店員さんは鈴雄の無言の質問に頷うなずいた。

「ご想像の通りです」

　店員さんの手に握にぎられていたベルがガランガランとうるさいまでに鳴り響いて鼓こ膜まくをいじめた。

「おめでとう！　タマタマランド入場無料ペア券です！」

「完敗だ」

　鈴雄は膝ひざをついた。

　大きな舞台だった。

「燃えつきたぜ」

　しばし明日あしたのジョーやってたがいかんせんスポコンの時代はとっくに終わった。

「仕方ない。小こ鈴すず。せっかくだから明日の日曜にでも遊園地に行くか」

「本当！　わ～～～～ぃわ～～～ぃ！」

　タンポポは手放しで喜んだ。完全無欠に喜んだ。心の底からハッピーのオーラを振りまいた。

　宇宙から来た女の子だけど、脳細胞の感性は地球のお子様となんら変わりがないようだ。

「わ～～～ぃわ～～ぃわ……………」

　しばし踊っていたタンポポだが、不ふ意いにそのままの体勢で硬こう直ちよくした。

　隣となりで、おどろ線かぶって壁かべに語りかける瑠る璃りを見たからである。

　超能力者でなくても彼女の心情は容よう易いに読どく心しんできる。

「瑠璃だけ仲間外はずれ」

　瑠璃の一言は、鈴すず雄おにとっても、タンポポにとってもめっぽう痛かった。
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　鈴雄は大人おとなだった。少なくとも本人はそのつもりだった。

「瑠璃ちゃんと………小鈴の二人で行っておいで。そんなに遠くないから大丈夫だろう」

「いいの、お兄ちゃん？」

「いいに決まってるじゃないか。なんてったって僕はもう大人なんだ。遊園地なんてもう卒業したんだ」

　実はちょっと未み練れんがあったが鈴すず雄おは笑い飛ばした。

　大人おとなの鏡だった。

　桜さくら咲ざき鈴雄はこうして、二人の小学生の心を守ったのでした。めでたしめでたし。

「じゃあ、瑠る璃りちゃん。明日あした一いつ緒しよに行こうね」

　タンポポは瑠璃に微笑ほほえみかけるが、瑠璃は何な故ぜか険けわしい表情でタンポポに詰め寄った。

　ずんずんずんずん詰め寄って、壁かべまで追いつめる。

　何かを訴うつたえる目だった。

　コーチと二人で行きたいの！

　目がしっかりと語っていた。

「お兄ちゃんと、二人で行きたいの？」

　コクコクコク。

「でもアタシも遊園地行きたい」

「もちろんただとは言わないわ」

　瑠璃は交渉に入った。

「アメリカ合衆国で手を打たない？」

「は？」

「瑠璃が世界征せい服ふくしたら、小こ鈴すずちゃんにアメリカ合衆国をプレゼントするって言ってるのよ」

「…………」

「スカンジナビア半島もつけるわ」

「…………」

「………え～～～ぃ。オーストラリアもつけちゃう！　持ってけ泥どろ棒ぼう！」

　タンポポは息を吐はき出した。

　地球の遊園地には興味シンシンだが、目の前の友達の切実なる想おもいを無視するのも気きの毒どく。

「いいよ」

「本当？」

「うん」

　タンポポ・トコドッコ・ポポールは、こうして少女の淡あわ雪ゆきのような恋を守りましたとさ。めでたしめでたし。

「お兄ちゃん。明日、アタシちょっと用事が」

「何だ。そうなのか。じゃ、瑠璃ちゃん。一緒に行くか」

「はい！　コーチ！」

「じゃあ、明日の朝九時にアパートの前な」

「はい！」

「ちゃんとハンカチとチリ紙持ってくるんだよ」

「分かってます」

「それじゃ、明日あしたに備えてウサギ飛びで家まで帰るぞ！」

「はい！　コーチ！」

　必要以上に盛り上がって熱血物語してる二人を、タンポポは遠くから見つめていた。

「うぅぅ、やっぱ遊園地行きたい」

　正直な気持ちが、瞳ひとみからこぼれ落ちた。

　正直な気持ちは、しょっぱい味がした。




　　　　　２




　ウサギ飛びで帰った鈴すず雄おは何な故ぜかまた一人、スーパーへと戻った。

　理由は馬ば鹿かだった。

　チケットをもらい忘れたのである。

「僕ってけっこう馬鹿かもしれない？」

　分かり切ったことを呟つぶやいた鈴雄は抽選所の店員さんからチケットを受け取ると店を出た。

「タマタマランドか。そういえばまだ行ったことなかったな」

　夕焼けが眩まぶしい、人通りの少ない河か川せん敷しきの道を歩きつつ、鈴雄は呟いた。

　保ほ父ふになる専門学校に通うため、静しず岡おか県から神か奈な川がわ県中なか空そら町へやってきて早一年。

「一いち応おう生まれて初めて家族以外の女の子との遊園地だけど」

　鈴雄は苦笑した。

「でも、その相手って、小学校三年さわやか三組の女の子なんだよな」

　ときめけるわけがない。

　鈴雄が得用サイズのため息を吐はき出した時だった。

「よぉっ！　何シケた面ツラしてるんだよ！」

　そんな声とともに背中を思い切りどつかれ、鈴雄は、前のめりによろめいた。

　歌か舞ぶ伎き役者みたいに片足でトントン飛んで持ちこたえる。

　なんとか転倒しなかっただけでも大したもんだった。

　鈴雄は安あん堵どの息を吐き出すと、振り返り、どついた通とおり魔まに向かって叫んだ。

「あ、朝あさ香か！　危ないじゃないか！」

「悪かったよ。でも軽く押しただけなんだぜ。もうちょい体鍛きたえろよ」

　メッシュ入れた髪かみの毛をかき上げた女性があきれ顔で言った。

　鋭するどい瞳、整った顔立ち、近寄りがたい凄すご味みすら感じさせるが、まごうことなき美人である。

　今にでもポケットからヨーヨーとかケン玉とか取り出して振り回しそうな、そんな雰ふん囲い気きの娘だった。

　彼女の名前は野の菊ぎく朝香、見かけからは想像できないが保母になることを目指して鈴雄と同じ学校に通っている娘である。

　年は鈴すず雄おの一つ下の十九歳。コスモス荘四号室にペットのウサギと共に生息し、時折酒さか瓶びん片手に五号室の鈴雄宅を襲しゆう撃げきするワイルドなお嬢じよう様さまなのだ。

　そんなワイルドなお嬢様に命知らずにも鈴雄はわめきたてた。

「こけたら擦すりむくかもしれないんだぞ。擦りむいたら血が出るかもしれないんだぞ。血が出たら痛いんだぞ。それに今は大切なチケットを………」

　鈴雄は右手を見た。

　握にぎってたはずのチケットが神かみ隠かくしにあっていた。

「オ～～～マイガァ！」

　何な故ぜか外人になって叫んだ。

「相変わらず見てるだけで飽あきない奴やつだな」

　ニヤニヤしながら外人化した鈴雄を眺めている朝あさ香かの目の前に、何やら紙切れが降って来る。

　ひらひらひらひら。

「お？」

　無意識に手が動いた。運動神経と反射神経のバロメーターが高い朝香だからできる芸げい当とうだ。

「え～～～と、タマタマランドペア招待券？」

「あぁぁぁ、返してくれよ！」

　鈴雄が慌あわてて手を伸ばすが、いかんせん敏びん捷しよう性せいではレベルが違う。

「へえ、スーパー花はな丸まるの福引きだろ。お前当たったんだ。意い外がいとクジ運いいんだな。五十回やったら五十個ラーメンかかえて帰ってきそうな奴なのに」

　図ず星ぼしだった。

「うるさいやい」

「なるほど、ペアチケットが当たったが行く相手がいない、それでため息なんか吐はき出してたのか」

「返してくれよ。大事な切符なんだから」

「仕方ねえ」

　朝香は一人で納なつ得とくするとニヤリと微笑ほほえんだ。

「俺おれが一いつ緒しよに行ってやるよ」

「え？」

「な～～に、気にするな。同じ子育て研究会の仲間じゃね～～か。それとも何か。お前、俺と一緒じゃいやだってのか？」

　朝香がぐいっと顔を近寄らせた。

　見つめるだけで見えない刃やいばの餌え食じきになりそうな瞳ひとみを目の前に鈴雄は口をもごもごと動かした。

　何やってるんだ、早く言え。もう小学校三年生の女の子と一緒に行く約束をしてしまいました。お気持ちは嬉うれしいですが次の機会にさせていただきますと。

　しかし、のぞき込まれる瞳ひとみの迫はく力りよくには勝てなかった。

　心では抵抗してもとっても華か麗れいに口走る。

「楽しみにしてるよ」

「じゃあ、明日あしたの朝九時にアパート前な。こいつは俺おれが預かっとくよ。あばよ」

　朝あさ香かはチケットをヒラヒラさせながら去っていった。

　鈴すず雄おは涙を流しながら手を振った。

　僕は何を考えているんだ？

　鈴雄は、しばし悩み結論を出した。

「仕方ない。朝香と瑠る璃りちゃんで行ってもらおう。それで丸く納まる」

　鈴雄は自宅へと重い足をひきずった。




　コスモス荘はそこから歩いて十五分程度の距離にある真新しい二階建て六世帯アパートである。

　その五号室の前に立ち、鈴雄はドアノブに手をかけた。

「ただいま」

　玄関に靴を脱ぎ捨てた時、台所の方から奇き妙みような鼻歌が聞こえて来た。タンポポが時折聞いている宇宙ＦＭラジオのヒット曲メドレーらしいが鈴雄にはよく分からない。

　本当にシチューを作っているんだろうかと首を傾かしげたくなる不思議な香かおりが漂ただよう中、タンポポは踏み台に乗り鍋なべをかき混ぜていた。

　後ろから脅おどかしてやるか。

　自称大人おとなのわりにはくだらないことをたくらんだ鈴雄はそっとタンポポの背はい後ごへ歩み寄る。

「らんらんらんらん♪　アンドロメダの、輝きが見えるなら。君には何かできるかもしれないかもかもかも♪」

　タンポポは何も知らずに歌っている。

　鈴雄は、じりじりとじりじりとその距離を縮め、そしてタンポポの肩に手を伸ばした。

　だがその手がポンと置かれることはなかった。

「はぁぁぁぁぁぁ」

　突とつ然ぜんそれまでとはうってかわった憂ゆううつモードに突入したタンポポに、鈴雄は怪け訝げんそうにまゆ毛とまゆ毛の間にシワを作った。

　この、ともすれば宇宙人だってことを忘れそうなくらい庶民的で脳のう天てん気きなタンポポがため息を吐はき出すなんて……。

「遊園地行きたかったなぁぁぁ」

　タンポポは憂うつの原因を吐き出した。

「仕方ない。明日あしたは家でごろごろしてよ」

　ゴ～～～～～～ン。

　鈴すず雄おの後頭部が巨大ハンマーで叩たたかれた。全すべてを理解したのだ。

　そうだったのか……。

　タンポポは明日用事なんてないのだ。

　自分が身を引くことで、自分が我が慢まんすることで、用事があると噓うそつくことで、鈴雄と瑠る璃りに遊園地を譲ゆずったのだ。

　鈴雄は踵きびすを返すと自室へと突っ走った。

　自室に飛び込んだ鈴雄の瞳ひとみから、それまで理性で押し止めていた涙が流れ落ちた。

　だ～～～～～～（涙の音）

　それは感動の涙。そしてタンポポの気き遣づかいに気がつかなかった自分に対する怒いかりの涙だった。

「僕はなんて奴やつなんだ。かわいい妹の心遣いにすら気がつかないなんて」

　ちなみにこの時、彼の頭からは、タンポポは宇宙人、本当の妹じゃないって事実は完全に消滅していた。

「待ってろよ！　お兄ちゃんがなんとかしてやるからな」

　鈴雄は涙でぼやける視し界かいでゴジラの貯金箱を摑つかむと思い切り床ゆかに叩き付けた。

　小こ銭ぜにが散らばる。これら全てを費ついやせば、一回分の福引き券になるだろう。

　鈴雄は小銭をポケットに突っ込むと、背中に火でもつけられたように部屋を飛び出した。

　と、タンポポとばったりと出くわす。

「うわっ!!」

　タンポポは驚きの声を上げると、ホッと胸を撫なで下ろした。

「もう、お兄ちゃん。帰ってきてたんならただいまくらい言ってよ。びっくりしちゃったじゃない」

「小こ鈴すず！」

　鈴雄はタンポポの肩をがっしりと摑むと燃え上がる瞳で言った。

「お兄ちゃんがなんとかしてやるからな。安心するんだぞ」

「へ？」

「チクショー。お前の顔がプールに入ったみたくぼやけやがるぜ」

「どうして泣いてるの？」

「違う。これは涙なんかじゃない。かわいい妹の心が僕の汗かん腺せんを刺激して、目から出た汗だ！」

　昭和五十年代の青春映画の台詞せりふを口して鈴雄は目め頭がしらを擦こすった。

「それじゃな。心配せずに待ってろよ」

　タンポポの呼び止める声も聞かず、鈴雄は突っ走っていった。

〝誰だれも悲しまないようにしましょう作戦〟を成功させるために。

「お兄ちゃん。どこかで頭でも打ったのかな？」

　タンポポは心配そうにそう呟つぶやいた。
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　タンポポが再びシチューをかき混ぜつつ、七時のアニメに目を奪うばわれ始めた頃ころ、鈴すず雄おはスーパー花はな丸まるに飛び込んだ。

　鈴雄は電光石火の早はや業わざで買物籠かごに品物をぶちこんで行く。

　缶詰だろうが、食パンだろうが、カップ麵メンだろうが、トイレの芳ほう香こう剤ざいだろうが。

　とにかく手が当たった物、目についた物、気に入った物、気に入らない物、めったやたらに籠にぶちこんだ。

　そして行き先はレジだ。

「レジのかわいいお姉さん！」

　パワーアップする男はお世せ辞じもうまくなるのだ。

「このお金で買えるだけ売ってください」

　レジの女性は積まれる小こ銭ぜにのチョモランマに内心辟へき易えきするが、それでもかわいいと言われたら断れない。

「え～～～と、これだけ買えます」

「じゃあ、それだけお願いします。その分だけの福引きチケットください！」

「はい、十四枚」

　一枚足りない、福引きは十五枚必要なのだ。

「ギブミーもう一枚！」

　鈴雄は熱い瞳ひとみで言った。

「駄だ目めです」

　レジウーマンはきっぱりと断った。

「規則ですから」

「お願いします！　かわいいお姉さん」

「じゃあ、あと、五枚だけね」

　中なか空そら町まちのレジウーマンはかわいいと言われるのが好きなのだ。

　これで一回できる！

「ありがとう」

　鈴雄は、大量の品物を担かつぎ上げると、福引き券を手にその場を後にした。

　これで、もう一枚ペアチケットを手にいれることができる………………かもしれない！




　そんな鈴すず雄おの一部始し終じゆうを見つめている男がいた。

　福引きの店員さんである。

「ク～～～～～」

　店員さんは涙をこらえた。

「あそこまでしてこいつが欲しいなんてな」

　店員さんは温おん厚こうだった。そして、必要悪という言葉の意味も十分に知っていた。

　時と場合によってはズルしてもお釈しや迦か様さまは許してくれると信じていた。

　店員さんは福引きガラガラを開けるとちょちょっと裏うら工こう作さくした。

　すぐに鈴雄が飛び込んでくる。

「これで一回お願いします！」

「よっしゃぁ！　さぁ、やるんだ。君には幸運の女め神がみがついてるぞ」

　鈴雄はハンドルを握にぎった。

「僕は今ここで全すべての運を使い果たしても、これから笑って人生歩いていける！」

　心に刻みつけるようにそう呟つぶやくとゆっくりとハンドルを回す。

　グルグルグルグルグルグル。

　ガラガラガラガラガラ。

　ぽてり。

　運命が落ちた。

　運命の玉は緑色だった。

「おめでとう！！！！！！」

　店員さんは、今世紀で一番素す敵てきな笑顔で鐘かねを振った。

「五等、豚ブタさん蚊か取とり線せん香こう！　やったな君、ついにやったな！」

　かわいらしい豚さん蚊取り線香が突き出されるが、鈴雄に手を伸ばす体力は残ってなかった。

「あびょ～～～～～ん」

　鈴雄は絶望の息を吐はき出した。

「あれ……どうしちゃったの……かな」

　事情を知らない店員さんは不思議そうに目をパチクリさせた。

「終わった」

　鈴雄はがっくりと膝ひざをついた。

　残ったくじ引き券は四枚、十一枚足りないから、もう二回目はないのだ。

　そんな鈴雄の耳に、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「あらあら、十五枚必要なのですか。四枚足りませんわ」

　のらりくらりとしているが、春の小路を白いワンピースを着た女の子がスキップしながら歩くような可愛かわいらしい声だ。

「あれ？　そこでぼんやりとなさってるのは、鈴すず雄おさんではないですか？」

　鈴雄は顔を上げ、自分を覗のぞき込む可愛かわいらしい顔を見た。

「栗くり華かさん！」

　清せい楚そで可か憐れんが服着て立っていた。

　彼女の名前は栗くり之の花はな栗華。コスモス荘一号室に祖父である栗之花栗くり三さぶ郎ろうと住みつつ、鈴雄と同じ学校に通うお嬢じよう様さまなのだ。

　ってのは世間を騙だます隠かくれ蓑みの。実は栗之花栗三郎こそ、ＵＯＳが送りこんだＡ級犯罪人の一人、ドクター・マロンフラワーであり、栗華は最新技術によって造り出されたロボットなのである。

　戦闘の時は、マロンフラワーの造り出した戦闘兵器のホストコンピューターとしてがんばる、最近ではなかなか見られない感心なお嬢様なのだ。

　でもそれを知る者はいない。世間ではのんびり屋の栗華ちゃんとして通っている。

　栗華は人生に敗北した鈴雄の手を一いち瞥べつして、まあまあと口に手を当てた。

「四枚、お持ちでございますか？」

「え？」

「私は十一枚持っています。もしよろしかったらどうぞ。差し上げますわ」

　鈴雄は神の存在を信じた。

「栗華さん。あなたは女め神がみ様さまだ！」

　鈴すず雄おは栗くり香かの手を握にぎると熱っぽく言った。
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「恥はずかしいですわ。鈴雄様」

　栗華ちゃんは顔を赤らめることだってできるとっても器き用ようなからくり人形だ。

「これでもう一回お願いします」

　鈴雄は再びハンドルに手をかけた。

　ここでなんとか再びペアチケットをゲットして、自分と小こ鈴すずの分を確保するのだ。

　しかし…………。

　鈴雄は思った。

　そう世の中都つ合ごうよくいくはずがない。

　その通りである。

　ましてや、自分は五十回引いて五十個のカップラーメンをゲットした伝説の男なのだ。

　ここは運がいい人に頼むのが得とく策さくだ。

　無意識に視線は栗華へ向かっていた。

　のほほんとした笑顔でこちらを見つめている。

　なんだか邪じや気きや欲がないぶんだけ運がめちゃよさそうだった。

「栗華さん。お願いします！」

　鈴雄は栗華にピンチヒッターを頼んだ。

　栗華は、あらあらまあまあと言いながら福引きガラガラの前に立つ。

「何色の玉が欲しいのですか？　鈴雄さん」

「え～～～と銀色だ。うん銀色」

「銀色ですね」

　栗華はじっと多角形の福引きガラガラを見つめた。

　鈴雄には想像すらできなかった。

　この時、栗華が透とう視し光線で中身を調べ、玉の弾だん道どうを細こまかく計算しているなんて。

「計算が終わりましたわ」

　栗華はゆっくりとハンドルを回した。

「この角度で、このスピードで回せば、約三秒後に銀色の玉が現れるはずですわ」

　ぽてり。

　玉の色は銀色だった。

「おめでとぉぉぉぉぉぉ！　タマタマランドペア招待券。大当たりぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　ガランガランとベルの鳴る中、鈴雄は一いつ瞬しゆん息を飲み、次の瞬間大だい歓かん喜きの叫びを吐はき出した。

「栗華さん。ありがとう。ありがとう」

　鈴雄は栗華の手を握にぎると上下に思い切り振りまくった。

「あらあら、大したことはありませんわ」

　幸せな時が辺あたりをうずまいていた。

　そんな幸せの中、鈴すず雄おにとってはあまり幸せじゃない言葉を栗くり華かは口にした。

「それでは、明日あした、朝九時にアパートの前で待ってますわ」

「へ？」

　鈴雄の頭からひまわりが咲いた。

「あらいけない。明日はお弁当作らなくちゃいけませんわ。これから材料を買わないと。それじゃ鈴雄さん。明日、楽しみにしてますわ」

　栗華は、店員からチケットを受け取ると食料品売り場へと走って行った。

「あびょ～～～～～ん」

　鈴雄はそれしか言えなかった。
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「よく整理してみよう」

　鈴雄は家路にてこめかみに指を押し当てた。

「最初のチケットで、朝あさ香かと瑠る璃りちゃんが行くだろ。次のチケットで、栗華さんが行く。残ってる枠わくは一つだ。つまりそこに小こ鈴すずを割り込ませれば……」

　そうなのだ、問題はないのだ。

「なんだ、僕が我が慢まんすればいいだけじゃないか」

　一時は放心状態で思し考こう回かい路ろがとらぶったが、よく考えて見ればタンポポのためにチケットを用意するというコンセプトからは脱線していない。

「なははははは。心配して損した」

　鈴雄は乾いた笑いを響かせた。

「ちょっと残念だけど、僕が我慢すれば全すべては丸く納まって誰だれも悲しまないじゃないか」

〝誰も悲しまないようにしましょう作戦〟は一いち応おう成功と見てもいいだろう。

　鈴雄が笑いながら階段に足をかけた時だった。

「コーチ！」

　三号室の扉ドアが勢いよく開き、パジャマ姿の瑠璃が飛び出してくる。

「やっぱり、コーチの笑い声だと思った」

　瑠璃はぴょんぴょん飛び跳ねてくると鈴雄に抱きついた。

「えらく、早いね。もう寝る支度かい？」

「瑠璃ね。今日は早く寝るの。明日お寝坊しないように」

「そんなに遊園地が楽しみなのかい？」

「瑠璃ね。コーチと一いつ緒しよに遊園地行くのが楽しみなの」

　瑠璃は抜目なくコーチの部分に下から突き上げるようなアクセントを加えた。

「はは、そう言ってもらえるとこっちも嬉うれしいよ」

「瑠る璃り！　早く家に入りなさい。晩御飯よ」

　三号室から梅うめ木ぎママさんの声が聞こえる。

「は～～～ぃ。今行くぅ。ママヤン」

　瑠璃は大きく返事を返すと切れ長の瞳ひとみで鈴すず雄おを見上げた。

「それじゃコーチ。絶対絶対絶対絶対。遅ち刻こくしないでね」

「分かってるよ」

　二人は和なごやかに指切りした。

「お休み。コーチ」

「お休み。瑠璃ちゃん」

　鈴雄はにこやかに手を振った。

　にこやかな笑みは瑠璃が扉ドアを閉めた途と端たん、地じ獄ごくの表情へとメタモルフォーゼした。

「ＮＯｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ!!」

　鈴雄はまた外人になって転ころげ回った。

「どうもあの口振りからすると僕が行かなくちゃ悲しむような感じじゃないか！」

　しかし現時点において鈴雄のチケットは用意されていない。

〝誰だれも悲しまないようにしましょう作戦〟に狂くるいが生じたのだ。

「考えろ鈴雄。何か手テがあるはずだ」

　ともすれば河か川せん敷しきで石投げしたくなる衝しよう動どうを抑おさえて鈴雄は考えた。

　あと一人分のチケットが確保できればいいのだ。あと一人分でいいのだ。

「待てよ」

　鈴雄の頭上に百ワットの電球が現れてピカッと光った。

「よく考えたら、遊園地に行って一人分のチケットを買えば話は早いじゃないか」

　ごもっともである。

「僕はど～～～してこんな簡単な解決方法に気がつかなかったんだろう」

　鈴雄は笑いながら階段を上り始めた。

「お金は、このままじゃ到とう底てい足りないが、これまで壊さずにとっておいたゴジラの貯金箱を割ればいいんだ」

　鈴雄はお気楽に自宅へと戻った。

「あ、御飯だよ。早く手洗ってウガイして来て」

　タンポポに促うながされるままちゃぶ台に着く。

　まもなく、なんか胃袋から出したもんみたいな自称シチューが目の前に用意された。

「いただきます」

　兄妹は仲良く食事を開始した。

「うむ、今日はわりと味のバランスが保たもたれてるぞ」

「ひど～～～ぃ。まるでいつもがとてつもなく悪いみたいじゃない」

　タンポポは頰ほおを膨ふくらませると付け加えるようにして言った。

「そうそう、お兄ちゃん。部屋で貯金箱割ったままにしとかないでよ。危なく破片を踏みつけちゃうところだったじゃない」

　鈴すず雄おは硬こう直ちよくした。

　ぱっかりと開いた口からブロッコリーが落ちた。

「さっき貯金箱を開けたのをすっかり忘れていたぁぁぁぁ！」

　大おお馬ば鹿か者ものである。

　鈴雄はちゃぶ台の脇わきで転ころげ回った。

「ちょっと、お兄ちゃん。どうしちゃったの？」

「僕は一体どうすればこの人類最大の危機を乗り越えることができるのだぁ！」

　くじ引きをしようにももう抽選券は一枚もない。

　誰だれかに頼んで代わりにやらせてもらい、当たったペアチケットの権利半分を要求するという手テもあるが、問題は保証がないことである。

「栗くり華かさんをまた引っ張ってくるわけにもいかないし。誰か目メ茶チヤ苦ク茶チヤ幸運のバロメーターが高い奴やつを教えてくれぇ」

　転げ回る鈴雄から少し離れたテレビでは、地域向けケーブルテレビ、中なか空そらケーブルニュースをやっていた。

『先日、中空町中央公園にて突とつ如じよ現れたドクター・マロンフラワーと名乗る老人操あやつる謎なぞの昆虫形巨大ロボットは、謎のヒロイン、ネルロイドガールの働きで無事、退たい治じされました。ちなみに謎のヒーロー、ドッコイダーは今回も完全無欠にこれでもかってくらい役に立っていなかったと、目撃者一同証言しています。それではカメラマンが捕えた映像とともに詳くわしい状況をご説明します』

　中空ケーブルテレビのスーパーアンカー、吉よし沢ざわ由ゆ宇うの歯切れのいい声が鈴雄の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「そうだ！」

　鈴雄はむっくりと首を持ち上げた。

「あいつなら、運がよくなる技わざを持っているかもしれない」

　鈴雄は自室の扉ドアにタックルした。

　マンガ本の集団リンチにその身を委ゆだねている一冊の分厚い本を救い出す。

『ドッコイダー必ひつ殺さつ技わざ大辞典』

　鈴雄は息するのも忘れて分厚い本を捲めくった。

「……………ありやがったぜチクショー！」

　鈴すず雄おは酸欠で倒れる一歩手前にそのページを見つけた。

　ドッコイダー百一番目の技わざ。

　捜さがし求めていた、運をよくする技である。

　鈴雄は詳しよう細さいを読み進めた。




『ドッコイダーのラッキーでストライクなスリーセブンでフィーバーしてるからお客さ～～んもう勘かん弁べんしてくださいよ幸運の女め神がみアタック』

　正直言ってふざけてるとしか思えない技名だが、気にもならない。内容の方がもっとふざけていたからだ。






　　豆知識　ドッコイダーのラッキーでストライクなスリーセブンでフィーバーしてるからお客さ～～んもう勘弁してくださいよ幸運の女神アタックとは。




　　この技は、ドッコイダー百一番目の技である。宇宙の神秘の力を集めてその一撃に全ての幸運を集めることができる。ただし、必要とするエネルギーは莫大で、乱用はできない。回数限度は年間を通してわずか三回だけである。別名、棚からぼた餅アタック。風が吹けば桶屋が儲かるアタック。




ＢＹ　ドッコイダー広報担当　ゴンゾーハヤテ








「こいつにかけるぜ！」

　鈴雄は本を小こ脇わきに抱かかえた。

「ちょっと、お兄ちゃんどうしたの。普ふ段だん見もしないドッコイダー必ひつ殺さつ技わざ大辞典なんか持って」

　って言うタンポポの脇を横切って鈴雄はまた飛び出して行った。

「誰だれも悲しませないぜぇぇぇぇぇぇ」

　そんな鈴雄をタンポポはものすごく心配そうな瞳ひとみで見つめた。

「どこかで頭でも打ったのかなぁ」
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「あと二回」

　少女はくじ引きの前でごくりと唾つばを飲み込んだ。

　少女の脇には積まれたラーメンの浅あさ間ま山やま、彼女も幸運の星の下に生まれなかった人種なのだ。

「あぁ、愛するドッコイダー様。私に力を貸してください」

　彼女こそ、ドッコイダーの数少ない……っていうか多分一人しかいない大切なファン。タンポポと瑠る璃りが通う中なか空そら町まち第一小学校生徒会長、寺てら谷たに久く美み子こちゃんだ。

「じゃ、行きます」

　久く美み子こちゃんは表情をキリリとするとくじ引きのハンドルに手を伸ばした。

　その手に青い素材でコーティングされた大きな手が被かぶせられる。

「六等七等もう勘かん弁べん。たまには欲しい金の玉。一いち途ずなあなたの必死の願い、都つ合ごうのよさに感謝する。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。強ごう引いんだけど協力するぜ」

　ブルーなボイスだった。

　久美子ちゃんは声の聞こえてきた頭上を見上げ、そして感激の声を上げた。

「ドッコイダー様！」

「やぁ、君はいつも私を応援してくれる数少ない女の子だね」

「ドッコイダー様。久美子はいつもいつもドッコイダー様のことを考えて息してます。御飯食べてます。眠ってます。トイレ」

「おぉっと、それ以上は言いっこなしだ。かわいいお嬢じようさんが口にすべきことではないからね」

　ドッコイダーは久美子ちゃんの唇くちびるを指で押さえた。

　それだけで久美子ちゃんの脳のう味み噌そは燃え上がった。

「久美子ちゃん。私の必ひつ殺さつ技わざで君に幸運を与えてやろう」

「はい。ありがとうございます」

「しかし、一つ条件がある」

「なんですか？　何でも言ってください」

「銀賞のペアチケットを当てた場合は」

「分かりました。ドッコイダー様も一いつ緒しよに行ってくださるのですね」

「いいや」

　ドッコイダーは首を振った。

「その片方の権利を、ここから少し離れたところにあるコスモス荘の五号室に住む桜さくら咲ざき鈴すず雄おという心優やさしき男に与えてやってはくれないか」

「ドッコイダー様は」

「私はこの町の平和を守る仕事で忙いそがしいのだ」

「分かりました。ドッコイダー様がそうおっしゃるんなら、久美子は何も申しません！」

「よし、それじゃ一緒に回そう」

「はい！」

　ドッコイダーと久美子ちゃんは一緒にハンドルを握にぎった。

「あの、ドッコイダー様。その片手に持って開いてる本は何ですか？」

「細こまかいことは気にしなくてもいい。さぁ、行くぞ。正義の魂たましいを感じたまえ」

　手に力を込める瞬しゆん間かん、ドッコイダーは本を見ながら叫んだ。

「ドッコイダーのラッキーでストライクなスリーセブンでフィーバーしてるからお客さ～～んもう勘かん弁べんしてくださいよ幸運の女め神がみアタァァァック」

　スーパーをエネルギーの本流が流れた。

　何な故ぜか羽根を生やして笛を吹く裸はだかの赤ん坊が辺あたりを飛び回った。

　そして裸の赤ん坊の祝福のもと、福引きガラガラが回転する。

　ポテリ。

　金色の玉が落ちた。

「金賞大当たりぃぃぃぃぃぃぃぃ。全自動洗濯機ぃぃぃぃ」

「やったわ！！！！」

　少し離れたところでことの成り行きを見守っていた久く美み子こちゃんママはその場で歓かん喜きの舞まいを舞った。

「…………」

　ドッコイダーは無言だった。マスクで顔は見えないがあまり機き嫌げんがよさそうとは言えなかった。

「君の家の車は？」

「入り口の右の赤い奴やつですけど」

　ドッコイダーは百キロもある洗濯機を軽がると片手で持ち上げると、電光石火の早はや業わざで車に洗濯機を押し込んで帰ってきた。

「さぁ、ラストチャンスだ。用意いいね。久美子ちゃん」

「はい、ドッコイダー様」

「ドッコイダーのラッキーでストライクなスリーセブンでフィーバーしてるからお客さ～～んもう勘弁してくださいよ幸運の女神アタァァァック」

　んでもってさっきと同じように赤ちゃんの行進。

　ポテリ。

　追い求める銀色だった。

「うっしゃぁぁ」

　ドッコイダーはガッツポーズを決めた。

「やりましたね。ドッコイダー様」

「ああ、君の協力のおかげだ。それでは、このチケットを持って明日あしたの朝、九時にコスモス荘中庭に来てくれ。これが地図だ」

　神かみ業わざ的てきな速度で描かれた地図が渡された。

「それではさらばだ」

　軽やかに去って行くドッコイダーを久美子ちゃんはうっとりとした目つきで見つめた。

「格かつ好こいい」

　ちなみにこの日、ドッコイダーのファンが一人増えた。

　全自動洗濯機をゲットした久く美み子こちゃんママである。
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　そこは公園だった。

　ブランコにぶら下げた縄なわ跳とびの輪に、少年は身を委ゆだねようとしていた。

「お父様。お母様。先立つ不幸をお許しください」

　小学生と思われる少年は低く呟つぶやいた。

「あぁ、来週の給食の揚げパンを食べられないことだけに未み練れんを感じる」

　少年が身をロープに委ねた瞬しゆん間かん、人じん知ちを超えたスピードで突っ走ってきた青い影がロープを引き千ち切ぎった。

　落下する少年を受けとめると、青い影は怒ど鳴なった。

「一体何を考えているんだ！」

「止めないで！　僕は人生の敗者なんだ！」

「わけを話してみなさい」

「愛するあの人が……………遊園地のペアチケットを当てたんですぅ」

「ふむふむ」

「僕を一いつ緒しよに連れていってくれと頼んだんですが、問答無用に断られてしまったんですう。愛するあの人を追いかけてはきたものの、ここではぐれてしまって」

　少年は泣いた。泣きじゃくった。

　ドッコイダーは弱いものの味方だった。

「では、明日あしたの朝九時に、ここから少し離れたところにあるコスモス荘というアパートの庭に来なさい。君は遊園地へ行けるよ」

　ドッコイダーは地面に地図を描いた。

「ありがとう。ドッコイダー！　これまではなんて情けないヒーローだと思ってたけど、これからは応援します！」

　この瞬間、ドッコイダーのファンがまた一人増えた。

　三年さわやか三組、熊くま谷がい淳あつ彦ひこ君である。

「礼には及およばないさ。恋は諦あきらめた時が終わる時なんだよ」

　ドッコイダーは熱く語ると背を向けた。

「さらばだ。少年」

「ありがとう。ドッコイダー」

　淳彦君はいつまでも手を振っていた。

「これで竜りゆう哉やとラブラブできます！」




「ナマムギナマゴメナマタマゴ」

　コスモス荘の門前で変身を解除した鈴すず雄おはその直後に頭を抱かかえ込んだ。

「やっちまった」

　つい、その場の状況に押し流されて自じ殺さつ未み遂すい少年と約束してしまったことを後こう悔かいした。

　これでまた一人分足りなくなったのだ。

「皆ドッコイダーテーマソングが悪いんだ！」




『ドッコイダーヘルメットからドッコイダーのテーマソングがかすかに流れていると思うけど、その主しゆ旋せん律りつの裏に隠かくれて流れる可か聴ちよう域いきを超えた旋律に、人格変化の特殊音波を組み込んであるの。それがあなたの意識に浸しん透とうして恐きよう怖ふとか躊ちゆう躇ちよとかそういったものを極限まで減退させ、かわりに正義感を倍増させる。つまり、ヒーローの心になれるの。まあ恐こわいこと言うと可聴域を超えた音波の麻ま薬やくみたいなものだけど安心して。依い存ぞん性せいもなければ肉体や脳のう味み噌そに害はないから！』


タンポポ談（『住めば都のコスモス荘』参照）






　ヒーローは子供が泣いているのを無視できないという習性がある。

　少年にチケットをやってしまったのも仕方のないことなのだ。

「もうおしまいだ。もうくじびきの時間も終わった。もう僕に残されている手段はない、今から一人分を調達するなんて不可能なんだぁ！」

　鈴雄が泣きわめいていると、おずおずと声がかけられた。

「すいません。なんか声かけちゃいけない雰ふん囲い気きだけど、他ほかに人がいないから聞きます」

　少年だった。活発そうでいかにもサッカーやってそうな。実際小こ脇わきにサッカーボール抱えてるし。

「このへんで桜さくら咲ざきって家、ありますか？」

「桜咲は僕の家だが、君は？」

「え、じゃあ、小こ鈴すずの兄ちゃん？」

「ああ」

　少年は慌あわてて背筋を伸ばした。

「どうも。初めまして。俺おれ、小鈴の同級生の荒あら木き竜哉って言うものです」

「小鈴に何か用かい？」

「え～～～と、おふくろに付き合わされて行ったスーパーの福引きでペアチケットが当たったんです。だから、小鈴でも誘さそおうかなって………」

　竜りゆう哉やは照てれくさそうに言う。

　その前では二つの滝たきが流れ落ちていた。

　鈴すず雄おの涙だった。

　絶望的だった残り一人分のチケットが、なんとも棚たなぼた餅モチ的てきにやって来たのだ。

　目の前のサッカー少年が、神様に見えた。

「君こそ救きゆう世せい主しゆだ！」

　鈴雄は竜哉の手を握にぎり締めた。

　全すべては解決したのだ。

〝誰だれも悲しまないようにしましょう作戦〟が成功したのだ。

　目の前のナイアガラの滝を見ながら、竜哉は思った。

　小こ鈴すずの兄ちゃん。どっかで頭でも打ったんだろうか？
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　んでもって次の日。

　瑠る璃りは鏡台の前で自分の顔と睨にらめっこしていた。

「う～～～ん、キリッとした顔がいつ見てもチャームポイントよね」

　そんな光景を、梅うめ木ぎママは飽あきれた表情で見つめている。

「瑠璃何してるの？」

「お化け粧しようしてるの。今日はコーチと超えてはならない一線を超えるかもしれないから」

　瑠璃はお子様用お化粧セット片手にうっとりとした表情で答えた。

「お馬ば鹿かなことやってないで、早く行きなさい。遅ち刻こくするわよ」

「もう！　ママヤンには恋する乙女おとめの気持ちが分からないのよ！」

　瑠璃はふくれてみせたが、確かにそろそろ時間だ。

　瑠璃は鏡の前でポーズを作った。

　この間デパートで買ってもらったとびっきりのワンピースだ。

　くるりと回るとスカートの裾すそがひらひらと棚引いてお父さん泣いちゃう状態なのだ。

　瑠璃はくるりと回った。スカートの裾がひらひらしてお父さんは泣いちゃった。

「うぅ、瑠璃。いつの間にこんなにかわいらしくなったんだ？」

「パパヤン」

　梅木パパさんは眼鏡めがねの中を涙でぐしょぐしょにした。

「小さい頃ころは小さかったのに」

　小さい頃つったってそれはＵＯＳによって植えつけられた偽いつわりの記憶に過ぎない。

　瑠璃はそれを滑こつ稽けいにも思い、そして何な故ぜか寂さびしくも思った。

「はい。お小こ遣づかいだよ。何でも好きなものを買って食べなさい」

「ありがと。パパヤン」

　瑠る璃りはお気に入りのポシェットを肩にかけると勢いよく部屋を飛び出した。

「あ、ママヤン！　瑠璃の粘ねん土ど、次じ郎ろうにいじらせないでよ！」

　台所に顔を突き出して叫ぶ。

「粘土ならとっくの昔に次郎が……」

「えぇぇぇぇぇぇ！」

　瑠璃は居間に飛び込んだ。

　梅うめ木ぎ夫妻の本当の子供、梅木次郎君が粘土で遊んでいた。

「だぁだぁだぁ」

　ヨダレの入り混じった幼児言語を振りまいて。

「駄だ目め！」

　瑠璃は次郎の手から粘土を取り戻した。

「言ったでしょ。瑠璃姉ちゃんの粘土で勝かつ手てに遊んじゃ駄目だって」

「だぁだぁだぁだぁだぁ」

　どうも次郎君はよく分かってないようだ。

　それにしても鍵かぎ付きの引き出しに入れておいたのに、どうやって……。

　次郎君の右手にはヘアピンが一本握にぎられていた。

　あなどりがたし！　二歳児！

　瑠璃は唇くちびるを嚙かみ締めた。

　瑠璃にとって粘土は重要な商売道具だ。いつぞやのように恥はずかしい形で天てん日びに干されたら堪たまらない。

「仕方ないわ」

　瑠璃は粘土をビニール袋に入れるとポシェットに押し込んだ。

　甘あまいデートに粘土持参。

　いささかムードを壊すが破は滅めつ的てきってレベルではない。

　瑠璃は膨ふくれ上がったポシェットをポンポンと叩たたくと改めて玄関へと向かった。

　とびっきりの靴を履はく。こんな日のために前から履かずに保管しておいたかわいらしいリボンのついた奴やつだ。

「ねぇ、どう？　ママヤン。瑠璃かわいい？」

「そうね、とってもかわいいわよ。女の子版ピーターパンって感じかな」

「それじゃ行ってきます」

「楽しんでくるのよ」

　梅木ママの声を背中に瑠璃はドアノブへと手をかけた。

　この扉ドアを開ければ、海はない。海はないけど庭がある。

　そしてその庭では、愛いとしい人が自分を待っている。

　瑠る璃りは扉ドアを開けた。朝の日差しが差し込む庭へ瑠璃は足を踏み出した。

　瞬しゆん間かん、瑠璃のうっとりとした顔は崩くずれた。

「へ？」

　瑠璃は目の前の光景に目をぱちくりさせた。

　確かに愛しいコーチの姿はあった。

　問題はその他大勢だった。

「おい。さっさと行こうぜ」

　って鈴すず雄おの手を引っ張っているのは四号室の野の菊ぎく朝あさ香か。

「あらあら、こんなに大勢でしたのね。お弁当が足りるかどうか心配ですわ」

　ってのんぽりしてるのは一号室の栗くり乃の花はな栗くり華か。

「おい！　淳あつ彦ひこ！　なんでお前がこんなとこにいるんだよ！」

「竜りゆう哉や。運命が二人をくっつけようとしてるからだよ！」

「止めろ！　近寄るな抱きつくなすりつくな！」

「ううん！　竜哉のイ・ケ・ズ」

　って禁きん断だんの恋に挑ちよう戦せんする二人は同級生の荒あら木き竜哉と熊くま谷がい淳彦だし。

「ちょっと、あんたら大人おとなしくなさい。中なか空そら町まち第一小学校の品位が疑われちゃうじゃない。生徒会長である私の言うことをよく聞くのよ！」

　って目くじらたててるちょっとプロポーションいいお子様は確か全校集会の時にステージで挨あい拶さつしてた生徒会長、寺てら谷たに久く美み子こだし。

「あ、瑠璃ちゃ～～～ん」

　パタパタと駆け寄ってくるのは、脳のう天てん気きな笑みで転ころげ回る桜さくら咲ざき小こ鈴すずだし。

　瑠璃は不可解な現実を前にサハラ砂さ漠ばくの金魚のように口をパクパクさせた。

「なんなのよこの団体さんいらっしゃいは？」

「え～～とね、アタシもよく状況が理解できなかったんだけど、とにかく四枚ペアチケットが手に入って八人で行けることになったんだって。よかったね。にぎやかで」

　タンポポの微笑ほほえみとは対照的に瑠璃は拳こぶしを握にぎり締めると天に向かって叫んだ。

「瑠璃とコーチの氷砂糖を溶かしたような甘あまい一ひと時ときはど～～～なるのよ!!」

　見上げた中空町の空は今日も馬ば鹿かっ晴ぱれだった。













　第二章　タマタマランド
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　コスモス荘から歩いて十五分の駅から電車に揺られて三十分。

　するともうそこはタマタマランドだ。

　休日、天気がいいこともあって客の入りもそこそこだった。

　八人は、四枚のペアチケットというアイテムを駆く使しして園内に潜せん入にゆうした。

　遊園地に到着してもまだ瑠る璃りは不ふ機き嫌げんだった。

　しかしその様子に気がつくほど神経が繊せん細さいにできている奴やつは残り七名の中にはいなかった。

「わ～～～～ぃ。遊園地だ！」

「よっしゃ、鈴すず雄お。絶ぜつ叫きようマシ～～ンチビ～～ルに乗ろうぜ！」

「お兄ちゃん。アタシあのくるくるＵＦＯがいい」

「竜りゆう哉やぁ。二人で観覧車に」

「だから手を握にぎるなと言ってるだろ！」

「ここは生徒会長である私に従って」

「あらあら」

「何ビビッてるんだよ。安心しろ。俺おれが隣となりに座ってやるから」

「お兄ちゃん。早く行こうよ。並んでるよ」

「竜哉、二人っきりでお化ばけ屋や敷しきってのもいいよね」

「だからくっつくなって言ってるだろ。手を握るな肌はだを擦すり寄せるな耳に息を吹きかけるな！」

「まあまあ」

　そこに秩序、統制、規律、仲間意識という人類が平和に暮らす四大熟語は残念ながらかけらすら見当たらなかった。

　相対的統一度数０ゼロ、もしくはマイナス。

　協調性皆かい無む。

　無秩序の集団がそこにはあった。

「じゃぁ、皆。多数決で人気の高い奴やつから」

　一人だけ、なんとか無法者どもをまとめ上げようと奮ふん闘とうする青年もいたが、鈴雄という名のその青年のリーダーとしての器うつわは、おちょこ一杯分にも満たない。

　わいわいがやがやと好すき勝かつ手てにカロリーを消費する烏う合ごうの衆しゆうを前にして、なすすべもなく下流に流されるだけだ。

　瑠る璃りは理り不ふ尽じんな怒いかりに奥歯を嚙かみ締めた。

　それもそうだろう。本来なら、ここは愛するコーチと二人、素す敵てきに甘あまく手を握にぎりながら歩くはずだったのだ。

　ぬわぜこいつらがついてくるのだ？

　ぬわぜ団体さんいらっしゃいなのだ？

「あぁぁぁぁぁ!!　もう我が慢まんできない！」

　耐えられなくなった瑠璃は頭を搔かきむしって大声を上げた。

「こんな大人数じゃ好きなところも回れないわ。ペア四組作って回りましょ」

　ズドン。

　的まとのど真ん中に矢が打ち込まれた。

　実に的を得た意見だった。

「小学生のわりにはい～～～こと言うじゃね～～か。じゃ、鈴すず雄お。俺おれと行くぞ」

「駄だ目め！　コーチは瑠璃と一いつ緒しよに行くの！」

「悪いな。お子様はお子様同どう士し小こ鈴すずと行きな。俺らはお子様の背じゃ乗れない乗物を制せい覇はしてくるんだから」

「竜りゆう哉やぁぁぁぁ」

「来るな近寄るな、そんな目で見るな！　俺はお前とは絶対にペアにはならんぞ！」

　でも結局また下くだらない争いに発展してしまった。

「あらあら。まあまあ」

　そんな光景を、のんびり屋の栗くり華かちゃんだけが困ったような表情で見つめていた。

「くじびきか何かあればいいんですけど」

　栗華は頤あごに指を当てるとぽつりと呟つぶやいた。

　争いはピタリと止まった。

「それだ」

　瑠璃と朝あさ香かに手を引っ張られる鈴雄が真理を悟さとったかのごとく呟いた。

　かくして、くじ引き決戦が始まったのである。

「よし」

　鈴雄は、厳おごそかに頷うなずくとタンポポの帽子を突き出した。中には細こまかく千ち切ぎられたパンフレットがある。

「ボールペンで１から４までの数字が書いてある。同じ数字の人とペアだ。一回こっきりだからな。恨うらみっこなしだぞ」

「ああ。じゃあ、俺から行くぜ」

　朝あさ香かが一枚。

「ああ、神様！　どうか竜りゆう哉やと！」

　淳あつ彦ひこが一枚。

「神よ。こいつとだけは一いつ緒しよにしないでくれ」

　竜哉が一枚。

「別に私は誰だれとだってかまわないんだけどね」

　久く美み子こが一枚。

「あらあら」

　栗くり華かが一枚。

「次、アタシ！」

　タンポポが一枚。

「ほい。瑠る璃りちゃんの番だよ」

　瑠璃は祈っていた。全すべての幸運の女め神がみに祈った。ここで人生における全ての幸運を使い果たしたとしても後こう悔かいしないと幸運の女神に誓ちかった。

　どうかコーチと一緒になれますように！！！

　運命を引くと思いきり握にぎり締める。

「じゃ、最後は僕だ」

　鈴すず雄おは最後の一枚を手にとると空からになった帽子をタンポポにかぶした。

「じゃあ、一いつ斉せいに開くぞ」

　それぞれの思いを胸に、八人はくじを開いた。

「アタシ二番！」

　タンポポが右手を上げる。

「誰？　二番の人」

「俺おれだ」

　朝香がくじをぴらぴらと振ってみせた。

「チッ！」

　竜哉が舌した打うちしたが、誰も聞いていなかった。

「寸足らずか。まぁいい。小こ鈴すず。よろしくな」

「うん！」

　ペア決定。桜さくら咲ざき小鈴ａｎｄ野の菊ぎく朝香。

　まぁ問題はないだろう。

「あらあら四番ですわ。どなたです。四番の方は」

「私よ」

　久美子ちゃんが手を上げた。

「よろしくお願いします。寺てら谷たにさん」

「常識ありそうな人が一いつ緒しよで良かったわ」

　ペア決定。栗くり之の花はな栗くり華かａｎｄ寺谷久く美み子こ。

　これで八人中四人が抜けた。

　瑠る璃りはごくりと唾つばを飲み干した。

　残るは鈴すず雄お、淳あつ彦ひこ、竜りゆう哉や。確率は三分の一だ。

　瑠璃はおずおずと手の中の番号を口にした。

「瑠璃………三番。誰だれ？　三番の人」

「あ、僕だ」

　鈴雄が右手を上げた。

　瑠璃は感激のあまり視し界かいが揺らいだ。生まれて初めて神を信じてもいい気分になった。

「コーチ！」

　涙を拭ふき取り、鈴雄の手を握にぎるととびっきりの笑みで見上げる。

「よろしくね。コーチ」

「こっちこそ。瑠璃ちゃん」

　ペア決定。桜さくら咲ざき鈴雄ａｎｄ梅うめ木ぎ瑠璃。

　残された二人。

「ちょっと待てよ」

　竜哉は青ざめた顔で考えた。

　いくら体育以外の教科が討うち死じにしている彼でも単純な計算問題くらいはできるのだ。

　８－６＝２

　八人の集合体から六人の集合体を引くと二人残る。

　小数も通分も四捨五入もましてや連立方程式だって必要ない。

　誰が残っているかを理解できる猿サル並みの脳のう味み噌そがあればおのずと答えは出る。

「じゃぁ、俺おれのペアは…………」

　竜哉はぎちぎちぎちぎち首の関節を鳴らしつつ脇わきを見た。

　何な故ぜか淳彦クンは顔を赤らめた。

「よろしく。竜哉」

「いやだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　竜哉は無意識のうちに魂たましいが叫んでいた。

「頼む！　小こ鈴すずの兄ちゃん。人助けだと思ってもう一回やらせてくれ。一生のお願いだ！」

　すがりつく竜哉の表情は見ていて気きの毒どくになるくらい必死だった。

「どうしようかな」

　そんな悲ひ壮そうな表情に、お人好しの鈴雄の心が微び妙みように揺らぐ。

「駄だ目め！　覚かく悟ごを決めなさい。もと委員長！」

「そうだそうだ」

　もちろん瑠る璃りと淳あつ彦ひこが黙だまっているわけがない。二人がかりで竜りゆう哉やを鈴すず雄おから引き離す。

「おねげえだ。どうかお慈じ悲ひをぉぉ」

　ずるずると引き摺ずられながら、竜哉は時代劇の農民になっていた。
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「じゃぁ、俺おれらは行くぜ。いつまでなんだ？」

「そうか、昼飯は一時頃ごろかな。それじゃ一時に中央のノンビリ噴ふん水すい前に集合にしよう」

「ＯＫ。よ～し小こ鈴すず。はぐれないようにしろよ」

「は～～～～ぃ。朝あさ香かお姉ちゃん」

　二人はお手てつないで去っていった。

　朝香とて見かけからは到とう底てい想像できないが保母を目指す身、基本的に子供は好きなのだ。

「どうかお慈悲を～～～～」

　農民の悲痛の叫びはまだ続いていた。

「いいんだろうか？」

「いいの！　約束は約束だもん。早く行こ。コーチ」

「ああ」

　半なかば強ごう引いんに手を引っぱられるようにして鈴雄と瑠璃はその場を後にした。

「え～～と、栗くり之の花はなさんですよね。それじゃどこか行きましょうか」

「はい」

　歩き出す二人、いきなり、竜りゆう哉やは世界ランクのゴールキーパーでも滅めつ多たに見せないサイドジャンプで久く美み子こちゃんに飛びかかった。

「何するのよ！　久美子の心はドッコイダー様のものなのよ！」

「生徒会長！　頼む。しばらく一いつ緒しよに行動してくれ」

「どうして私が」

「生徒会長ってのは生徒のことを考えるのが仕事なんだろ」

「そうよ」

　久美子ちゃんは立ち上がると高らかと宣言した。

「生徒会長である私は中なか空そら町まち第一小学校生徒がより健すこやかに勉強に励はげめるように助力を惜おしんだらいけないの」

「だったら。助けてくれ！　かわいい後こう輩はいの貞てい操そうが危ないんだ！　頼れる生徒会長！」

　久美子ちゃんはしばらく考えてから口を開いた。

「何言ってるのかイマイチよく理解できないけど、後輩からそこまで頼まれたら生徒会長としては放っとけないわね」

「ありがとう生徒会長！」

　竜哉は久美子ちゃんの手を摑つかむとぶるんぶるん振り回した。

「栗之花さんもいい？」

「私はかまいませんわ」

　栗くり華かが微笑ほほえむ。

「チッ！」

　淳あつ彦ひこの舌した打うちを聞いた人物はその場には誰だれもいなかった。
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　鈴すず雄おと瑠る璃りは、隣となり合って座っていた。

　涼すずやかな風が通り過ぎて行く。

　優やさしい日差しと、そして勇気を後押しするような風。

　恋の告こく白はくにはもってこいの状況だ。

　ドキドキドキドキドキドキドキ。

　男と女、心臓の鼓こ動どうが８ビートを刻んでいた。

「瑠璃ちゃん………」

　鈴雄は、いささか緊きん張ちようした面おも持もちでその名を口にした。

「何？　コーチ？」

　瑠る璃りが鈴すず雄おの手を小さな手で握にぎり締める。血管が脈打つのが感じられた。

　ドキドキドキドキ。

「実は、今まで言い出せなかったんだけど………」

　ドキドキドキドキドキ。

「僕は………本当は………」

　ドキドキドキドキドキ。

　プ～～～～。

　運命を告げるサイレンが鳴った。

　二人の乗った絶ぜつ叫きようマシ～～～ンチビールは一いつ気きに人じん知ちを超えた下り坂を下り始めた。

「こ～～ゆ～～のが苦にが手てなんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！」

　絶叫マシ──ンチビールは掟おきて破りの速度でレールを走った。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　鈴雄は叫んだ。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　瑠璃も叫んだ。

　その他大勢の叫びの中で、二人の叫びだけが突とつ出しゆつしていた。




「さすが、関東一の絶叫マシーーンの異い名みようを取るだけのことはある」

　鈴雄はふらつく足取りで階段を下りつつ、感心の息を吐はき出した。

「なんか、予定と違う」

　隣となりを歩きながら瑠璃は呟つぶやいた。

　二人で絶叫マシーンに乗ってぎゃあぎゃあ騒さわぐために来たのではないのだ。

　愛を語り合うために来たのだ。

　さすがに時速二百キロの速度で突き進むコースター上で愛を語り合うのは、いささか無む理りがあった。

「次はあれよ！　コーチ！」

　なんて指さすのは箱形の乗物だった。

　垂直にレールが伸びてる。どんな種類の乗物なのか容よう易いに想像がつく。

「あれはちょっと」

　鈴雄は躊ちゆう躇ちよするが、瑠璃にはかなわない。

「いいから」

　瑠璃に強ごう引いんに引っ張られて鈴雄はこれからちょっくら上って落ちてきますぜって自己主張してる箱へと向かった。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　五十メートル上空からの自由落下中に愛を語り合うのもやっぱり不可能だった。




「乗物の選択がいけなかったのよ」

　数々の失敗の上、ようやく地球における遊園地の傾向と対策を理解した瑠る璃りは失敗の原因を口にした。

「カラフルでかわいらしいお子様向けのデザインの乗物になればなるほどソフトになってゆくのね」

　学習能力の早い瑠璃だった。

　確信へとたどり着いた瑠璃は辺あたりをキョロキョロと見渡した。

　カバさんの形をした乗物が目に移った。

　デザインもお子様趣味、お子様向けのソフトな乗物に違いない。

「コーチ。次はあれに乗りましょ」

「ああ、あれなら優やさしそうだ」

　人じん知ちを無視した角度のレールもなければ極ごく悪あく非ひ道どうに垂直に伸びた柱もない。

　二人はためらうことなくその乗物へ向かった。

「やっと、落ち着ける乗物にたどり着いたな」

　席についた鈴すず雄おは大きく息を吐はき出した。

　これまで二人が征せい服ふくしてきたアトラクションの数々は、絶ぜつ叫きようマシーンチビールだったり地じ獄ごくの自由落下マウンテンボックスだったり、音速の回転木馬クレイジーホースだったりしてたから、なんかカバさんが天使エンジエルに見えた。

「よかった。これでコーチとゆっくりお話できる」

　瑠璃は視線を下へと向けてモジモジすると横目で鈴雄を見た。

　もともと切れ長の瞳ひとみの端たん正せいな顔立ちだ。年齢のわりにはパワフルな流し目に鈴雄も思わず視線を逸そらす。

「あのね、コーチ。瑠璃ね。何度も言ってるけど大きくなったらコーチの」

　ガッチャリ。

　瑠璃のミラクルイチゴミルクな一ひと時ときはそんな音に邪じや魔まされた。

　係員の手によってバー状の巨大なシートベルトが閉められた音だった。

　二人の体にバーががっしりと食い込む。

　えらく大がかりな固定装置だ。これなら逆さになっても落ちることはない。

　言いい換かえれば逆さになる可能性があるということ。

　こんなカバさんなのに………。

「ねぇ、コーチ。この乗物の各前何て言うの？」

「え～～～と」

　鈴すず雄おは手の中のパンフレットを開いた。

「踊るカバさん悶もん絶ぜつ地じ獄ごく」

　ほのぼのとしてるようで、しっかりと悪趣味なネーミングだった。

「瑠る璃りね。なんかいやな予感がするの？」

「奇き遇ぐうだ。僕もそうなんだ。『踊る！』はともかく、『悶絶！』と『地獄！』って言葉に底知れぬ不安を感じる」

　二人の第六番目のドラム缶カンは的中した。

　突とつ然ぜん、内臓を忘れてきてしまいそうな勢いでカバさんは暴あばれ出した。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　地球の遊園地における傾向と対策をマスターした瑠璃だったが、タマタマランドは地球標準普通規格から三万光年ほど外はずれた遊園地だったのだ。
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「やっほぉぉぉぉぉ」

「わ～～～～い」

　同じアトラクションに乗っても喜んでる二人もいた。

　幸いタンポポの身長も足りていたのだ。

「よ～～～し、一いち応おう絶ぜつ叫きよう系統は制せい覇はしたな」

「あと、『踊るカバさん悶絶地獄！』てのが残ってるよ」

「よっしゃ。それに行くぜ！」

　疾しつ風ぷう怒ど濤とうのコンビ、タンポポと朝あさ香かが人を搔かき分けるように押しのけて目的地を目指す。

「あ、ちょっと待って！」

　タンポポがそう叫ぶと朝香の手を引っ張った。

「どうした？」

「ショーやってる」

「ショーか」

　足を止めた朝香は顔をしかめた。

　子供向けアニメや特とく撮さつ戦せん隊たい物もののショーは、遊園地にはなくてはならないものである。

　しかしその対象はあくまで子供、十九歳でそれなりに脳細胞が成長してる朝香にとってショーという言葉はショーにしか過ぎない。

「まぁお前が見たいって言うなら付き合ってもいいけどよ。俺おれとしては出来れば乗物へ」

「うん。別にそんなに見たいわけじゃないからいいよ」

　タンポポは心の奥歯を嚙かみ締めた。

「でも、何の番組なんだろ」

　未み練れんがましく看板を眺めたタンポポは目を丸くして飛び上がった。

「どっひゃぁぁぁ」

　タンポポは手足をばたつかせた。

「どうした？」

「ドッコイダー！」

「ドッコイダー？」

　不思議とその言葉に過か剰じよう反はん応のうした朝あさ香かは、タンポポの指がポイントする看板へと目を向けた。

『ドッコイダーＶＳネルロイドガールＶＳエーデルワイスＶＳマロンフラワーＶＳヒヤシンス』

　長ったらしいタイトルだった。

「おいおい、いいのか。勝かつ手てにこんなショーやって」

「著作権の侵しん害がいだよね。ちゃんと事務所通してくれないと」

「見よう。どんな奴やつがネルロイドガールをやるのか少し興味がある」

　不思議と朝香はタンポポの手を引っ張って会場へと足を踏み入れた。

　何な故ぜ、朝香がネルロイドガールの配役に興味を覚えたのか、それはすこぶる難解な謎なぞだった。




　二人は空あいている席に座った。

　タイミングよくショーが幕開けとなる。

　突とつ然ぜん出てきたハリボテに、タンポポと朝香の目はそろってまりもになった。

「へ？」

　はりぼては、黄おう金ごんとぐろの形をしていた。





エーデル「今日は妾わらわの力でこの中なか空そら町まちをメッチャメチャのぼっこぼこにしてやるわ」

謎の声「待て待て待て！」

エーデル「誰だれだ！」

謎の声「小さな親切大きなお世話。傍はた迷めい惑わくなのどちらだろ。世界の平和を毎日祈り、今日も元気にやって来た。正義のヒーロー、ドッコイダーだ！」

　さっそうと登場したドッコイダー、エーデルと死し闘とうを三秒ほど続けるが、その後出てきたドクター・マロンフラワーとヒヤシンスによって戦闘不能に陥おとしいれられる。

　三人にぼこぼこにされるドッコイダー。

「うわ～～～～ん」

　と泣きながら退場。

ヒヤシンス「味み噌そ汁しるで顔を洗って出直してくるがいい」






「納なつ得とくできないわ！　今の演出には！　責任者を呼びなさい責任者を！」

　前方の席で寺てら谷たに久く美み子こちゃんが暴あばれていたがすぐに取り押さえられる。

　久美子ちゃんの意見にはタンポポも賛成だった。

「あれじゃドッコイダーが単なる笑いを取るだけのキャラじゃない！」

「いつもあんなもんだと思うがな」

　隣となりで朝あさ香かがシビアに呟つぶやいた。

「さぁ、皆さん。最初の予想通りドッコイダーがやられてしまいました。こうなったら我らが本当のヒーロー。あの人を呼ぶしかありません」

「お！！！！！」

　前列を占める幼稚園、保育園児達が元気よく声を張り上げる。

　彼らは、ステージに立っている奴やつらを本物だと思っている。

　そう、信じ込んでいるのだ。

「助けてぇぇぇぇぇぇ」

　プチお子様達は声変わり前の甲かん高だかい声を張り上げた。

「ネルロ……………」

「はーっはっはっはっはっはっは」

　お子様達の叫びは、横おう隔かく膜まくのリズム感がただものじゃない笑いに搔かき消された。

「大安吉きち日じつ日曜日。元気に遊ぼう遊園地。絶ぜつ叫きようマシーンそれにも耐えて、みんなのためにやって来た。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。たまたま偶ぐう然ぜん登場だ」

　はるか上空のポールの上から飛び降りるドッコイダー。

　特設会場にドッコイダーは頭から突っ込んだ。

「本物だ」

　タンポポがポツリと呟いた。

「しかもショーだってことに気がついていないみたい」

　頭痛を覚えたのか、タンポポはこめかみを押さえた。




「正義の味方の不ふ意いをつくとは相変わらず卑ひ怯きような奴らだ」

　頭を引き抜いたドッコイダーは身構えた。

「さぁ、どっからでもかかってこい」

「おい、何やってるんだよ」

　マロンフラワーがドッコイダーの肩に手を置く。

「打ち合わせと違う」

「ドッコイダー、憎にくいあんちくしょーに送るおやっさんもびっくり仰ぎよう天てんアッパー!!」

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　ドッコイダーのアッパーで、マロンフラワーははるか遠くへ飛ばされて行った。

　ボッチャァァァァァァァァァァン。

　運よく、水系アトラクションの上に落下したらしく水音が響いた。

「何だ。いつもより目メ茶チヤ苦ク茶チヤ弱いではないか」

　不思議そうに呟つぶやくドッコイダーの前にエーデルが立ちはだかる。

「よし、次はお前だ！」

　そこでドッコイダーは不思議そうに首を傾かしげた。

「エーデル。お前、いつからそんなに胸がでかくなったのだ？」

「何言ってるんですか？　打ち合わせ通りやってくださいよ」

　エーデル役の女性が小声で囁ささやいた。

「打ち合わせだと？」

「ドッコイダーはネルロイドガールが悪者を全部倒した後、ひょこひょこ飛んできて、私の力で悪は倒されたって言って一発殴なぐられて終わりでしょ」

　ドッコイダーはしばし困こん惑わくした。

　言われてみれば、マロンフラワーは実物より若かったような気もするし、黄おう金ごんひねりはどう見てもハリボテだし、ヒヤシンスが率ひきいる怪人はぬいぐるみだし。

　困惑するドッコイダーの大きな瞳ひとみに看板が映った。

『ヒーローショー』

「ちょっと待て……もしかしてこれは」

「遊園地のショーだからってふざけないでください」

「ショー。ショーかショーだったのか」

　下くだらない駄だじゃれだった。

「どおりでタンポポからの通信が入らなかったわけだ」

　ドッコイダーはすちゃって右手を上げると爽さわやかな風を振りまいて去って行った。

「さらばだ。ヒーローにも間違いはあるのだ」

「………」

　しばし呆ぼう然ぜんとする観客と戦場。

「それでは、気を取り直して呼んでみましょう」

「お！！！！！！！！」

　プチお子様の歓かん声せいが復活した。

「助けてぇ！　ネルロイドガール！」

　激しい音楽に合わせてネルロイドガールが現れた。

　紫むらさきのパワードスーツが、陽光にきらめいた。




「ねえ。ネルロイドガールやってる役者さん。本物にそっくりだね」

　タンポポは隣となりに目を向けたが、朝あさ香かはいなかった。

「トイレかな？　朝香お姉ちゃん」

　首を傾かしげるタンポポに不ふ意いに声がかけられる。

「よお、小こ鈴すず」

「お兄ちゃん」

　観客席で頭を引っ込ませながらやってきた鈴すず雄おは、タンポポの隣の席に腰を下ろした。

「さっき出ていったのお兄ちゃんでしょ」

「あれ、ばれてた？　いや、ちょっと間違えちゃってさ」

「あの集団のどこを見れば本物だと思うの？」

「ここからじゃよくわからんと思うがな。ヒヤシンスの役者だけは瓜うり二つだったんだ。だからまんまと騙だまされちまった」

「コーチ」

　鈴雄の手がグイと引っぱられる、目を釣つり上げた瑠る璃りがそこにいた。

「ひどいじゃない。瑠璃置いて急にいなくなっちゃうなんて」

「あ、ごめんな。瑠璃ちゃん」

「さ、早く次の乗物行きましょ！」

　瑠璃に引かれて鈴雄は席を立った。

「それじゃな。小鈴」

「うん。バイバイ」

　にこやかに手を振ってからタンポポはステージに目を向けた。





ドッコイダー「私の力で悪は倒されたのだ」

ネルロイドガール「貴き様さまは何もしとらんわー！」

　ドッコイダー、ネルロイドガールの一撃で張り飛ばされる。

ナレーション「ありがとう。ネルロイドガール。中なか空そら町まちの平和はあなたの腕にかかっている。ありがとう。そしてさようなら」

　去って行くネルロイドガール。夕日をイメージしたライトが照らされる。
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　ストーリーがどうだろうが、辻つじ褄つまがあっていまいが、ヒーローが出てきて悪者を倒せばプチお子様は満足できるのだ。

　拍はく手しゆと歓かん声せいの中、タンポポはため息を吐はき出した。

「見る価値なかったわ」

　それにしても、今初めて気がついたわけではないが、ドッコイダーの世間に対する印象があまりにも悪すぎる。

　どうも単なるお笑いキャラとしか思われていないようだ。

　確かに、これまでの戦せん歴れきを見れば、お笑いキャラとしての不動の地位を獲かく得とくするのに十分なことはやらかしてきている。

　このままではいけない。

　タンポポは拳こぶしを握にぎり締めた。

　なんとしてでもドッコイダーに対するイメージを変えてみせる！

「さ、次行こうぜ」

　ぶっきらぼうな朝あさ香かの声が聞こえる。

「朝香お姉ちゃん。どこ行ってたの？」

「トイレだ」

「さっきも行ったよね。どこか具合でも悪いの」

「い、いや。何でもない。細こまかいことは気にするな」

　朝香はちょっとどもった。

「それよりショーはどうだった？」

「ネルロイドガールは格かつ好こう良かったけど」

「そうだろ。な、俺おれも前々からそう思ってたんだよ」

「でもアタシはドッコイダー派だから、ドッコイダーが活躍しないシナリオは嫌きらい。それに敵キャラがひどすぎるよ。ハリボテだし」

「確かにハリボテはチャチかったな。でもヒヤシンスだけはそっくりだったぞ」

「そうなの」

「ああ」

　朝香に手を引かれながら人混みを脱出する中、タンポポはふと不思議に思った。

　あの位置から、顔を判別するのは不可能だった。つまり……………。

　タンポポの頭脳がものの三秒で謎なぞをときあかす。

「朝香お姉ちゃん。目がいいんだね」

　タンポポは、探偵にはなれない推理力のオポンチなお嬢じよう様さまだった。




「へ～～～くしょん」

　一方そのころ、楽屋では一人の女性が盛大なクシャミをかましていた。

「誰だれよ。あたしの噂うわさしてるのは？」

　目の覚めるような美人だ。おまけに着てる服も青少年殺しのボンテージファッションだった。

　彼女の名前は岼ゆり根ね沙さ由ゆ里り。先ほどのショーにてヒヤシンス役をやっていた女性である。

　そして、コスモス荘二号室に下男のピエールと暮らす彼女は、実生活でもＡ級犯罪人、ヒヤシンスをやっていた。

　つまり、本人なのだ！

[image: ]

「まったく。やってられないわよ！」

　沙由里はヒス声を上げた。

「ど～して、このヒヤシンス様がこんな辺へん境きよう惑わく星せいの遊園地ショーに出なくちゃならないのよ。しかもネルロイドガールにやられる役だなんて」

「仕方ありませんよ」

　まだら犬の着ぐるみから端たん正せいな顔を突き出し、金きん髪ぱつの青年は言った。

「お金がないんからです」

「分かりきってることを言うなぁ!!」

　沙由里は鞭むちをひと振りさせた。ピエールは鞭の痛みにいやんな声を出した。

「ちょっと、感度が鋭するどいわよ」

「すいません。人前に立った反動で感じやすくなってるんです」

「気をつけてよ。こんなところで動物因いん子し発動させたって一文の得とくにもならないんだから」

　沙さ由ゆ里りは椅い子すにふんぞり返った。

「ＵＯＳも何考えてるのよ。住居費以外の生活費は自分で稼かせげだなんて」

「いいじゃないですか。アバシリーの牢ろう獄ごく惑わく星せいで畑を耕しているよりは私は好きです」

「何でよりによってこんなショーの仕事なんか取ってくるのよ！」

「それじゃ、お嬢じよう様さまは、どこの馬の骨とも分からない女性が、ヒヤシンス役をやるのに耐えられるんですか？」

「それは………」

　沙由里は口ごもった。

　沙由里の性格はそのボンテージファッションそのものなのだ。

　ボヨ～～ン・キュッ・バ～～～ンな性格なのだ。

「私は耐えられません。やはりお嬢様の役はお嬢様本人にしか演じ切れるものではありません」

「確かにその通りよね。美しいわたしを演じ切れるのは美しいわたしだけ。こんな辺へん境きよう惑わく星せいの雌メスなんかには無む理りな話なのよ」

「今は耐えましょう。お嬢様。いつの日か、ヒヤシンス動物園が再さい興こうされる日を夢見て」

　二人はしばしきらきらと目を輝かせて星を見上げた。

　頭上は天てん井じようだけど二人には関係なかった。

　星は二人の瞳ひとみの中に数え切れないくらいまたたいていたからノープロブレムなのだ。

　しばし星を観察してから二人は現実に戻った。

「さ、お昼休みにしましょ」

「次の公演時間まで時間が短いですからね。早いところ済すませましよう」

　まだら犬のぬいぐるみを脱ぎ捨てたピエールがロッカーを開く。

「う～～～～う～～～～う～～～」

　ネルロイドガールが縛しばられていた。

「この方かたは確かネルロイドガール役の岸きし辺べさんじゃないですか」

　ピエールは沙由里に目を向けた。

「お芝しば居いとはいえ、やられた腹いせですか？　それとも趣味？」

「わたしは知らないわよ」

「う～～う～～う～～～」

　女性は何かを求めるような視線を必死にピエールへと向けた。

「困りましたね。何かを欲しているような目つきですが、猿さるぐつわで言葉になってませんから分かりません」

「とりあえず猿ぐつわを外はずしてって言ってるんじゃないの」

「あ、さすがですね」

　ピエールによって猿さるぐつわが外はずされる。女性は早口にまくしたてた。

「私が舞台に上がろうとしたら、目つきの悪い女が来ていきなり私を」

「え、それじゃあなたは舞台には立たなかったんですか？」

「出れるわけないわ。だってずっとここでうーうー言ってたんだから」

「ふ～～～～む。岸きし辺べさんは舞台に出ていなかった。しかしネルロイドガールはいた」

　ピエールは腕を組むと悠ゆう然ぜんと考えた。

「これが今巷ちまたで流行しているドッペルンガー現象というものですね」

　ピエールも探偵にはなれないオポンチな推理力の持ち主だった。
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「チクショー！　はぐれちまった」

　竜りゆう哉やはきょろきょろと辺あたりを見渡した。知り合いの姿は、若じやつ干かん一名ホモっ気のある幼なじみ以外にはない。

「竜哉ぁぁぁぁ」

「うるさい！　さっさと探せ」

　続いて竜哉は時計に目を落とした。現在十二時三十分、少し早いが集合場所である噴ふん水すい前に行くという手テもある。

「よし、ちょっと早いが噴水前に行くぞ」

「ああ、ちょっと待ってよぉ」

　淳あつ彦ひこは竜哉の手を摑つかんだ。

「せっかくだからこれに乗ってこ～よ」

「俺おれは見えんぞ」

「しっかりしてよ。竜哉」

　二人の脇わきには、気がつかね～ほうがどうかしてるぜって言っているかのようにそびえ立つ巨大な乗物。

　ザ！　観覧車！

　があった。

　常識を超える遊園地、タマタマランドではあるが、さすがに観覧車は観覧車していた。時速五百キロで回転したりしないからバターになる心配はない。

「絶対ごめんだ！」

　竜哉は吐はき捨てるように言った。

　観覧車は個室だ！　密室だ！　全ぜん裸らだ！　殺人事件だ！

　そんなところにこいつと一いつ緒しよに入ったら何されるか分からない。

「どうしてぇ？」

「俺おれは観覧車が嫌きらいなんだ！」

　竜りゆう哉やは適当に理由を言った。

　その言葉は選択すべきではなかった。それが不幸の初めの一歩だったのだから。

　竜哉の叫びは、観覧車を担当して十八年、通称、観覧車に命をかける男、渡わたり哲てつ也やさんの耳に飛び込んで痛いくらいに暴あばれ回ったのだ。

　渡さんは全日本観覧車選手権で三年連続優勝している人なのだ。

　観覧車の良さを広めるのを生涯の目的にしている渡さんにとって、竜哉の一言は無視できないものだった。

「そんなことはないさ。君。食わず嫌いという言葉を知っているかい？　きっと君は観覧車の本当のよさに気がついていないんだよ」

　生身の人間だけど生身の人間っぽくない速度で竜哉に歩み寄った渡さんは熱心にかき口く説どいた。

「見て、聞いて、触さわって、嘗なめて、匂においを嗅かいで、五感の全すべてを使って観覧車を味わってみなさい。きっと大好きになるよ」

　渡さんは、小こ脇わきに竜哉を抱かかえた。人さらいだ。

「さ、何はともあれ、乗ってみなくちゃならない」

「止めろぉぉぉ」

　暴れる竜哉にも臆おくすることなく渡さんは観覧車の扉ドアを開く。なんてったって彼は全日本観覧車選手権チャンピオンなのだ。

「高いところは気持ちいいよ」

　竜哉が個室に放り込まれた、もちろん淳あつ彦ひこもちゃっかり中に忍しのび込んでいる。

　外側からがっちりと鍵かぎをかけた渡さんはにこやかに手を振った。

「楽しんでくるんだよ」

　地じ獄ごくへ急せき立てる鬼オニの笑顔に見えた。




「あ、栗くり乃の花はなのお姉さん。観覧車に乗りましょ」

　久く美み子こちゃんは前方に見える観覧車を指さした。

「乗りたいのですが」

　栗くり華かは時間を確認すると言った。

「もうすぐ一時です。私、お食事の準備をしなくてはいけませんわ」

「それなら生徒会長として私も手伝うわ」

　さすが、中なか空そら町まち第一小学校生徒会長寺てら谷たに久美子ちゃんである。

「いいですわ。久美子さんは好きなことをなさって」

　栗くり華かはにっこりと微笑ほほえむとやんわりと断った。

「それじゃ、乗ってきてもいい？」

「ええ、どうぞ」

　久く美み子こちゃんは観覧車へとすっ飛んでいった。なんだかんだ言ってもまだ小学六年生なのだ。

「さてと」

　栗華はノンビリ噴ふん水すい脇わきの芝しば生ふにシートを敷くと重箱のお弁当を開けた。

　三段重ねの目メ茶チヤ苦ク茶チヤ豪ごう華かなお弁当である。

　栗華はお弁当を前に頤あごに指を当て小首を傾かしげると困ったような顔を見せた。

「困りましたわね。あんなに人が多いと思ってませんでしたから、これでは全ぜん然ぜん足りませんわ」

「どうかしましたか？」

「あら、鈴すず雄おさんではないですか？」

　栗華は振り返ると微笑んだ。

「瑠る璃りさんは？」

「瑠璃ちゃんはトイレ。うわぉ。うまそう！」

　鈴雄は広げられた弁当に思わずヨダレをすすった。

　タコさんカニさんイカさんのウインナーソーセージ。卵焼き。一口ハンバーグ。鳥のから揚げ。ちくわのチーズ揚げ。三食お握にぎり。エビフライ。その他もろもろ。デザートに杏あん仁にん豆どう腐ふまである。

　才色兼けん備び豪ごう華か絢けん爛らんなお弁当キングだ。

「すごい、ちゃんとソーセージがタコやカニやイカになってる」

「そう言っていただけると嬉うれしいです。この間学校で鈴雄さんが朝あさ香かさんとほかほか弁当を食べてる時、タコさんカニさんイカさんになってないウインナーがなきゃ弁当とは言えないって話してるのを聞いて。それで作ってみました」

「なんか悪いな」

「いいえ、いいんですよ。味見してもけっこうですよ」

「じゃ、お言葉に甘あまえて」

　鈴雄は栗華の隣となりに座るとさっそくイカさんウインナーを摘つまみ上げた。

　ちゃんと十本に足を切ってあるところがミソなのだ。

　口に入れるとピリリとしたコショーの香かおり、そしてまったりと舌したの上でとろけるような旨うま味み、うすくつけられた塩味も絶品だった。

「ブラボー！」

　鈴雄はブラボーお兄さんになった。

「こんなに立りつ派ぱなお弁当が作れるなんて、栗華さんはきっといいお嫁ヨメさんになれるよ」

「それは、無む理りなんです」

　栗くり華かは目を伏ふせると少し悲しげに言った。

「私は普通じゃないですから」

　栗華は確かに普通じゃないコンテストで優勝できるくらい普通じゃなかった。

　根本的に人間じゃないのだ。

　でも鈴すず雄おがそんなことを知るわけがない。

「大丈夫だよ。今の時代、女の子は一風変わってる方がもてるんだから。栗華さんならきっといいお嫁ヨメさんになれるよ」

「本当にそう思っていただけますか？」

「ああ」

「ありがとうございます。鈴雄さん」

　栗華は鈴雄の手を握にぎった。

　中身は宇宙科学の粋すいを集めて造り出されたからくり人形だが、外がい見けんや感かん触しよくで判断するのは不可能だった。

　柔やわらかな手の感触に鈴雄は真っ赤になった。

　思えばこんな光景を昔から夢見ていたのかもしれない。

　鈴雄は本日初めてときめいた。

「コ───チ！！！」

　ときめきは瑠る璃りが思い切り引っ張った耳の痛みで吹っ飛んだ。

「いたたたた」

「観覧車に乗ろ！　コーチ！」

　瑠璃は敵意剝むき出しで栗華を見た。

　同姓の瑠璃から見てもかわいらしい女性だ。

「負けないから！」

　瑠璃は一方的な宣せん戦せん布ふ告こくをすると鈴雄を引っ張って観覧車へと向かった。

「何を負けないのでしようか？」

　栗華は一人、首を傾かしげた。




「お、あいつら観覧車乗るのか。まだ時間あるし。俺おれらも乗るか」

「うん！」

　タンポポの元気な返事で、二人は走った。

　鈴雄と瑠璃の次のボックスへと飛び込む。

「観覧車ってのも久しぶりだな」

「そうだね」

　しばし外の光景を見ていた二人だが、すぐに飽あきた。

　活動的な二人なのだ。

　活動的な二人は狭せまいボックス内を動き回り、左右に揺らして喜んだ。

　正しい観覧車の楽しみ方を知らない二人だった。




「瑠る璃りちゃん。土曜の夜七時からやってる健康的お嬢じよう様さま仮か面めんオジョーサマダーって見てる？」

「うん」

「あれけっこう面白いよな。とくに毎回出てくる怪人が馬ば鹿からしくて。怪人落書き男とか、怪人スカートめくり男とか」

「ねぇ、コーチ」

　瑠璃は鈴すず雄おの目を見み据すえて言った。

「こんなところでアニメの話は止めようよ」

「そうか、でも他ほかに共通な話題っていうと」

「もっとこうムードに合った話をしようよ」

「ムードに合った話か」

　鈴雄はしばし考えた。

「昔、観覧車に閉じ込められて一晩過ごしてしまった間抜けな少年が」

「もう！　そんなんじゃなくて」

　瑠璃は鈴雄の隣となりに来ると手を回した。

「あの、コーチ。瑠璃ね。何度も言うようだけど」

　ガッチャリ。

　不ふ意いにそんな音が響いた。

　異い変へんにはすぐに気がついた。景色が変わらなくなったのだ。

　鈴雄は外を見渡し、観覧車が動いていないのを確認する。

　うんともかんともすんとも言わない。

「止まっちゃったみたい」

　鈴雄はポツリと呟つぶやいた。

「あの時と同じだ」

「よっしゃぁぁぁぁ！」

　瑠璃は思わずガッツポーズを決めた。




　そこから四つばかし離れたところのボックスの中。

「何か止まっちまったようだぜ」

「よっしやぁ！」

　淳あつ彦ひこが思わずガッツポーズを決めて、竜りゆう哉やにボコボコにされていた。

「何喜んでるんだよ！」

「耐えるのも愛」




　そこから二つばかし離れたボックスの中で、久く美み子こちゃんは不ふ機き嫌げんそうにわめいた。

「どうして止まっちゃうのよ！　これじゃ集合時間に間に合わないじゃない」

　生徒会長として集合時間に遅ち刻こくするのは耐えられないことだった。




「あれ、動かねえな」

「本当だね」

「なるほど、これがいわゆる不ふ慮りよのハプニングって奴やつだな」

　朝あさ香かとタンポポは顔を見合わせてニッと笑った。

　そして異い口く同音に言った。

「面白くなりそう」




「あら、あら、まあまあ」

　八人の集団の中でただ一人、観覧車に乗らなかった人物、栗くり華かは芝しば生ふに腰を下ろしながら止まった観覧車を見上げた。

「大変ですわ。止まってしまいましたのね」

　大して大変でもなさそうに栗華は首しゆ尾び一貫して変わらないのんぽり語で呟つぶやいた。

「誰だれか修理できる方かたを呼ばないと……。ついでにお買い物もお願いしちゃいましょう」













　第三章　ドクター・マロンフラワーのお使い
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　静止した観覧車内部では、挑ちよう戦せん、不幸、退たい屈くつ、焦しよう燥そう、我が慢まんの二字熟語が渦うず巻いていた。

　最高部から少し高度が落ちるが、それでも落ちたら死あるのみな高さのボックスの中には幸福と不幸が共存していた。

「竜りゆう哉やぁ。ボク恐こわいぃぃ」

　これ幸いにと果か敢かんにタックルする淳あつ彦ひこ。

「しつこい！」

　その都つ度どサッカーで鍛きたえられた蹴けりで反撃されるが、恋する男のタフさは折り紙つきなのだ。

　倒されても倒されても起き上がりこぼしのように起き上がる。

「竜哉ぁ」

「寄るな馬ば鹿か！　半径一メートル以内に近寄るな！」

「だってこんなに狭せまい場所なんだから離れたくても離れられないんだもぉぉん」

　禁きん断だんの恋に果敢に挑戦する少年、熊くま谷がい淳彦。

　蹴られても殴なぐられても、彼は挑戦を続けた。

　禁断の恋に一方的に挑戦される不幸な少年、荒あら木き竜哉。

　必死にまとわりついてくる淳彦にサッカーで鍛えた蹴りをくらわせてなんとか時間を稼かせいではいるが。

　どうしてこいつはこんなにすぐに復活できるのだろうか？

　幼稚園の頃ころから疑問だったがここにきて改めて不思議に思う。

　ゴールキーパー殺しの昇のぼり竜りゆうと呼ばれる殺人シュートを繰り出すことで恐おそれられている黄おう金ごんの左足だ。何な故ぜその一撃をくらってもこいつはすぐに復活してくるのだろうか？

　まるでゾンビじゃね～か。

　竜哉は先日夜よ更ふかしして見た映画を思い出して背筋を寒くした。

　でも個人的には禁断の愛に挑戦する幼なじみとこの狭いボックスにいるよりは、ゾンビや、エイリアンと同席する方が何倍も気分が楽だと思った。

「竜哉ぁ」

「来るな！」

　黄金の左足を振りながら彼が味わっている感情、それは不幸以外の何物でもなかった。




　そのボックスから二つ上のボックスには、焦しよう燥そうが一杯に詰まっていた。

「あぁぁぁ、一時を回っちゃったぁぁ」

　久く美み子こちゃんは時計を見ると大げさにわめいた。

「集合時間は一時なのに」

　もし、栗くり華か以外の人物全すべてがこの観覧車に乗り合わせていることを知れば、久美子ちゃんの焦燥感も少しは和やわらいだろう。

　だが久美子ちゃんはそれを知らない。もし窓から別のボックスをよく見れば、見慣れた数人の顔が見れたかもしれないが、焦燥感に体を支配されて、内側から開く鍵かぎとロープがあれば冗じよう談だんぬきでここから下りる！　って意気込みの彼女にそこまでの余よ裕ゆうは残念ながらなかった。

「遅ち刻こくだわ。私の曇くもりない経歴に傷がついちゃう。中なか空そら町まち第一小学校の生徒会長は時間にルーズだって後ろ指差される。しかももし、あの三年生達（瑠る璃りとタンポポと竜りゆう哉やと淳あつ彦ひこのこと）がこのことを学校で言いふらしたら、私のポストを狙ねらっている児童党が黙だまってないわ。生徒会長不信任案が可決されたら、異い例れいの中間選挙になってしまう」

　最近の生徒会は政界と同じでいろいろあるのである。

「あぁ、ドッコイダー様！　久美子を助けて！」

　久美子ちゃんは両手を組み合わせるといずこかにいるドッコイダーに向けて祈りを捧ささげた。




「退たい屈くつだな」

「退屈だね」

　活動的な二人のお嬢じよう様さま、朝あさ香かとタンポポ。

　言うまでもなく、二人は退屈だった。

　暴あばれ回ってボックスを揺らすという行為にも飽あきてしまった。

「仕方ない。しりとりでもするか」

「そうだね」

　単純だが歴史は古代中国まで遡さかのぼるという言葉遊びを二人は始めた。

「じゃあ俺おれから行くぞ。たいくつ」

「つくし」

「しおから」

「らっぱ」

「パチンコ」

「コスモス」

「するめいか」

「かいじゅう」

「次は・う・か。う…う…う…ウサギ！」

　そこで朝あさ香かは何かを思い出したかのように顔をしかめ舌した打うちした。

「いけね、ハナ一ハジメに餌えさやってくるの忘れた」

「え～～～、大丈夫。ハナちゃんお腹ナカすいて死んじゃわないかなぁ？」

「なんとかなるだろ。戸と棚だなの中にゃ確かカップラーメンがあったはずだし。千円札は渡しておいたからいざとなったらハンバーガーでも食べに行けばいい」

　タンポポは朝香の飼かっているちょっと変わったウサギを思い浮かべた。

　そいつが鍋なべでラーメンを作ってる姿はちょっと想像つかなかった。

　ましてや千円札くわえて駅前のマクドナルドに行く光景も思い浮かべにくい。

「さ、続きをやろうぜ、え～～と、どっちからだっけ？」

「え～～と、次アタシの番だったけど、朝香お姉ちゃん。最後に何て言った？」

「え～～～とな」

　朝香は沈ちん思しした。

「もう一回最初からやるか？」

「そうだね」

　二人のしりとりタイムがまた始まった。

「たいくつ」

「つくし」

「しおから」

「らっぱ」

「パチンコ」

　以下延えん々えんと続く。




　さて、続いて最高ポイントでストップしてるボックス。

「コーチ。恐こわいぃぃぃぃ」

　瑠る璃りは鈴すず雄おの右手に体を押しつけた。

「ね、恐いからずっとこうしてていい？」

「え、何？」

「聞いてるの？」

「ごめん。ちょっと幼い頃ころのいやな思い出がね。で何て言ったの？」

「ずっとこうしてていい？　って訊きいたの」

「どうぞ」

「嬉うれしい！」

　了りよう解かいを得た瑠璃はさらに力を込めた。

　彼女は間違いなくこの状況に幸福を感じていた。

　そして鈴すず雄お。

　瑠る璃りに密みつ着ちやくされてはいるが、まぁ相手が相手だから別にドキドキもしない。

　それに現在は少々特別な状況下に彼はいた。

　ときめいていられない状況下なのだ。

　彼に当てはまる二字熟語は我が慢まんと後こう悔かいだった。

「う～～～む」

　鈴雄は、ちょっとだけ険けわしい表情で唇くちびるを嚙かみ締めた。

　トイレ、行っておけばよかったな。

　心中で後悔した。

　膀ぼう胱こうタンクの限界リミットまであとわずかだった。

「鈴雄クンちょっとピ～～～ンチ」

　鈴雄は強こわばった笑顔でおどけるように言った。
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「おい、栗くり華か」

　芝しば生ふにチョコンと腰を下ろしていた栗華は呼びかけられた声に反応して首を上げた。

「お祖じ父い様さま」

　両手に買い物籠かごをぶら下げた栗くり三さぶ郎ろうが立っていた。

　栗くり之の花はな栗三郎、コスモス荘一号室に孫娘栗之花栗華と生せい息そくする老人である。

　現在は鈴雄と朝あさ香かの通う、鳴なる柿がき児童学専門学校にて幼児教育学の講師をやっている年齢不ふ詳しようの老人である。

　しかし、その正しよう体たいは、宇宙中のゲームセンターを荒らし回った超Ａ級宇宙犯罪人、ドクター・マロンフラワーなのだ。

　趣味・破壊兵器作り、特技・破壊兵器作り、仕事・破壊兵器作りと人生を楽しんでいる老人である。

「言われた通りの品物を買ってきたぞ」

「ありがとうございます。早かったですね」

「ああ、この間改造したスーパースクーターに乗ってきた。ナビゲーションシステム搭とう載さいだから道に迷まよう心配もない。時速二百キロですっ飛ばして来た。途中何度か地球警察に追いかけられたが、あいつらに捕まるようなワシではないわ！」

　栗三郎はかはははと哄こう笑しようすると膨ふくれ上がったビニール袋を置いた。

「さて、それじゃ調べてみるかの。どっか歯車でも壊れたか？」

　胸ポケットからスパナやらペンチやらをひっぱり出す。

「さ、背中開いてみろ？」

「どうしてですか？」

「どうしてって、そうしなきゃ歯車が見えないだろ」

「だからどうして私の歯車を見なくちゃいけないのですか？」

「故障して動かないと電話をかけてきたからワシはここまでやって来たのだぞ」

　スパナ片手に顔を上げた栗くり三さぶ郎ろうは、老ろう眼がん鏡きようの中の目をぱちくりさせた。

　栗くり華かが立ち上がり、ビニール袋を持ち上げていたからだ。

　なんでや？　って状況だ。

「栗華、お前動いてるではないか」

「ええ、まだ巻きバネはしっかりと残っていますもの」

「修理して欲しいと言ったから、ワシは来たのだぞ。まあ、ついでに買い物も頼まれたが」

「ええ、故障して動かなくなっちゃったんです」

　栗華によって指差された観覧車に栗三郎は視線を向けた。

　確かに観覧車は止まっていた。故障なのだろう。中の連中は気きの毒どくだ。

　栗三郎は栗華に視線を戻し、しげしげと栗華を見つめてから尋たずねた。

「まさかワシにあれを修理しろと言うのか」

「お祖じ父い様さまなら簡単でしょ」

　にこやかに微笑ほほえむ栗華だったが、栗三郎は奥歯で青虫をかみ潰つぶしていた。

「お前は、この宇宙一の科学者、ドクター・マロンフラワーにあんなオモチャの修理をさせるつもりなのか」

「駄だ目めですか？」

「当たり前だ！　何が悲しくてオモチャの修理なんぞをせなあかんのじゃ。ワシは帰るぞ」

　白い髪かみを振り乱して帰る栗三郎の背中に栗華はペコリと頭を下げた。

「失礼しました。星が違えばその機械技術も別ものですものね。いくらお祖父様だってそんなに簡単にはいきませんものね」

　ピタリ。

　栗三郎が足を止めた。

「そんなに簡単にはいきませんものね…うじゃと」

　白はく髪はつが爆発した。

「ふざけたことを抜かすな！　こんな星のからくりごとき、わしの頭脳があれば簡単にどうこうできる！」

　栗三郎の矛ほこ先さきは観覧車の制御ボックスへと向けられる。

「おかしなお祖父様。どうして急にやる気になったんでしょう」

　栗華はひとしきり悩んだが答えは出てこなかった。

　だから悩むのは止めにした。

「さて」

　栗くり華かはビニール袋を見下ろした。中にはウインナーとか卵とか鳥肉などなど山ほどのお弁当材料が詰まっている。

「問題はどこで調理するかという点ですわね」

　辺あたりを見渡した栗華の眼球レンズにハンバーガーショップが映った。

「あそこを貸していただきましょう。フライも出来ますし鉄板だってありますわ」

　栗華はビニール袋をぶら下げてハンバーガーショップへと向かった。

　もちろん普通ならばいきなり厨ちゆう房ぼうを使わせてくれと言ってもおいそれと了りよう解かいしてくれるものではない。

　しかし店のご主人は快く栗華の説せつ得とくに応じてくれた。

「さて…………始めますわ」

　エプロンをつけた栗華は調理を始めた。

　その足下では、栗華の説得に心を動かしてくれたご主人が、体からプスプス煙をあげて倒れていた。

　栗華の説得は体内に埋め込まれた特殊ダイナモを高速回転させ、スタンガン並みの電撃を発生させるとっても強きよう烈れつで見た目にも鮮あざやかな痺しびれる説得なのだ。




「まだ修理できないのか？」

　観覧車制御室では、渡わたりさんが焦あせりの交じった声を上げていた。

　技術者が必死に機械と格かく闘とうしているが、作業が難なん航こうしている模も様ようだった。

「早くしてくれ。このままじゃ十五年前のあの時と同じになってしまう」

　渡さんは表情を険けわしくした。

「そう十五年前」

　渡さんは語り始めた。

「あの頃ころ、俺おれは静しず岡おかのグリーンお茶お茶ランドで働いていた。まだケツの青いガキだった。十分な知識も技術もないのに、いっぱしの観覧車マスターを名乗ってた頃だった。だがいきがっていたツケは現れた。俺のちょっとしたミスから、観覧車の中に一人の子供を置き去りにしてしまったんだ。朝出勤した俺は、空から降ってくるその子の涙で全すべてを悟さとった。俺は自分を恥はじた。そしてなんとか一人前の観覧車マスターとなってこの遊園地に来た。しかし今、それと同じようなことが起きようとしている。へへ、笑ってくれよ」

　誰だれも笑ってくれなかった、って言うか聞いてなかった。

　無視された渡さんは壁かべにのの字を書いた。

　そんな状況の中、制御室にのっそりと入ってくる老人がいた。

「困ります。関係者以外立入禁止です」

　制止にかまわず室内に入った老人はポケットから取り出した小さなカプセルを床ゆかに投げ落とした。

　ピカァァァァァォォォン

　強きよう烈れつな光が一いつ瞬しゆん視し界かいを遮さえぎる、その後には目をナルトにして倒れる三人の従業員。

「これで静かになった」

　老人、栗くり之の花はな栗くり三さぶ郎ろうは満足げに頷うなずくと眼鏡めがねに触ふれた。

　眼鏡はサイバーパンクなゴーグルへと変化する。

　ジーコジーコとレンズが伸び縮みするゴーグル、霊れい視しはできないけどその他ほかは大たい抵てい見える優すぐれものなのだ。

「さて」

　栗三郎は制御装置を前に恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「スリル溢あふれる素す晴ばらしいマシ～～～ンに改造してやるからな」

　この時、老人の頭から修理という単語は見事に消滅していた。




　　　　　３




「さてと、こんなところですわね」

　栗くり華かは満足げに目の前に並べられた料理を見下ろした。

　電子頭脳で計算する。育ち盛りの子供がいることを考こう慮りよしても十分の量のはずだ。

　栗華は料理をハンバーガーショップから御好意で戴いただいた入れ物につめると風ふ呂ろ敷しきで包んだ。

「それでは、どうもありがとうございました」

　まだピクピクと痺しびれる店主に深く誠心誠意を込めてお辞じ儀ぎすると、栗華は店を出た。

「これでいつ鈴すず雄おさん達が来ても、大丈夫ですわ」

　観覧車を見上げる。動いている気け配はいはない。

「お祖じ父い様さま。まだ修理していないんでしょうか」

　栗華はスタスタと観覧車制御室へと足を向けた。

「お祖父様？」

　栗三郎は徹底的に破壊しつくした電子機器の中、スパナを振るっていた。

「お弁当の用意もできましたし、そろそろ動かしていただけませんか？」

「ま、そう急ぐな。ここの配線をチョウチョ結びにしてだな。こっちの機械はワシが無限チェーンナップと、プラグラムは全部書き替えてと」

　栗三郎は相変わらず破壊活動らしきことを続けた。

「最後にここをきつく縛しばって、蓋ふたを閉めれば完成だ！」

　奇き跡せき的てきに一瞬でもとのコントロールパネルに戻る。

「どうじゃ」

「さすがでございますわ。お祖じ父い様さま」

　栗くり華かは料理をその場に置くとパチパチと拍はく手しゆをした。

「当たり前だ。このワシにかかればこの程度のからくりの改造などお手のものじゃ」

　栗華は拍手を止めると首を傾かしげた。

「改造？　修理の間違いでは？」

　不幸なことに間違いではなかった。

「それじゃスイッチを入れるぞ」

　栗くり三さぶ郎ろうは恍こう惚こつとした表情でスイッチに指を当てる。

「名付けて、夏を先取る地じ獄ごく大観覧車絶ぜつ叫きよう三さん途ずの川バージョンじゃ！」

　スイッチが入れられた。

　悲劇は起こった。




「お、やっと動き出したか」

「よかったぁ」

　朝あさ香かとタンポポは動き出した視し界かいに喜んだ。しりとりに飽あきて、クイズ大会を始めそれにも飽きて、いせせ、指隠かくし５ゲーム、おちゃらか、思いつく限りの気き晴ばらしをして最終的には目隠し鬼おにごっこをやっていたのだ。

　狭せまい空間での目隠し鬼ごっこは、その前にやっただるまさんころんだよりも張り合いのないものだった。

　それでもその一つ前にやった隠れんぼよりは何倍もマシだった。

「これでシャバに出れる」

　朝香は火曜サスペンス、『女囚解放の涙』に出てきそうな台詞せりふを口にした。




「やっと動き出したか」

　ゾンビと戦い続ける竜りゆう哉やが安あん堵どの息を吐はき出した。

「竜哉ぁあ。僕恐こわいぃぃぃぃ」

「お前の方が恐いんだよ！」

　竜哉はさらに強きよう烈れつな一撃をゾンビに加えてから思った。

　俺おれは、ラクーンシティーでサッカーボール一つで放り出されても生き残れるかもしれん。




「動き出したのはいいけど。もう完全に遅ち刻こくだわ」

　久く美み子こちゃんは悲しみの吐と息いきを漏もらした。

「あの三年生四人の口は塞ふさいでおかないといけないわ。多少汚きたない手テを使っても」

　久く美み子こちゃんは大統領の企たくらみをした。

「お好み給食の日は三年三組の意見の献立メニユーを優先しましょう」

　久美子ちゃんが考えられる最高の汚きたない手テだった。




「動き出しちゃった」

　瑠る璃りはため息の交じった息を吐はき出した。できることならハルマゲドンがやってくるまでこのままでもよかったのに。

「やっと動き出したか」

　鈴すず雄おは先ほどより少しばかし苦しくなった表情に無む理り矢や理り笑みを浮かべた。

「臨りん界かい点てんギリギリだったからな。正直危なかった」

　ここは少しでも早く観覧車が回転してくれることを祈るところだった。

　鈴雄の願いを神が聞き届けたのか、外の光景の動きが先ほどよりも早いような気がした。

「気のせいかな。スピードが早いような気がする」

「瑠璃もそう思う」

　それは気のせいではなかった。

　ラッキ───！　と一いつ瞬しゆん心でガッツポーズを決めた鈴雄だったが、それが大きな間違いであることにすぐに気がつく。

　どんどんどんどん加速する観覧車、まるでジェットコースターに乗っているような感かん触しよくを覚えた。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　絶ぜつ叫きよう系得とく意いじゃない二人はおなじみの叫び声を上げた。




「現在、回転速度三百キロを超えました」

　瞳ひとみに内蔵された速度計測機を使って速度を判断した栗くり華かが淡たん々たんとした口調でそう告げた。

「どうだ。ワシにかかればこの通りだ」

　絶対観覧車じゃねぇって回転をする観覧車を栗くり三さぶ郎ろうは満足げに見上げた。

「さらにこのレバーを上げれば、加速がつく。計算では音速を超えるはずじゃ。それじゃいってみようかの」

　栗三郎は取っ手形のレバーに手をかけた。

「無限の彼方かなたへ」

「接続が保もちますか？」

　栗華の呟つぶやきで、栗三郎は動かそうとしていた手を止めた。

「お、すっかり忘れておった。そうか、マッハで動かすには鉄骨の補強をしなきゃならなかったんじゃな」

　栗くり華かの一言がなかったら、観覧車の人々は間違いなく全滅していただろう。四方にボックスごと弾はじき飛ばされて。

「仕方ない。最低速度で我が慢まんするか」

「これが最低速度なのでございますか？」

「ああ、そうじゃ」

「現在三百二十六キロでございますよ」

「最低でもそれぐらいはないとスリルが出んじゃろ」

「しかしこれでは、乗り降りができません」

「乗る奴やつら全員の体に加速装置を埋め込めば簡単じゃ」

「では、加速装置のついていない今乗っている人達はどうやって降りるのですか？」

　栗くり三さぶ郎ろうはしばし考えた。

「どうやって降りるんじゃろうな」

　お前が言うなお前が！

「減速はできませんか？」

「原則として減速はできん！」

　冷たい空気が流れた。

「チクショー！　ギャグの分からないからくり人形め。今度電子頭脳を作る時は初期教育にコメディー百年集を詰め込んでやる！」

「すみません。で、質問に戻ります。減速できないならどうやって」

「速度を少し落とした第二の観覧車を併へい設せつしてそこへ乗り移らせる。速度差が些さ細さいなものであれば乗り移るのになんら支障はないじゃろう」

「その第二の観覧車からは」

「しれたことだ。第二の観覧車より少し速度を落とした第三の観覧車を併設すればいいのだ」

「第三の観覧車に乗り降りするには第四の観覧車でございますね」

「その通りだ。計算では百二十三個の観覧車ができれば地上からの乗り降りが可能となる。中の連中も外へ出られるということだ」

「しかし問題がありますね」

「うむ、遠心力の中、隣となりの観覧車へ乗り移れるだけの力が出るかという点だ」

「それとそんなにたくさんの観覧車を作っている間に中の人は目を回してしまいますわ」

　科学者とその作品、一人と一体はしばし考え込んだ。

「ここ数百年内で最大の難問じゃな」

　ひたすら悩んでいる栗三郎の足下で、昏こん倒とうしていた渡わたりさんがむっくりと起き上がった。

「観覧車、観覧車」

　うわ言のように呟つぶやきながら窓から見える光景に目を向ける。

「よかった。動き出したのか………」

　人じん知ちを超えた速度で回転する観覧車に気がついた渡わたりさんはまた昏こん倒とうした。

「なんてこった。あれなら止まっている方がマシだ」

　その叫びを残して。

「そうじゃ！」

　栗くり三さぶ郎ろうはポンと手を打った。

「よく考えれば止めればいいんじゃ。それなら下に来ている奴やつらは下りられる」

「さすが、マスター。素す晴ばらしい考えですわ」

「何、宇宙一の頭脳を持つワシとしてはごく当たり前のことじゃ」

　幼稚園児でも考えつきそうなことに二人は拍はく手しゆした。

「それじゃ止めるぞ」

「はい。お願いします」

　栗三郎はボタンに手を伸ばした。

「うまく鈴すず雄おさん達が下に来た時に止まってくれればいいんですけど」

　まさにルーレット状態だった。

　一回目は失敗した。

「何、次がある」

　開始用のレバーを引く、観覧車が人知を超えた速度で回転し始める。

　動体視力の全すべてを費ついやして停止ボタンを押した。二回目も失敗した。

「三度目の正直だ！」

「二度あることは三度あるともいいますね」

「余よ計けいなことを言うな！　気分が乱れる」

　栗くり華かが余計なこと言ったせいかは定かではないが失敗した。

　四度目も駄だ目めだった。

　五度目も右に同じだった。

「う～～～む。ワシは一つ教訓を覚えた」

　六度目も失敗した栗三郎は人生を悟さとったような口調で言った。

「ワシはラスベガスへ行っても大金持ちにはなれん」

「同感ですわ。お祖じ父い様さま」

「現在の状況はどうじゃ？」

「大部分の方は降りられました。しかし偶ぐう然ぜんと言いますか世の中の摂せつ理りと言いますか鈴雄様達御一行様総勢七名だけはまだ取り残されてます」

「彼らの場所は」

「頂点です」

「運のない奴やつらじゃ」

　栗くり三さぶ郎ろうは再度レバーに手をかけた。

「七でラッキーセブン。これで決まりじゃ！」

「七転ころび八起き」

「お前は黙だまっていろ！」

　栗三郎が回転レバーに手をかけた、その時！　彼の目が大きく開かれた。

「なんてこったい！」

　栗三郎はレバーから手を話すと窓に顔を張り付かせた。

「あいつらがここにいたなんて」

　栗三郎は特殊老ろう眼がん鏡きようをジーコジーコ言わせて伸ばしつつ刻みつけるように呟つぶやいた。

「どうかなさいましたか？」

　栗三郎の視線を計算して視線を向ける。

　観覧車から少し離れた場所で見上げる者が二人。

「大変だね。さっきから」

「でもすごい故障だね」

「午後のショーって予定通りやるのかな？」

「やって欲しいわ。午前中のってロッカーに閉じ込められてて出演してないんですもの」

「でも、君出てたよ」

「あれは私じゃないわ」

　栗くり華かの高性能の耳が二人の会話を傍ぼう受じゆする。

「これが運命という奴だな」

　栗三郎は口の奥で無ぶ気き味みな笑いを響かせた。

「ここでにっくきネルロイドガールと、おまけのドッコイダーに出会うとは」

「お祖じ父い様さま。あれは本物ではございませ」

「栗華！　すぐに戦闘準備じゃ！」

「ですからあれはショーの出演者」

「ふふ、前回の屈くつ辱じよく、失われたブーツの恨うらみ、思い知らせてやる」

　栗華の話なんぞ、栗三郎は聞いていなかった。

　彼の脳のう味み噌そはネルロイドガールの正しよう体たいを公衆の面前でさらけだして勝利を宣言する自分の姿しかうつってなかった。

　やっぱりドッコイダーは無視されていた。

「すぐに新型起動兵器を呼び出す。準備するんじゃ！　戦闘モードじゃ！　クリーカ０Ｃ５型」

　栗三郎、いやドクター・マロンフラワーの口から正式な命令が下った。

　こうなっては拒こばむことは不可能。

「後で後こう悔かいなさいますよ」

　栗くり華か、いや究きゆう極きよく汎はん用ようからくり人形、クリーカ０Ｃ５型は目を閉じコスモス荘地下秘密格かく納のう庫こへと電波を送った。




　コスモス荘地下秘密格納庫。その名前の通りコスモス荘の地下に作られたドクター・マロンフラワー専用の秘密格納庫である。説明いらんな。

　ブイィィィィィィィィィィィン

　誰だれもいない地下秘密格納庫に電子音が走った、沈ちん黙もくしていた機械類が動き出す。

　だが、中央に擱かく座ざしていたメカは微び動どうだにしない。メインコンピユーターが内蔵されていないのだ。

　そしてメインコンピューターこそ、クリーカ０Ｃ５型なのである。

　四方八方から沈黙する起動兵器に虹にじ色いろの光が照射される。物質転換粒りゆう子しを吹きつけているのだ。好きな座標へ空間転てん移いさせることができる。

　やがて物質転換粒子が吹きつけられたメカはきらきらと鏡を反射させるような光を発する。

　ぴゅるるるるるる………シュッポォォォォォォォォォォォォォォォォン！

　なんて意味不明な音をたてて爆発するかのような閃せん光こうを発したメカは、次の瞬しゆん間かんには完全に格納庫から消えていた。




　ノンビリ噴ふん水すい前に突とつ如じよとして閃光が走った、目もくらむような閃光だった。

　人々が思わず目をふさぐ、やがてその目を開いた時には、すでにそこにそいつはいた。

　巨大なカマキリ形のメカだった。

「ほーっほっほっほっほ」

　閃光の中、メカと一いつ緒しよに送られて来た毎度お馴な染じみに浮かぶ円盤に乗ったマロンフラワーはお決まりの笑いを響かせた。

　服装もマッドサイエンティンストチックな白はく衣いへと変化している。

「クリーカ０Ｃ５型！　運動神経の接続は終わったか？」

『はい。マスター』

　カマキリメカからくぐもった声が響いた。

「よし、それではネルロイドガールに勝負を挑いどむ。行くぞ！　カマキリーン！」

　カマキリメカは大きく鎌かまを振り上げるとがしゃがしゃと歩き出した。




「あかん。振り回された衝しよう撃げきで臨りん界かい点てんを…………」

　鈴すず雄おは真まっ青さおな顔だった。もう笑みすら浮かばない。

「鈴すず雄おクン超特大ピ～～～ンチ！！！」

　おどけてはみるが表情が真しん剣けんなだけに無ぶ気き味みだった。

　どうすればいいのだ？

　鈴雄はせわしなく辺あたりを見渡した。入り口脇わきの小さな窓に目を写す、拳こぶし三つ分しか開かないが、あれを出してあれするには十分な大きさだ。

　屈くつ辱じよくだ。一生のトラウマになるかもしれない。

　しかし、ここでウォータープレイするよりは何倍もいい。

　かといって小学三年生の面前でやるわけにもいかない。

　それだけはやっちゃいけない。

「瑠る璃りちゃん」

　鈴雄は瑠璃の肩をがっしりと摑つかむと目メ茶チヤ苦ク茶チヤ真剣な顔で言った。

「目を閉じてくれないか？」

「え？」

　瑠璃が何を期待したかは説明するまでもないだろう。

「僕がいいと言うまで、目を閉じてくれないか」

「………そんな。コーチ。いくらなんでもそれ早すぎるわ」

　なんてもじもじしていたが、やがて少女から大人おとなになる決心を固めたのか瑠璃は目を閉じると唇くちびるを突き出した。
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　もちろん鈴すず雄おがその唇にアテンションするわけがない。

　素す早ばやく窓を開ける。

　冷たい風が吹き込んでくる、もちろんビビルが最初のビをチにするよりはいい。

「屈くつ辱じよく的てきで、情けないが。仕方ない」

　鈴雄は小声でつぶやくとベルトに手をかけた。そして思い出した。小さな頃ころの思い出だ。

　あれは五歳くらいだったろうか。不運にも観覧車に取り残されてしまって一晩を過ごした次の日の朝、我が慢まんできなくなって、こうやって窓からおしっこしたのは。

　実家の静しず岡おかにある、グリーンお茶お茶ランドだったような気がする。

　どうか、下に人がいませんように。

　鈴雄は心中で祈りつつ下を見下ろした。

　そして口をあんぐり明けた。

　眼下に人はいなかった。人はいなかったが巨大なカマキリがいた。

「カマキリ……」

　あんな昆虫型のメカを使う奴やつは奴しかいない。

「ドクター・マロンフラワー」

　鈴雄は、一いつ瞬しゆんおしっこしたいのも忘れて扉ドアに体を押しつけてガラス窓から下を見た。

　何か活動を始めたようだが、今の状況下で変身して戦うわけにはいかない。

　そうしたら瑠る璃りに正しよう体たいがばれてしまうし、それに水風船が破は裂れつしそうな今、戦える自信もない。

　とにかく水風船。

　鈴雄が思し考こうからカマキリを忘れようとした時だった。

　彼は気がついていなかったが、先ほどの回転の最中、外側の鍵かぎが外はずれかけていたのだ。

　鈴雄が扉に寄りかかったことで、微び妙みような均きん衡こうが崩くずれた。

　結論。

　鈴雄は落ちた。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」




「やれぇぇ！　カマキリーン！」

　マロンフラワーの命令が飛んだが、カマキリーンはそれには従わなかった。

　体を大きく方向転換させると、レーザーをオフにした両手で器き用ように落下する鈴雄を挟はさんだ。

　親猫が小猫をくわえるような、絶ぜつ妙みような力加か減げんだった。

『大丈夫でございますか？　鈴雄さん』

「え、ああ」

「こりゃ、何をやっているんだ」

『はい。申し訳ございません』

　カマキリーンは鈴すず雄おを無事に地面まで送り届けると戦闘へと戻っていった。

『お昼はもう少しお待ちください』

　って言葉を残して。

「どうして、マロンフラワーのメカが僕の名前を知ってるんだろ？　それにお昼って」

　疑問を覚えるが、深く考えている余よ裕ゆうはない。なんてったって水が一杯に詰まった風船が今にも破は裂れつしそうなのだから。

　鈴雄は目についたトイレへと飛び込んだ。

　挿入曲、ヴィヴァルディ『四季』より「春」




「さっさとその二人を始し末まつしろ」

『はい』

　カマキリーンの両手から黄こ金がね色いろに輝く光の刃やいばが現れる。

「ふふ、心配するな。お約束にも人体には無害のレーザー鎌かまじゃ。お前らのパワードスーツだけを切り刻む」

　追いつめられたドッコイダーとネルロイドガールは手を取り合ってガタガタと震ふるえた。

「やれ！」

『はい。マスター！』

　シュパパパパパパ。

　黄金の刃が二人を幾いく度どとなく通過した。

　カマカマアタックが炸さく裂れつした。

　男女は一いつ瞬しゆんで素すっ裸ぱだかになった。

　いや～～～んになった。

「なーっはっはっはっは。武士の情けじゃ」

　マロンフラワーは水着を投げつけた。

「皆の者。見たな。こやつらがネルロイドガール、そしておまけのドッコイダーの正しよう体たいじゃ。よく目に焼き付けておくんじゃぞ」

　犯罪者側の勝利条件は正体を暴ばく露ろすること。つまり勝利は確定したのだ。

「ぬははははは。これで監かん獄ごく惑わく星せいともおさらばじゃ！　また宇宙中を荒らし回れる」

『残念ですがそれは無む理りでございます』

　いい気分に水をさすようにカマキリーンが金属声を響かせた。

『彼らは本物ではありませんから勝利したことにはなりません』

「どういうことじゃ？」

『彼らはこの遊園地で行われたショーの出演者に過ぎません』

　マロンフラワーは啞あ然ぜんとした。

　そう言われれば、ドッコイダーはともかく、ネルロイドガールが何の抵抗もせずに敗北するのはおかしい。

「ショーか、ショーだったのか」

『ショーです』

　カマキリーンはクスリともせずにマロンフラワーのギャグを受け流した。

「何な故ぜこれまで言わなかったのだ！」

『マスターが聞く耳を持ってくださらなかったからです』

　機械的だが断だん固ことしてカマキリーンは言った。

「くぅぅぅぅぅぅ」

　マロンフラワーは円盤の上で地じ団だん太だを踏んだ。

　糠ぬか喜びの後には、脳のう味み噌その血管が打ち切れそうな怒いかりだけが残った。

「ワシは怒おこったぞ。カマキリーン。こうなったら腹いせだ。遊園地を破壊しろ！」

『あまり気は進みませんが命令には逆らえません』

　カマキリーンがレーザー鎌かまを振り上げた瞬しゆん間かんだった、とってもブルーな声が空気を響かせたのは。

「そこまでだ！　ドクター・マロンフラワー！」

　このヒーロー的台詞せりふを平然と叫べる奴やつは、あいつしかいない。

「誰だれじゃ！」

　もう何回も戦ってるから聞く必要もないけどマロンフラワーはついそう叫んでしまう。

　トイレの屋根に立つ、青い影。ブルーな体のナイスガイだ。

「未然に防ごうダム決壊！　止めちゃいけない観覧車。一人の男が必死で耐えた。水風船が揺れていた。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー！　気分爽そう快かい！　スッキリしたぜ！」

　なんだか今回のドッコイダーは言ってることがいつにも増して意味不明だった。




「きゃ───！　ドッコイダー様ぁぁぁぁ！！！」

　目を回していた久く美み子こちゃんはドッコイダーの一言で復活した。




　乗物酔よいに弱い竜りゆう哉やと強い淳あつ彦ひこ、ボックス内部では禁きん断だんの愛が進もうとしていた。

　吐はき気で動けない竜哉はまとわりつく淳彦アタックに対たい処しよしきれない。

　ああ、俺おれはこのまま足を踏み入れてはいけない世界の住人になってしまうのか？

　一ひと雫しずくの涙を流す竜哉の瞳ひとみにドッコイダーが映った。

「ドッコイダーでもネルロイドガールでもなんでもいい。ここから助け出してくれた奴やつに俺おれは」

　竜りゆう哉やは弱々しく拳こぶしを握にぎり締めた。

「忠誠を誓ちかう！」




「大丈夫かな？　一人で」

　タンポポが観覧車の中から心配そうに見下ろしていた。

「やべ～んじゃね～か」

　と朝あさ香か。

　この二人は高速回転する中、キャッキャ喜んでた口だからまだまだ元気だ。

「でも、いつものようにネルロイドガールが来るだろうから一方的にやられることはないと思うけど」

「多分今は無む理りだ」

　朝香は、妙みように断定的に言った。

「不思議とそんな気がするんだ」




「ねえ、コーチ。まだぁ」

　瑠る璃りはまだ目を閉じて唇くちびるを突き出していた。

　彼女は鈴すず雄おが落下したことにすら気がついていなかった。

　恋する乙女おとめは盲もう目もくというが、恋するお子様も盲目なのだ。




　戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされた。

　様々な期待と不安の入り混じった視線を受け、ドッコイダーは勢いよくトイレの屋根を蹴け飛とばした。

　ブルーの体が、二十メートルほど跳躍ジヤンプして、カマキリーンの前へと落下する。

　ズボ。

　ドッコイダーは頭から突っ込んだ。

「お主ぬしな」

　マロンフラワーが呆あきれたような声を上げた。

「敵であるワシがこう言うのも何だが、もう少し学習能力をつけろ」

　多少興きようざめする場面ではあるが、今まさに戦いの火蓋が切って落とされたのだ。

　さぁ、ドッコイダーはドクター・マロンフラワー操あやつるカマキリーンを倒すことができるか？　遊園地に平和を取り戻すことができるのか？

　次回に続く。
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　前回から続いた。

　ズボッ！　と音をたててドッコイダーは埋もれた頭を引き抜いた。

　さりげなく立ち上がるとピッと指をマロンフラワーに向ける。

「勝負だ！　マロンフラワー」

「望むところだ」

　二人は距離二メートルの位置で対たい峙じした。

　集まってきた観客一同、固かた唾ずを飲んでその光景を見守っていた。

　先に動いたのはドッコイダーだった。

「一撃で終わらせてやる！」

　ドッコイダーは暗記している数少ない技わざの中から一つを選び出した。

「メタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬せ戸と内ない海かいタイフーン」

　この技は強きよう烈れつな瀬戸内海の潮風を発生させ、相手を錆さびさせてしまうという恐おそろしい技である。

　メカ相手には非常に有効な技なのだ。

　もちろんそれは、カマキリーンにしてみれば十分に回かい避ひできる距離だったのだろう、しかしそれをしなかった。

　潮風がカマキリーンに吹きつけた。

　潮風の中、カマキリーンは黄昏たそがれた。

「ふっ。こんなに早くも勝負をつけてしまうとは。我ながら自分の強さに感服してしまう」

　なんてかすかな潮風の漂ただよう波は止と場ばにいる気分でニヒルに呟つぶやいてるドッコイダーに黄おう金ごんの刃やいばが迫せまる。

「何な故ぜだぁぁぁぁぁぁ！」

　運と偶ぐう然ぜんと奇き跡せきの三拍びよう子しで避よけたドッコイダーは理り不ふ尽じんに叫ばずにはいられなかった。

「エーデルのゴーレムやヒヤシンスの怪かい人じんならともかく、なんでメカであるそいつにきかないのだぁ！」

「ふっふっふ。そんなに知りたいなら教えてやろう」

　って言うか聞かれるのを待っていた様子でマロンフラワーはにんまりと笑みを浮かべた。

「ついに先日、対メタルインザシーホワイトストーム・ウインドツイスターインザ瀬せ戸と内ない海かいタイフーン用の特殊コーティング剤を開発したのだ」

　マロンフラワーは自信満々に白はく衣いのポケットからぶっとい缶かんを取り出し突きつけた。

「錆さび止どめスプレーＺじゃ！」

「反則だぞ！」

　ドッコイダーはそう叫ばずにはいられなかった。これまで運よく勝ってきたのも、この技わざで相手を錆さびさせることができたからだ。相手が錆びなかったら自分に勝ち目はない。

　株式会社オタンコナス製作、特殊汎はん用ようパワードスーツ、スットコドッコイ。常識を超えたこのパワードスーツにはなんと１０８もの必ひつ殺さつ技わざが内蔵されているのだ。

　しかしそれらの技を発動させるためにはそのためのキーワードとポーズが必要となる。

　ヒーロー生活早くも二カ月、我らがドッコイダーが覚えた技の総数はまだ10にも満たないのだ。

「どうする？　ドッコイダー。素直に降こう伏ふくするか？」

　降伏はしないし、やられるのもまっぴら御ご免めんだ。

「さらばだ。また会おう。この勝負、預けておく」

　ドッコイダーはニヒルにそう告げるとクルリと後ろを向いた。

　もちろん、マロンフラワーが許してくれるはずがなかった。

「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　ドッコイダーは逃げた。

　売店がバラバラになった。

　自動販売機もバラバラになった。

　ドッコイダーが逃げ回るところでは様々な物が切り刻まれた。

「頼むからさっさとやられちまってくれ！」

　なんて叫ぶ遊園地関係者の気持ちも頷うなずけた。

　ドッコイダーはなんとか切り刻まれたアイスクリームショップの瓦が礫れきの後ろへと身を潜ひそめた。

「どこだ？　出てこい！　ドッコイダー」

「くそぉ、このままではどうにもならないではないか」

　ドッコイダーは物もの陰かげからそっとカマキリーンを見た。こちらの姿が発見できないでいるのだろう。小さな首をキョロキョロさせている。

　時折その自じ慢まんの鎌かまを振るっては新たな犠ぎ牲せい建造物を出していた。

　あの鎌は脅きよう威いだ。あの鎌でスパっと切られたらヘルメットなぞ簡単にどうにかされてしまう。そして自分の姿は公衆の面前に。

　もしかしたら、さっさとそうなった方が楽ではないかい？

　ドッコイダーは一いつ瞬しゆんそんなことを考えたが慌あわてて首を横に振った。

　これまでのドッコイダーの戦せん歴れきには目を覆おおいたくなるもんがある。できればツボに詰めて大西洋の真ん中に沈めたい。

　毎回格かつ好こうつけて現れては地面に頭から突っ込み、わーわーぎゃーぎゃー追いかけられて最後はネルロイドガールに助けられる。そ～～ゆ～～～パターンなのだ。お世せ辞じにも格好いいものとは言えない。

　時折、運よく戦いに貢こう献けんしたりもするけど、それもネルロイドガールの功こう績せきに比べたら月とすっぽん、クジラとメダカ。

　熱狂的なファンでない限り気がつかないほど印象はペラペラに薄いのだ。

　つまり、ここで正しよう体たいがばれるというのは、自分はウンコですと公言するようなものなのだ。

　ドッコイダーの頭を不ふ吉きつな想像が飛び交った。

「おい、桜さくら咲ざき、お前ドッコイダーなんだって」

「いつもいつも情けないことしやがって。変身しても情けないな。お前は」

「壊した建物のオーナーが弁べん償しようを求めて来てるぞ」

　謂いわれのない誹ひ謗ぼう中傷を受けていじめられる自分。

　さらに将来、就職においての面接。

「え～～と、君履歴書には書いてないけど、なんでも昔ドッコイダーだったんだって？」

「残念だけど、ドッコイダーやってたような人を雇やとうわけにはいかないな」

「う～～ん、これがネルロイドガールだったらね。こちらも喜んで来てもらうところなんだが」

　なんてことになって、自分は職なしで人々から後ろ指を差されて一生を寂さびしく生きることになるかもしれない。

　ばれそでばれないスリルにドキドキするのは、変身後に自信がある場合のみ。

　変身後に自信がなかったら、世界の果てまで逃げても正体を知られたくないというのが心境だろう。

「しかし、本当にカマキリそっくりだな」

　しげしげとカマキリーンを見つめていたドッコイダーは思い出した。

　幼い頃ころ、故郷静しず岡おかでカマキリを捕まえた時のことを。

　カマキリを捕える時は後ろから首筋を摑つかみ上げるというのが常識なのだ。

　ドッコイダーは可能性を信じて瓦が礫れきから飛び出した。

　カマキリーンが気がつき振り返るよりも早くその背中に飛び乗る。

「なるほど、鎌かまの死し角かくを狙ねらったか」

　マロンフラワーが感心したような声を上空で上げた。

「だが、まだ甘あまい！　やれ！　カマキリーン」

『カママママ！』

　カマキリーンが大きく背中を波打たせた。ぺったりと張り付いていた羽根が開かれそして羽ばたかれる。

　ドッコイダーはお空の彼方かなたへ跳はね飛ばされた。

「カマキリーン。追つい跡せきおカマちゃんだ！」

『カママ』

　さらにカマキリーンは大きく両手を振り上げるとブィィィィィィンって円盤が回るような音をたてて一いつ気きにレーザー鎌かまを放った。

　レーザーの刃やいばがドッコイダーめがけて回転しながら飛んで行く。

　掛け値なしのピンチという奴やつだった。




　ポ～～～～ンと飛ばされたドッコイダーは必死に脳のう味み噌そのシワの溝みぞをほじくり返した。

　確かドッコイダー必ひつ殺さつ技わざ大辞典に短時間だが空を飛ぶ技があったようななかったような。

「え～～～～～と、確か、ドッコイダーハイパーミラクルフライフライ…」

　ぐわしゃ！

　必殺技を唱となえる前にドッコイダーは落下した。

「ちくしょぉぉぉ！　だから技の名前はもっと短くしろと言ったのだ！」

　なんてわめくが、普ふ段だんなら側そばにいるはずのタンポポがいないからどうにも張り合いがない。

　ドッコイダーはむっくりと立ち上がり、自分の落下した地点を見て首を傾かしげた。

「はて」

　二つの線路、鈍にぶく銀色が光っている。これはひょっとしなくてもジェットコースターの線路。んでもってこのゴォォォォォォォォォって聞こえるやな音は。

「まさかそこまで私の運は悪くないだろう」

　ドッコイダーは視線を勾こう配ばいの上ヘピ─────っと動かした。

　ドッコイダーの頭に巨大な汗が現れた。

　だって目の前から一いつ気きにレールを滑すべり下りてくるのは、タマタマランド一の絶ぜつ叫きようマシーン、チビールだったからだ。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

　最前列のお客が叫んだ。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ」

　我らがドッコイダーも同じように叫ぶと踵きびすを返して逃げ出した。

　走るドッコイダー、そして追いかけるチビール。勾配を下り宙ちゆう返がえりをクリアし、追いかけっこはひたすら続いた。

　と、ジェットコースターの音に交じってなんだかやな音が聞こえた。

　ブィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！

　それが自分を追跡してきたレーザー鎌の音で、現在コースターに追われている自分の前方から迫せまってくることに気がついたドッコイダーは声にならない叫び声を上げた。

「ぎやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ドッコイダーは踵きびすを返すと迫ってくるコースターを乗り越えた。

「帽子かぶってる奴やつは全員頭を下げるんだ！」

　ドッコイダーは走りながらチビールの乗客にそう怒ど鳴なった。

　帽子かぶってる乗客は皆頭を下げた。

　レーザー鎌かまが乗客の頭を擦すり抜けて行く。人体に無害の鎌でなかったら今後十年に亘わたって語り継がれる大だい惨さん事じになっていただろう。

　ドッコイダーはレールを走り続けた。さっき通過してきた三回連続回転をクリアして落下地点も通り越える。

「遊園地なんてでぇっきれぇぇぇだぁぁぁぁ！」

　前方に弓状に反そった頂点が見えた。

　エンドなのだ。最後なのだ。最終地点なのだ。

　頭を低くしてやり過ごすという手テもあるが、それは正義のためにも選択できない。人体には無害だが、無生物は何でもスパスパ切っちゃうあの鎌がチビールのレールを切ったら………。

　ドッコイダーのミスでついに死傷者！

　なんて新聞に書かれてしまう。世間の風当たりが今以上に厳きびしくなることは間違いない。

「どりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ドッコイダーはパワーアップした脚力で弓ぞりのレールを上り切ると大きく跳躍ジヤンプした。

　どこに落ちるか分からないが、死ぬことはないだろう。

　ドッコイダーは放物線を描いて落下していった。




　チビールが停止した。

「いやぁぁぁん。ノリくぅぅぅん。黄こ金がね色いろの鎌がマキの頭を貫通した時ものすごぉぉぉぉっく恐こわかったぁ」

　頭からくさったひまわりでも生えているような女が隣となりに座る男の首に齧かじりついた。

「はははは。心配しなくてもいいよ。人体には無害のレーザーみたいなものさ。ほら」

　男が指さした地点には、帽子の頂点部分をすっぱりと切られた長身の男がいた。

「座高が高くて頭がひっこめられなかったんだ。でも頭は切れてないし髪かみの毛だって大丈夫さ」

「でも恐いぃぃぃぃ」

「ドッコイダーの体にはきくんだろうな。なかなか大変だな。奴も」

「ちょっと同情しちゃうね。ノリ君。これからは少しは応援してあげ………」

　マキちゃんは恋人を見上げて絶ぜつ句くした。

「どうしたんだい？」

　不思議そうに尋たずねる男は知らない。自分の頭がアルシンドになってることを。

「ノリ君！　カツラだったのね！」

「え！」

「嫌きらい！」

　男は平ひら手て打うちをくらって昏こん倒とうした。

「何な故ぜだぁぁぁぁ！　何故俺おれの秘密がばれたのだぁ」

　見かねた乗客が一人、手鏡を男に手渡した。

　男は手鏡に映るアルシンドに絶句した。

「本物の髪の毛じゃないから、カツラは切れちゃったんだね」

「頭引っ込めれば良かったのに」

　人々はひそひそと話した。

　アルシンドの手の中で手鏡が割れた。

　アルシンドは叫んだ。

「ドッコイダーの糞クソったれがぁ！」

　アンチドッコイダー派が生まれた瞬しゆん間かんだった。




「ドッコイダーがどこに行こうとも、あのカマからは逃げられない」

　円盤の上でマロンフラワーはしゃがれた笑いを響かせた。

「今いま頃ごろきっとパワードスーツをずたぼろに切り裂かれて」

『マスター』

「ひょひょひょひょひょひょ」

『マスター！』

「ひょひょひょひょひょ」

『マスター!!』

「なんじゃい。人がせっかく悦えつに入っておる時に」

『お取り込み中申し訳ございません。至急お伝えしたいことがございまして』

「何じゃ？」

『南南東五十一度の角度より、ドッコイダーと思われしパワードスーツがこちらに向けて飛んできます』

「飛んで火に入る夏の虫とはこういうことだ。レーザー鎌かまで返かえり討うちにしてやれ」

『できません』

「何な故ぜじゃ」

『鎌はありませんもの』

　カマキリーンは平へい坦たんな声で端たん的てきに答えた。

　そうなのだ、鎌かまはドッコイダーを追いかけているのだ。

「そうじゃったぁぁ」

　マロンフラワーが叫んだのと同時だった。ドッコイダーがカマキリーンめがけて落下してくるのは。

　ドッコイダーは空中でポーズを決めると大きく叫んだ。

「ドッコイダー！　鬼おに殺しダイナマイツボンバーキィィィィィック！」

　めこ！

　ドッコイダーの右足がカマキリーンの頭部にめりこんだ。

　さらに、ドッコイダーを追いかけて来た二つのレーザー鎌が、カマキリーンの脇わきを通過して行った。

　ドサリドサリ。

　カマキリーンの両手が落ちた。

「ＮＯｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！」

　マロンフラワーはこの世の終わり的叫びを発した。

[image: ]




『カママママ』

　カマキリーンが短い腕を駆く使ししてドッコイダーを弾はじき飛ばす。

　ドッコイダーは十メートル離れた場所の観覧車制御室に頭から突っ込んだ。

「いつつ」

　苦痛に耐えつつ頭を持ち上げて見ると、カマキリーンが阿あ波わ踊おどりを踊っていた。

　頭部を破壊され、外部の様子を知る手段がなくなったらしい。しかも危険過ぎる鎌かまもいまはない。

「やった」

　ドッコイダーは自分でも信じられないって口調で呟つぶやいた。

　空中でカマキリーンが見えた時に、必ひつ殺さつキックの技わざ名めいを思い出したのも偶ぐう然ぜんなら、見事に決まったのも偶然、さらに鎌が敵の両腕をたたき落としたのも偶然。

　明らかに偶然と幸運の産物なのに、ドッコイダーはいけしゃあしゃあと言いやがった。

「私の綿めん密みつに計算された連続技の勝利だ」

　後は早いうちにあの阿波踊りを倒せば勝負は決まる。鎌のないカマキリなぞ、角つののないカブトムシと同じで脅きよう威いレベルも魅み力りよくも大幅にダウンしている。

　ドッコイダーは立ち上がろうと脇わきに突き出ていた棒ぼうに手をかけた。と、棒は動いた。

「え？」

　よく見るとその棒はラスベガスのスロットマシーンのようなレバーだった。

　頭にクエスチョンマークを浮かべるドッコイダーの脇で、モーターの回転する音が響いた。

　そのレバーが何であるかは、人じん知ちを超えた速度で回り出す観覧車を一ひと目め見て気がついた。

「いけない。止めなくては」

　焦あせったドッコイダーは立ち上がるとレバーをもとの位置に引っ張り戻した。

　パワードスーツは筋力を大幅に増幅している事実をドッコイダーは忘れていた。

　ポッキリ。

　笑っちゃうほどあっけなくレバーは折れた。

「ＮＯＯＯＯＯＯＯ！」

　ついでに観覧車も止まらなかった。それどころか速度アップすら見える。

「なんとかしなければ、皆乗物酔よいで恐おそろしいことになってしまう」

　それぐらいですめばいいが、下へ手たしたら接続が耐えられなくて崩ほう壊かい、死傷者を出す大事故。

　カマキリーンは止とどめをさしてくださいってばかりにうろうろしてるのに、観覧車をほったらかしにしておいたら大だい惨さん事じになる。

　正義の味方は人命優先なのだ。

　とりあえず、カマキリーンのことは頭の片かた隅すみに置いておいてドッコイダーは狂くるったように回る観覧車へと向かった。

　観覧車を止めるため、勇ゆう敢かんにも回転する一つのボックスにしがみついた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ドッコイダーは観覧車と回ることになった。

　ぐるんぐるんと世界が回る。速度は加速度的にアップだ。なんかミシミシやな音も聞こえるし。

　負けるな！　ドッコイダー！

　耳元で響いているドッコイダーテーマソングはサビのフレーズだった。





♪愛は世界を救わない！

　お金も世界を救わない！

　ドッコイダーが世界を救うのだ！

　負けそうな時、口ずさんでみようよ！

　ドッコイダー！　その名前を！

　負けそうな時、思い出してごらんよ！

　あのブルーのボディー、輝く瞳ひとみ！

　我らがドッコイダー！♪






「そうだ、私はドッコイダーなのだ！」

　ドッコイダーはテーマソングの働きで気分を高ぶらせた。

　高速回転の中、大地に足を突っ張らせると思い切り力を込める。

「ぬおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　コンクリートが削れた、ドッコイダーの足が地面にめり込んだ。それでもドッコイダーは負けなかった。

「ドッコイダー!!」

　今まで呆あきれてことの成り行きを見守っていた観客達だが、ドッコイダーのそのひたむきな態度には心を打たれた。

「いつもただへろへろしてるだけの奴やつだと思ってたけど」

「けっこうがんばるじゃないか」

「よし！　俺おれ達たちも手伝おうぜ！」

「ああ。一人の力は弱くても、皆で集まればなんとかなる」

　観客が一いつ斉せいに観覧車に群むらがった。

　人間の力は弱い、皆で集まってもやっぱ弱かった。

　それでも、観覧車がたてていた唸うなり声も少しずつ弱まっていく。

　やがて、静かになった。

「止まった………………」

　観覧車は、沈ちん黙もくした。うんともすんとも言わない。よく見るとあちらこちらに亀き裂れつが見られる。危ない状況だった。

「大丈夫か？」

　ドッコイダーは自分が摑つかんでいたボックス内部に人がいるのに気がつくと持前の腕力で扉ドアを引ひき千ち切ぎった。

　顔中にキスマークをつけた少年が転ころげ出る、そしてドッコイダーを見上げて叫んだ。

「一生ついていきますぅぅぅぅ」

　ドッコイダーの熱狂的ファンが一人増えた。

　三年さわやか三組、サッカー少年、荒あら木き竜りゆう哉やだった。




「世界がぐるぐる回ってよく見えない。誰だれ、この頭が六つある人は」

　ボックスから救出された久く美み子こちゃんは辺あたりをきょろきょろと見渡した。

　世界がぐるぐる回って視し界かいもままならない久美子ちゃんだが、ドッコイダーを見た途と端たん視神経、ピンポイントでブレンビー全開活動、キャスターを使ったカメラよりも安定度は抜バツ群グンだ。

「ドッコイダー様ぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




　目を閉じたまま瑠る璃りもフラフラと這はい出て来た。

「コーチはどこ？　大丈夫よ。家を出る時に覚かく悟ごは決めていたから。今日は瑠璃が大人おとなになる日なの。あぁ、なんかこうやって待ってるだけでジェットコースターに乗った時みたいに頭がぐるぐるするの。不思議ね」

　観覧車の高速回転にも気がつかずずっと待っていたらしい。しかも今現在も待ち続けているのだ。

　恋する少女の耐久力は並みではないのだ。




「やっと、出れた」

「はぁぁ、さすがに今のはキツかったな」

　さすがに絶ぜつ叫きようマシーン得とく意いな朝あさ香かとタンポポでも今の回転はきいたらしい。

「さて」

「さて」

　大分頭をハッキリさせた二人は異い口く同音に言った。

「俺おれ、トイレ行って来るから」

「アタシ、トイレ行って来るから」

　台詞せりふの棒読みのようだった。

「何だよ。お前はしばらくこの戦いでも見てろよ。滅めつ多たに見られないぞ」

「朝あさ香かお姉ちゃんだって、もう少し我が慢まんしたらどう」

　まるで、一いつ緒しよにトイレに行くのはまずいような口振りだった。

「何か、小こ鈴すず。お前、一人でトイレに行かなくちゃマズイことでもあるのか？」

「朝香お姉ちゃんこそ、トイレで人に言えないようなことでもするの？」

　二人はお互いの顔を見合わせ、同時に言った。

「そんなことないって」




「自己修復にどのくらいかかる？」

『どんなに急いでも十五分はかかります』

　無機質な返事に、マロンフラワーは爪つめを嚙かんだ。

「いつドッコイダーがこちらに向かってくるかもしれんのに」

　ドッコイダーは埋うずもれた足を引き抜いている。その後何をするかは百人に聞かなくても想像できる。

『撤てつ退たい、いたしますか？』

「馬ば鹿かを言うな！　こんな時のためにあれを用意しておいたではないか！」

『あれをやるんですか？』

「ああ」

　マロンフラワーはにんまりと笑って叫んだ。

「まだ実験段階じゃが。なんとかなるじゃろう。カマキリーン。ホステイジシステム作さ動どうじゃ！」

『あまり気はのりませんが承しよう諾だくしました』

　カマキリーンの腹部がぽっかりと開き、そこから無数の触しよく手しゆが現れる。

　魚を追いかけるイソギンチャクのようにうごめく触手から人々は逃げ回った。だが逃げ遅おくれた人物が三名いた。

「だからここで見てろよ」

「朝香お姉ちゃんだってトイレ行くよりここにいた方が楽しいよ」

　トイレ行く行かないと史上最低の下くだらない論争をしていた二人組と。

「コ～～チ………まだ？」

　いまだ目を閉じてひたすら待つ少女。

　触手は三人を捕らえると腹の中に入り、ぱっくり蓋ふたを閉めた。




「ふふふ、これならば攻撃できないじゃろ。これぞ新開発。ホステイジシステムじゃ！」

『一言で言えば人ひと質じちを取るってことです』

　カマキリーンが説明を入れた。

「なんて卑ひ怯きようなんだ」

　ドッコイダーは攻撃に転じようとしていた身を躊ちゆう躇ちよさせた。

「人ひと質じちを解放しろ！」

「心配するな。十五分ほどしたら解放してやる。おい、そこの一青年！」

　マロンフラワーはたまたま居合わした一青年に呼びかけた。

「はい！　通りすがりの一青年です」

　恐きよう怖ふで上うわ擦ずった声をあげる一青年。

「十五分たったら、ワシらに知らせてくれ」

「は、はい！」

　一青年は慌あわてて腕時計を確認した。

「よし、時間が来るまで退たい屈くつしのぎでもしようかの」

　マロンフラワーは辺あたりをキョロキョロ見渡すとお目当ての物を発見したのかにんまりと笑った。

「あそこで勝負じゃ！」

　マロンフラワーの指は、ライトを輝かすゲームセンターを差した。

「望むところだ！」

　もちろん、正義の味方ドッコイダーが挑ちよう戦せんを拒こばむことなぞないのだ。
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　その空間は真っ暗だった。

「離せ！　チクショーどうなってんだ？」

　ウニョウニョ触しよく手しゆにからめられながらも朝あさ香かは必死に抵抗した。

「カマキリみたいののお腹なかから出てきたウニョウニョに捕まっちゃったんだよ。朝香姉ちゃん」

「てことはここはあいつの腹の中か………お前も捕まったのか」

「そう」

「チッ！」

　朝香は舌した打うちした。

「一人で捕まってたらこんなとこ簡単に」

「何？」

「何でもない」

　朝香がそう呟つぶやくのと同時に、明かりがともされた。

「駄だ目め！　コーチ！　いきなりそんなハードプレイから入ってくるなんて」

　触手でがんじがらめにされながらも瑠る璃りは喜んでいた。さすがである。

「瑠る璃りちゃんもいたの！」

「駄だ目めだってば！　縛しばるのはもっと大人おとなになってから」

「瑠璃ちゃん!!」

　タンポポの叫びでようやく目を開いた瑠璃はしげしげと辺あたりを見渡した。

「どこ？　ここ」

「最近中なか空そら町まちで暴あばれ回ってる三人の常識外はずれな人達の中の一人、マロンフラワーのカマキリの形したメカのお腹なかの中！」

　タンポポは一いつ気きに説明した。

「わかった？」

「どうして瑠璃がこんなとこにいるのよ？」

「だから突とつ然ぜんカマキリのお腹がぱっくりと開いて中からなんか国語の授業で読んだムーミンに出てくるニョロニョロの目がないような奴やつがちょっとＨな動きでウニョウニョ出てきてアタシ達の体に巻き付いてここに引っ張り入れたの！」

　また一息で説明したタンポポはぜーぜーと荒く息を吐はき出した。

「分かった？」

「分かった。でもどうして瑠璃が捕まえられなくちゃいけないのよ！」

「そんなことアタシに言わないでよ。アタシだって分からな………」

　タンポポの脳のう裏りに恐おそろしい映像が浮かんだ。

　先日、掃除機を買いに鈴すず雄おと大きな電気屋へ行った時の光景だ。

　そこで十八歳未満の方は立ち入り禁止と書かれた看板を見逃して入ってしまったパソコンゲームコーナー。

　そこで稼か動どうしていたパソコンに映っていた恐ろしい光景。

　ウニョウニョでグニョグニョでヌチョヌチョなのだ。

「そんなのぉいやぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　タンポポの絶ぜつ叫きようが引き金となったように、唐とう突とつに触しよく手しゆの拘こう束そくが解かれた。

　するすると内ない壁へきに触手が吸い込まれていく。

　三人は呆あつ気けにとられた。触手がなくなったその場には、場違いな物が置いてあったからである。

　ソファーとテレビとテーブルと小型冷蔵庫である。ホテルの個室のようだ。

『どうもご迷めい惑わくをおかけします』

　無機質な声が響いた。

『ソファーにおかけになってごゆっくりおくつろぎください。冷蔵庫には飲物を用意してあります。お好きにどうぞ。テレビは１から６までが普通チャンネル。７が映画チャンネル。８がアダルトチャンネルとなっておりますが、十八歳未満の方がいらっしゃるようなので放映は規制させていただきます』

「なんか、待たい遇ぐういいね」

「ああ」

『新作映画は三本用意しております。ピザまんマン、メンボー５、サルサクリニック』

「あぁぁ、ピザまんマンアタシ見逃してたの。見たい」

「俺おれはメンボー５だな」

「瑠る璃りはサルサクリニック！」

　三人はごにょごにょと自分の意志を主張しあった。

「よし、ジャンケンするぞ！　後出しはなしだ。いいな」

　じゃんけん………。

　そこで三人は静止した。こんなことやってる場合じゃないって気がついたからだ。

『お決まりですか？』

「お決まりですかじゃないぜ。さっさと俺達をここから出しやがれ」

　朝あさ香かが姿なき声に凄すごんでみせる。

『それはできません。あなたがたは人ひと質じちなのですから』

「人質だって？」

『ご安心ください。危害は一いつ切さい加えません。どうぞ十五分ほどごゆっくりおくつろぎください』

「うるせぇ、大人おとなしく人質なんてやってられるか！」

　朝香は瑠璃とタンポポに目め配くばせした。

「おい、なんとか出口を探すぞ」

　三人は一丸となって出口を探した。

　出口は見つからなかった。

　朝香が蹴ける殴なぐるしてみたがやっぱり駄だ目めだった。朝香で駄目だから瑠璃やタンポポでも駄目なのだ。

『残念ですが、人間の力で壁かべを破壊するのは不可能です。さ、映画、どれになさいます？　個人的に私のおすすめはピザまんマン』

「ちょっと待って！　お兄………じゃなくてドッコイダーは何してるの！」

『ドッコイダーは、マスターと死し闘とうを繰り広げております。その光景をご覧らんになりますか』

「ああ、見せてくれ」

『かしこまりました』

　画面に光が走った。

　宇宙一の天才科学者、ドクター・マロンフラワーＶＳドッコイダー！

　即そく席せきに作られたタイトルが現れ、消えた。

　ゲームセンターだった。

　ゲームセンターで対戦格かく闘とうゲームに向かい合って二人は燃えていた。

「うりゃぁ！　ダブルラリアット！」

「何を波は動どう拳けんじゃ！」

「くそ、スクリューパイルドライバー！」

「馬ば鹿かめ！　コマンド入力ができてないではないか！」

「仕方ないだろ。私はあまりこの類たぐいのゲームをやらないのだ」

「言い訳無用！　地じ獄ごく車ぐるまでフニッシュじゃ！」

　二人は燃えていた。

　その様子をモニター越しに見てタンポポは呆あきれて声も出なかった。

　カマキリメカが動かない今、簡単にマロンフラワーを逮たい捕ほできるってことにどうして気がつかないの！

　朝あさ香かも呆れた。

　格闘ゲームの初心者のくせに、何な故ぜにザンギエフを選ぶ！

　瑠る璃りだけは画面下のチャンネルをいじっていた。

「ねぇ、サルサクリニック見たいんだけど」




　ドッコイダーは惨ざん敗ぱいした。

「ふほぉふほぉふほぉふほぉ。どうやらワシの勝ちのようじゃな」

　ＵＦＯキャッチャーのぬいぐるみで両手を一杯にしたマロンフラワーが高笑いを響かせた。

「ワシを誰だれだと思っているのじゃ。宇宙中のゲームセンターを荒らし回って捕まったドクター・マロンフラワーじゃぞ！」

「あのぉ、すいません」

　一青年が二人の間に割ってはいる。

「十五分、たったんですけど」

「何！　そうか！」

　ドッコイダーは立ち上がった。

「よし！　すぐに人ひと質じちを解放しろ！」

「ぬぅ」

　マロンフラワーは奥歯を嚙かみ締めた。

　もうしばらくこの圧倒的な勝利に酔よいしれていたかったのだ。

　カマキリーンを一いち瞥べつする。頭部の修理は終了したようだが切られた腕は片方しか修復が終わっていない。

　相手がドッコイダーと言えども苦戦するかもしれない。

　待てよ。

　マロンフラワーは思った。

　どうして解放しなくちゃならんのだ。このまま人ひと質じちを抱かかえていれば、ドッコイダーはカマキリーンを攻撃できずにこちらの勝利は決まったようなものなのだ。

　この事実に気がついたマロンフラワーはその場で思わずタップダンスを踏んだ。

「十五分たったら人質を解放する約束だぞ」

「確かにな。いいだろう。カマキリーン人質を解放しろ！」

　しかしマロンフラワーは付け加えるようにして言った。

「ただし二人だけな」

『どういう意味でございますか？』

「いいから、二人人質を解放しろ！」

　カマキリーンは言われた通り腹をぱっくりと開ける。先ほどと同じように触しよく手しゆに摑つかまれてタンポポと朝あさ香かが姿を現した。

「一人足りないじゃないか！」

「ワシは人質を解放するとは言った。だが人質全すべてをとは一言も言ってないぞ」

　拘こう束そくを解かれたタンポポは慌あわてて明後日あさつての方向へすっ飛んでいった。

　朝香は一発カマキリーンの足に蹴けりを入れるとドッコイダーに目を向けた。

「ドッコイダー。もう少しの辛しん抱ぼうだからな。ネルロイドガールがもうすぐ来るような気がするぜ。なんとなくな」

　朝香はそれだけ言い残すとやはり明後日の方向に向かって走り出した。

「くそぉ。騙だましたな！」

『マスター。卑ひ怯きようです』

　カマキリーンからも抑よく揚ようのない冷さめた声が響いた。

「うるさい！　勝負の世界は勝った者勝ちなのだ！　早くドッコイダーのパワードスーツを切り刻め」

『………かしこまりました』

　命令には逆らえないカマキリーンがカマを振り上げた。

「くっ」

　正義の味方としては人質がいる以上カマキリーンを攻撃するわけにはいかない。

　正義の味方のピンチだった。




「あれ？」

　一人、サルサクリニックを見てた瑠る璃りは目をパチクリさせた。

　気がつくと、誰だれもいなくなっていた。

　サルサクリニックも個人的には最初の一分で飽あきた。字幕を読むのに疲つかれたからだ。

「ちょっと、どうして瑠る璃りだけ出してくれないのよ！」

　辺あたりの壁かべをドンドンと叩たたいたが返事はない。

　不ふ意いに空間が傾かたむき、瑠璃は素すっ転ころんだ。

　肩にかけてあったバッグが落下し、中から様々なものが飛び出した。

　その中の一つ、お子様用手鏡が机の角に当たると無む惨ざんにも砕け散る。

「痛い！　手鏡が割れて破片で手を切っちゃった！」

　瑠璃は出血する指を押さえた。少量の出血で痛みはすぐに引く。

　床ゆかに散らばった物へと目を向ける。ハンカチ、チリガミ、割れた鏡、キャンディー、マジック、そして粘ねん土ど。

　粘土！

　瑠璃は粘土を拾い上げた。次じ郎ろうくんによって造形されたそれはちゃんと怪かい獣じゆうの形をしていた。

　右手を見る、切った指先から血液が滲にじみ出ていた。

「空間があって、粘土があって、マジックもある。おまけに血も出てる」

　瑠璃はもう一度、全すべてを見渡してからポツリと呟つぶやいた。

「行けるじゃない！」




　振り上げられるカマ。

　円盤に乗ってにやにやと笑うマロンフラワーの顔が無む性しように憎にくらしく思えた。

　今までだってピンチに陥おちいったことはある。でもその度たびにネルロイドガールが華か麗れいに登場して助けてくれた。

　ドッコイダーは東西南北の空を見渡した。

　それらしい影は見えなかった。

　やっぱり自力でなんとかするしかない！

　ドッコイダーは身構えた、しかしカマは一いつ向こうに振り下ろされない。

「どうした？　さっさとやれ！　カマキリーン！」

　マロンフラワーが急せき立てるように叫び、カマキリーンは少々ノイズの交じった音声で答えた。

『腹部内部に未確認の膨ぼう張ちよう物体あり。神経伝達系遮しや断だんされました。装そう甲こう、保もちません』

「なんじゃと」

　カマキリーンの腹部が膨張してゆくのが見えた。このままだと間違いなくあれだ。

『マスター。離れてください』

　その声にかぶさるようにして悲劇は起きた。

　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん!!

　派は手でな爆音を立ててカマキリーンは弾はじけ飛んだ。例のごとくロケットがマロンフラワー乗る円盤へと接続する。

「一体何が起こったかさっぱり分からんが」

　マロンフラワーは口くち端はしを歪ゆがめた。

「戦闘能力が０ゼロになったことは確かじゃ」

　老人は捨すて台詞ぜりふを残して去っていった。

「覚えてるんじゃぞぉぉぉ!!」

　本当に悔くやしそうだった。




「助かったのはいいが」

　ドッコイダーは目の前で晴れていく爆ばく煙えんを見つめた。

　煙が晴れていくに従って見えてくるのはまぎれもない怪かい獣じゆう。

　灰色の怪獣さん。こんなものを使う奴やつはあいつしか想像できない。

「にゃーっはっはっはっはっはっは」

　聞き慣れた笑い声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。怪獣がポッカリと開けた口から笑い声の持ち主が余よ裕ゆうしゃくしゃくで出てくる。

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつに純白のドレスを着た少女だった。

　少女は、怪物の小さな手でエスコートされ怪物の頭に乗ると呆ぼう然ぜんとするドッコイダーを見下ろした。

「感謝することだな。ドッコイダー。しかし妾わらわは別にお前を救ったわけではないぞ。お前は妾の手で倒したいから老いぼれには退どいてもらっただけだ！」

　ドッコイダーは何も言わなかった。

　何も言わずにただひたすら少女の胸元を見つめ続けた。

　しばらく無いに等しい膨ふくらみを目で計ってからドッコイダーはこくりと頷うなずいた。

「うむ、本物のエーデルだ」

「いったい何を見て判断しておるのだ！」

　エーデルはプライドを粉ふん砕さいされた声を発した。

　一難去ってまた一難だった。




　　　　　３




「やれ！　怪獣オムツー！」

『ぐぎゃぁぁぁぁぁ』

　カバとワニを合体させてそれにトリケラトプスを融ゆう合ごうさせたような怪獣オムツーは大きく口を開き咆ほう哮こうした。

　これこそ、エルロード一族の末まつ裔えいであるエーデルワイスの力なのである。

　彼女は自分の血液と魔ま方ほう陣じんの力を使って粘ねん土ど人形を巨大化し、ゴーレムとして使し役えきすることができるのだ。

『ぐぎゃぁぁぁぁぁぁぁ』

　怪かい獣じゆうオムツーは再度吠ほえるとその視線をドッコイダーへと向けて目を細めた。

　獰どう猛もうな猛獣が獲え物ものを見つけた時に見せる瞳ひとみだった。

　この場合の獲物というのは、もちろんドッコイダーのことを指す。

　ドッコイダーは迫せまる怪獣オムツーの一撃を紙かみ一ひと重えで避よけた。

　達人の腕があったが故ゆえに紙一重ではない。回かい避ひ行動が遅おくれたが故の紙一重なのだ。

「このやろ！」

　ドッコイダーは怒おこった。

　怒いかりのオーラが拳こぶしに集まり、拳が灼しやく熱ねつする。

「ドッコイダー！　ミラクルハイパーエキセレントダイナマイツパ」

　技わざ名めいを言い終わる前に怪獣オムツーが思い切り振り上げた太い尾がドッコイダーの腹を直撃した。

　弾はじき飛ばされるドッコイダー。その体は少し離れたゲームセンターの壁かべに激突する。

「ぐわっち！」

　背中がめっぽう痛かった。

　なんとかコンクリートにめり込んだ体を引き抜こうと、ドッコイダーが身をよじった時には遅おそかった。

　怪獣オムツーの巨大なアゴがコンクリートごとドッコイダーを捕えていた。

　あっという間にドッコイダーは窮きゆう地ちに追い込まれた。

「さぁ、妾わらわの力を思い知ったか。パワードスーツの砕かれる音を聞くがよい」

　ドッコイダーは必死に身をよじったがそう簡単には離れない。

　ミシミシミシ。

　パワードスーツがやな音をたてた。これから壊れますよって宣せん言げんしているような音だった。

　さようなら、平凡な学生生活。

　そしてこんにちは、正しよう体たいがばれて訪れる不ふ遇ぐうなる人生。

　厭えん世せい的てきに頭の中でそう呟つぶやいた時だった、それまでの圧あつ迫ぱく感かんが緩ゆるんだ。

「早く出ろ！」

　耳元でそう怒ど鳴なる声が聞こえる。

　ドッコイダーは首を動かした。

　紫むらさきのマントが風に棚たな引びいていた。むっちりとした太ふと股ももと胸元が相変わらず成人指定だった。

　ドッコイダーは希望の叫びを発した。

「ネルロイドガール！」
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　対象年齢三～八のドッコイダーとは違った大人おとなの魅み力りよく満載のパワードスーツを着用したネルロイドガール。

　その正しよう体たいは謎なぞに満ちている。

　もう読者にはバレバレのような気がするけど謎に満ちていると言ったら謎に満ちているのだ！

「早くしろ！　嚙かみ砕かれたいのか！」

　ネルロイドガールによってオムツーの口が押し広げられていた。

　嚙かみ砕かれたくないドッコイダーは慌あわてて拘こう束そくを離れた。

「遅おそかったじゃないか！　ネルロイドガール！」

「ちょっとサルサクリニックを見てたんだ。それに俺おれ達たちは別に仲間ってわけじゃないんだ。俺の助けなんかあてにするなよ」

　なんて口では言ってるけど、しっかりとドッコイダーを救ったネルロイドガールは怪かい獣じゆうオムツーの腹に強きよう烈れつな足あし蹴げりを食らわせた。

「マロンフラワーのジジイを退しりぞけただけでもお前にしちゃ大したもんだ。ここは俺に任せて大人しくしてろ！」

　ネルロイドガールはそう言い残すと怪獣オムツーに突進して行った。

　彼女が出てきた以上勝負は見えているだろう。

　かといってここで傍ぼう観かんしているわけにはいかない。なんてったって正義の味方なんだから。

　ドッコイダーもネルロイドガールの後を追いかけた。

「私一人仲間外はずれにするな」

「ふ、痛い目にあっても知らないそ」

　プレートに覆おおわれていない艶つやっぽい唇くちびるをかすかに微笑ほほえますとネルロイドガールは跳躍ジヤンプした。

　ドッコイダーもその後を追う。

　二人は高く跳躍した。

　微び妙みように角度を変えた二つの蹴けりが怪かい獣じゆうオムツーに迫せまった。

「これでエーデルワイスも終わりだね」

「けっこう格かつ好こうよく登場したのに、早かったね」

「ネルロイドガールの蹴りだもん。避よけられるわけないよ」

「本当本当。なんてったってネルロイドガールの蹴りだからなぁ」

　ドッコイダーは無視されていた。

　それでもドッコイダーを応援してくれる人も若じやつ干かん三名いた。

「ドッコイダー様ぁぁぁぁ」

　ドッコイダーを愛する寺てら谷たに久く美み子こちゃん。

「ドッコイダー！　がんばれぇぇぇぇ！」

　チケットをもらった恩おん義ぎのある熊くま谷がい淳あつ彦ひこ。

「負けるな！　ドッコイダー！」

　男ホ色モ地じ獄ごくから助け出され、一生ついてく宣せん言げんをした竜りゆう哉やだった。

　二つの蹴りが、迫せまる。エーデルも焦あせりの色を見せた。

「なんとかしろ！　怪獣オムツー！」

『ぐぎゃぁぁぁぁ』

　怪獣オムツーが大きく尾を振った。

　その尾の速度は、ネルロイドガールの回かい避ひ能力すら上まった。

　ドゴ！（ネルロイドガールが弾はじき飛ばされる音）

　ベシ！（ドッコイダーが叩たたき落とされる音！）

　ドッコイダーとネルロイドガールは仲良く弾き飛ばされた。

「なんだ、いつも以上にパワフルだぞ」

　落下寸前に体をひねって華か麗れいに着地したネルロイドガールが驚きの混じった息を漏もらした。

「ムームームームームー」

　ドッコイダーはその隣となりでむーむー言っていた。

　地面に突っ込ませた頭が引き抜けないのだ。

「駄だ目めぇぇぇ」

　色にたとえるなら脳のう天てん気きな黄色といったような声が空気を響かせた。

「いつものエーデルと思ったら負けちゃうわ！」

　パタパタと空中を飛んでくるのは、本来の姿である緑りよく髪はつの少女となったタンポポだった。

「よ、タンポポ。やっと来たか」

「ちょっとサルサクリニックを見てたの。最初だけだったから泣けなかったけど……………ってお気楽な会話してる場合じゃないの。よく聞いて、今日のエーデルは今までのエーデルとは一ひと味あじも二味も隠かくし味も違うの！」

　タンポポは大変大変と手足をばたつかせた。

「どういうことだ？」

「見て気がつかないの？」

　ドッコイダーはエーデルワイスを見た。

　別に変わっているところは見られない。

「髪かみ型がたから服装、胸の小ささから時折見えるパンティーの色までいつもと同じに見えるが」

「どこ見てるのよ！　エッチ！　スケベ！　ヘンタイ！」

　タンポポはどこからか取り出したハリセンでドッコイダーの後頭部をバシバシとはたいた。

「よく見てよ！」

　よく見るが分からないものは分からない。

「確かに違うな」

　悩むドッコイダーに代わってネルロイドガールが答えた。

「操あやつってる怪かい獣じゆうが細こまかく作られている」

　ネルロイドガールの言う通りだった。

　エーデルが乗る怪獣オムツーはいつものに比べるとうまく出来ている。

「確かに、いつもつぶれたアンパンみたいな化ばけ物ものなのに、今回はちゃんと怪獣の形をしてるではないか」

「エルロード一族が生命を失わずにゴーレムを造り出す秘ひ術じゆつ、それは素体となる粘ねん土ど人形が精せい巧こうに作られていればいられるほどその力を増すの！」

「何だと！　それじゃ！」

「そう、あのゴーレムはいつもより数段は強いってことなの！」

　その会話を、エーデルは奥歯で青虫をかみ潰つぶしたような顔で聞いていた。

「この粘土を妾わらわが作ったのではないことが唯ゆい一いつしゃくに触さわるが、まあいい」

　エーデルは怪獣オムツーに命令した。

「行けぇ！　オムツー！」

『ぐぎゃぁぁ』

　怪獣オムツーは吠ほえると走り出した。

「来るぞ！　ドッコイダー！」

「どうする？　ネルロイドガール」

「奴やつの動きは予想以上に早い、二手に分かれるんだ。俺おれは左、お前は右だ。間違えるなよ。箸はしを持つ手だ」

「分かった。箸を持つ手だな」

　二人は同時に駆け出した。

　二人揃そろって左方向にである。

「この馬ば鹿か！　お前は右って言ったろ！」

「すまん！　自分が左利きということをすっかり忘れていた！」

「大馬鹿者！」

　なんて二人で掛け合い漫まん才ざいしてる後ろからオムツーは迫せまる。

　通常の二人ならば逃れられただろう。しかし今は掛け合い漫才の真っ最中で周りに対する警戒が散さん漫まんになっていた。

　怪かい獣じゆうオムツーの口から飛び出した灰色の舌したがドッコイダーにからみつく。

　さらにネルロイドガールの背中に右足が振り下ろされた。

　それの圧あつ迫ぱく力りよくはすさまじく身動き一つ取れない。

「にゃーっはっはっはっは。思い知ったか？　お前らのせいで妾わらわのスイートイチゴミルクな時が邪じや魔まされたのだ。その罪つみ、身を持って知るがよい！」

「いつもにも増して力がこもっているな」

　舌で巻き付けられ、ごんごんと大地に叩たたき付けられながらもドッコイダーが呟つぶやいた。

「何か個人的恨うらみが加か味みされているようだ」

　怪獣オムツーにゲシゲシと踏みつけられながらもネルロイドガールが答えた。

「もう少しで妾は大人おとなになるところだったのだぞ。それを余よ計けいな騒さわぎを起こすから」

「一体何を言っているのか分からんが、それは逆さか恨うらみっていう奴だぞ」

　ドッコイダーが無む謀ぼうにも自分の無実を主張した。

「うるさいうるさいうるさい」

　もちろん主張が聞き入れられるわけがなかった。

　一方的にやられる光景が続いた。

「さて、気分は済すんだ」

　延えん々えんと頭上から罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけていたエーデルも、さすがにボキャブラリーを言い尽くしたのだろう。ふぅと一息つく。

「そろそろ決着をつけよう」

　舌がぐにゅ～～と曲げられ、ドッコイダーはエーデルの面つら先さきまで持ち上げられた。

「にゃはは。この馬鹿面づらを拝おがめなくなるのも少し寂さびしく思うぞ」

　その無いに等しい胸元から取り出されたものは、一本のナイフだった。

　青い刃やいばが飛び出る、マロンフラワーが使うのと同じタイプの刃、体には無害な電子ナイフなのだろう。

「まずはお前からだドッコイダー」

　エーデルがナイフを振り上げた、ドッコイダーの顔を切り刻むつもりなのだ。普通ならスプラッタでサイコでスリラーで十三日の金曜日でエルム街の悪あく夢むで目を伏ふせたくなる血みどろの光景になるのだが、そこは人体無害の電子ナイフ。お子様だって安心して見ていられる。

「顔を見せてもらうぞよ」

　エーデルがナイフを振り下ろそうとした時だった。

　スカポ～～～～～～～ン！

　ロケットのように飛んできたサッカーボールがエーデルのこめかみにぶち当たった。

　エーデルは怪かい獣じゆうオムツーから転ころげ落ちた。

「何なんだ今のは？」

　ボールの飛んできた方向へ目を向けると健康優良児がいた。

「一生ついていくって言ったろ」

　竜りゆう哉やがにやりと笑った。

「いやぁぁぁぁん！　竜哉。素す敵てきぃぃぃぃぃぃぃ」

　隣となりで淳あつ彦ひこが悶もだえていた。

「ありがとう少年。しかし助かったというか……寿じゆ命みようが延のびただけというような気がする」

「何やってるの！　ドッコイダー！」

　耳元でタンポポが喚わめいた。

「今なら逃げられるじゃない」

「え？」

　ドッコイダーはタンポポに指差された自分を締め付ける舌したに目を落とした。

　かすかな切れ込みが入っていた。エーデルのナイフがかすったらしい。

「いけるかもしれん」

　ドッコイダーは両手に渾こん身しんの力を込めた。

「ふんぬ！」

　徐じよ々じよにドッコイダーの脇わきが広がって行く。

「がんばれがんばれドッコイダー！　負けるな負けるなドッコイダー！」

　実質的手助けは禁止されているタンポポが日の丸扇せん子すを両手に必死に応援していた。

「だっしゃぁぁぁぁ」

　そんな応援もあってか、（多分関係ないけど）ドッコイダーは見事に舌を引ひき千ち切ぎると大地に落下した。

「私が自由になったからには覚かく悟ごを決めてもらおう」

　ドッコイダーは怪かい獣じゆうオムツーに向けて指をつきつけた。

「おい、早く俺おれをなんとかしろ」

　とか足下でネルロイドガールが喚わめいていたが聞いていなかった。

「ドッコイダー・ストーンヘッド変へん則そくハイパワー」

　ドッコイダーが大きく背筋を曲げのけぞった。

　額ひたいに『石』の文字が浮かび上がる。

「ドッコイダー！　あの技わざを覚えてきたのね」

　タンポポが嬉うれしそうに日の丸の扇せん子すを振った。

「ガチンコ石頭アタァァァァァァァァァァック！」

　ドッコイダーは怪獣オムツーに向かって大きく頭を振り下ろした。

　一言で言うと頭ず突つき。

　一見地じ味みだったが嚙かみつこうと大口を開ける怪獣オムツーの牙きばをバキバキに折りさらにその体までもふっとばす威い力りよくだった。

　怪獣オムツーは、はるか向こうに弾はじき飛ばされ、そこにあった、噴ふん水すいに落下した。

　バッシャァァァァァァァン！

　水しぶきが美しかった。

『ぐぎゃぁぁぁぁ』

　大した深さでもないのに、オムツーは断だん末まつ魔まの叫びを上げた。

　怪獣オムツーの体が水を浴び、うにゅ～～～～と歪ゆがむ。

　粘ねん土どは水に弱いのだ。

「おぉ！　いつもの崩くずれかけたマシュマロみたいな粘土細さい工くに戻ったぞ！」

　喜びのコロブチカを踊るドッコイダーをネルロイドガールはそれまでとは少しばかし違った目つきで見つめた。

「ドッコイダー。まさかこれを計算して………」

　もちろん、ドッコイダーをよくお知りの皆様ならお気づきであろう。これが全くの偶ぐう然ぜんと幸運の産物であることを。

　しかしドッコイダーは思い切り胸を張っていけしゃあしゃあと答えた。

「当たり前だ。私の綿めん密みつなる計算によるものなのだ」

　とんでもない奴やつである。

「さ、止とどめをさすぞ。ネルロイドガール」

「ああ」

　二人は目め配くばせすると、噴水から這はい上がる怪獣オムツーに向かって駆け出した。

「必ひつ殺さつ！　ドッコイダー鬼おに殺しダイナマイツボンバーキィィィィィィック！」

「お前それ言わないと攻撃できないのかよ」

　なんてことを二人は言いながら、下から突き上げるような蹴けりを怪かい獣じゆうオムツーに食らわした。

『ぐぎゃぁぁぁぁ』

　怪獣オムツーははるか上空へ飛ばされた。大気圏に突入し宇宙へ飛びだして人類の新しい記録を作るかと思われたが、しばらくして灰色の塊かたまりが落下してくる。

　ぺっちょり。

　それは拳こぶし大だいの粘ねん土どだった。

　エーデルの魔ま力りよくが消え粘土に戻ったのだ。

「よし、次はエーデルだ」

　頭を抱かかえて転ころがっているだろうエーデルへと目を向けるが、どこにもエーデルの姿はない。

「エーデルは？」

　ドッコイダーの問いに観客一同、叫ぶようにして言った。

「とっくに逃げました！」

　ヒュ───。

　二人の前を何な故ぜか枯葉が飛んでいった。

「ま、一いち応おう怪獣は倒したわけだしよ」

「平和が戻ったということでよしとしよう」

「借りができたな。ドッコイダー」

「気にするな」

　二人は手を握にぎり合った。

「それじゃな」

「また会おう」

　二人はさわやかに去っていった。

「ライバル同どう士しが手を握り合う。なんていい話なの」

　タンポポは一人、目め頭がしらを押さえた。

「モモンチョがいなくてよかったわ」

　タンポポと同じように、エメラルドカンパニー側のサポーターとして派は遣けんされた小動物型宇宙人ハナモモンチョがこの場にいたら、『敵となれ合うな！』とか、『今のは偶ぐう然ぜんの産物にちがいまへん！』とか言って水をさすに違いないのだ。

「さて、アタシもいかなくちゃ」

　タンポポもふわふわとその場を後にした。




「やったわ。ドッコイダー様の力で遊園地は救われたわ」

　救われた……と形容していいのかいささか悩む瓦が礫れきの中で久く美み子こちゃんはぴょんぴょんと飛び跳はねた。

「俺おれの一撃が役に立ったんだぜ」

「竜りゆう哉やすごぉぉぉぉぉぉい」

　すかさず抱きつく淳あつ彦ひこを竜哉は黄おう金ごんの左足で蹴け飛とばした。

「馬ば鹿か野や郎ろう。乗物酔よいから覚めた俺に抱きつけると思うなよ」

「うぅぅ、竜哉復活だ」

　なんて禁きん断だんの愛の劇場やってるところへぱたぱたとやってくる栗くり華か。

「すみません。トイレが込み合っていて、こんなに遅おそくなってしまいましたわ。さ、遅くなりましたけどお弁当にしましょう」

　栗華は面子メンツを見渡して困ったように眉まゆを顰ひそめた。

「あら、困りましたわ。鈴すず雄おさんと小こ鈴すずさんと朝あさ香かさんと瑠る璃りさんがいませんわ」

「そういえば皆どうしたんだろ。お、瑠璃じゃね～か」

　見渡した竜哉は向こうからつかつかと歩いてくる瑠璃を見つけて手を振った。

「お前どこに行ってたんだよ」

　竜哉の言葉を無視してつかつか歩み寄った瑠璃はいきなり強きよう烈れつな平ひら手て打うちを竜哉にくらわした。

「何するんだよ！　瑠璃！」

「何だか知らないけど頭に来るのよ！　よくもやってくれたわね！」

　よく分からない言葉である。

「ごめ～～～～～～ん」

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に割り込んで見事お茶を濁にごしたタンポポはアハハと笑いながら言った。

「ちょっとトイレが込み合ってたの。だからこんなに時間がかかっちゃった」

　続いて朝香が走ってくる。

「ちょっとトイレが込み合っててよ。こんなに時間がかかっちまった」

「あとは鈴雄さんだけですね。どこに行ったんでしょうか」

「あ！　お兄ちゃん来たよ」

　最後に走ってきた鈴雄は照てれくさそうに言った。

「ちょっとトイレが込み合っててさ、こんなに時間かかっちゃった」

「う～～～～～む」

　竜哉は腕を組んで不思議そうに呟つぶやいた。

「今日は、トイレが込む日なんだろうか？」

「それでは皆さんそろいましたね。少し遅くなっちゃいましたけどお弁当を食べましょう」

　竜哉の疑問も、栗香のお弁当という言葉に打ち消されてしまった。




「うわぁぁ。すごぉぉぉぉぃ。これ全部栗華お姉ちゃんが作ったの」

「お口に合えばいいのですが？」

「ものすごくおいしいぜ。お姉さん」

「竜りゆう哉や。いつかボクもこんなにおいしい料理を作れるようになるから、それまで待ってて」

「待つか！　馬ば鹿か野や郎ろう！」

「悔くやしいけど、おいしい」

「ん、どうした？　瑠る璃りちゃん。涙なんか流して」

「コーチ。瑠璃もリンゴ向きをマスターしたように料理もマスターするから」

「…………」

　鈴すず雄おは何て言葉を返していいか分からなかった。

　瑠璃の無ぶ器き用ようさは天下一品だった。なんてったって三年三組で一番なんだ。

「まあ、がんばって…」

　鈴雄はそれだけ苦しい笑顔で言うとイカさんウインナーに箸はしを伸ばした。

　その様子を壊れた自動販売機からかっぱらってきたビールを手に見ていた朝あさ香かが目を大きくする。

「お前左利きだったのか？」

「あぁ、一いち応おう右も使えるように仕込まれてるけどど～～も、箸だけは左じゃないとしっくりこないんだ。これまで何度か一いつ緒しよに飯メシ食ったのに気がつかなかったのか？」

「そうか」

　しばし朝香は考え込んでいたがやがてフッと笑みを浮かべて首を振った。

「まさかな。左利きなんて五万といるさ」

　しつこいようだが言っておこう。

　ネルロイドガールの正しよう体たいはまだ謎なぞに包まれているのだ！

　分かっちゃ駄だ目めよ。
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「おーっほっほっほっほ。私の名前はヒヤシンス。ドッコイダー。のこのこ出てきたのが運のつきよ」

　ヒヤシンスこと、岼ゆり根ね沙さ由ゆ里りは激ゲキハマリの高笑いを響かせながら鞭むちを振り回した。

「おーっほっほっほっほ」

　本当に激ハマリだった。なんてったって本人なんだもん。

　ヒヤシンスはびしりと指をドッコイダーに突きつけ、そして首を傾かしげた。

　ドッコイダーの衣装がズタボロになっているのだ。もちろん縫ぬわれているが、縫い跡だらけの衣装に違い和わ感かんは拭ぬぐえない。

「ねぇ、ピエール、ドッコイダーの衣装、どうしてあんなにブラックジャックになってるの？」

　沙由里は隣となりで怪人まだら犬男のぬいぐるみを着るピエールに小声で尋たずねた。

「なんか、さっき噂うわさで聞いたんですけど観覧車付近で大おお騒さわぎがあって、それに巻き込まれたとかなんとか言ってましたよ」

「大騒ぎ？」

「これも噂なんですけど、なんでも本物のドッコイダーとネルロイドガールが現れたとかなんとか……」

「本物のネルロイドガールと、ドッコイダー………。あんたそれなんでもっと早く言わなかったのよ」

「聞かれなかったからです。どうします。今から行きますか？」

　沙由里はしばし親指の爪つめを嚙かんだ。

　そんな事件があったのならば確認はしておきたい。運よく戦闘後の二人に出会えれば勝負が有利に展開する。

　だが、目の前でこっちを見つめているプチお子様達の目の光を無視するわけにもいかない。

　彼らは私を見るために来たのよ。美しい私の姿を見るために集まって来てるのよ。

　沙由里はひどく自分勝かつ手てな思し考こう回かい路ろを回転させるときっぱりと言った。

「駄だ目めよ。今ここを離れるわけにはいかないわ」

「お嬢じよう様さま」

　ピエールは納なつ得とくしたように呟つぶやいた。

「前から思ってましたけど、人に見られるのに快感を覚えるタイプなんですね」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！　あんたは黙だまって受け持ちの怪人まだら犬男を演じていればいいの！」

　沙さ由ゆ里りは鞭むちをふるった。

「あひぃぃぃぃ」

　ピエールは悶もだえた。

「さ、早く台本通りドッコイダーをいじめなさい！」

　そこで沙由里はピエールの異い変へんに気がついた。

「うううううううううう」

　体を抱かかえるようにしてうずくまるピエールは意味不明な唸うなり声を上げている。

　沙由里は悟さとった。

　舞台の上というテンション高い状況でピエールは普ふ段だんの何倍も敏びん感かんになっていたのだ。

　その中で放たれた鞭の一撃がピエールの動物因いん子しを発動させようとしているのだ。

「馬鹿！　こんなとこで発動させないで！　もったいないでしょ！」

　沙由里が慌あわててピエールの肩を揺さぶる。

「命令よ！　耐えなさいよ！」

「うぅぅ、お嬢じよう様さま。欲しい……」

「何？　水？」

　ピエールは沙由里の耳元で甘あまえた声で囁ささやいた。

「もっと強い一撃」

「このド畜ちく生しようが！」

　怒おこった沙由里の手には鞭が握にぎられていた。考えるよりも早く右手が動いた。

　バシィィ。

「あひぃぃぃぃぃぃ」

　ピエールの体に埋め込まれた動物遺伝子の一つが目を覚ました。

　ヒヤシンス、彼女は倒産した父親の動物園を復興させるため犯罪を重ねたＡ級犯罪人である。

　ヒヤシンス宇宙動物園が倒産する際に、彼女は当時飼し育いく係がかりであったピエールの体に無む理り矢や理り宇宙動物達の遺伝子を埋め込み保管したのだ。来きたるべく動物園復興の日を夢見て。

　しかし、ピエールの快感が頂点に達した時、何な故ぜか眠っているはずの遺伝子が目覚め、ピエールをしばしの間、宇宙動物との融合体、怪人○○○男にしてしまうのだった。

「あひぃぃぃぃ」

　ピエールの肉体が徐じよ々じよに変化してゆく。耳が突とつ出しゆつし、口から鋭するどい牙きばが飛び出し、まだら犬のぬいぐるみが見事に弾はじけ飛んだ。

「キシャァァァァァァァァァ！」
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「さてと、もう時間も残り少ない。ここが最後だな」

　鈴すず雄おは目の前の巨大な建物を見上げた。

「しかし、噂うわさには聞いてたけど、本当にでかいな。このお化ばけ屋や敷しき」

「ここの遊園地のお化け屋敷は日本一ってパンフレットに書いてあったよ」

　タンポポがわくわくを抑おさえ切れない口調で言う。

「さ、早く行こう」

「じゃあ、二人ずつで」

「ちょっと待ってくれ」

　歩き出す鈴雄の前に竜りゆう哉やが歩み出ると膝ひざをついた。

「頼む。ペアを変えてくれ」

　直じき訴そだった。

「え～～～～～！」

「え～～～～～～！」

　淳あつ彦ひこと瑠る璃りがいやだいやだコールを上げた。

「このままでいいじゃん」

「そうよ。コーチ」

「まぁ、そう言うなって。せっかくだから違う面子メンツで行くってのも悪くないんじゃないの」

「アタシも賛成！」

「私もかまいませんわ」

　タンポポと栗くり華かの同意。

「朝あさ香かはどうだ？」

「………好きにしろ」

　何な故ぜか朝香は固い表情でぼそりと言った。

「じゃ、もう一回やるか」

　鈴雄は手早くパンフレットでくじを作成した。

「前と同じに１～４の番号がふってある。同じ人に当たっても運命だと思ってやり直しはなしだ」

　くじの入った帽子を前に緊きん張ちようした面おも持もちで手を伸ばす面めん々めん。

　運命のサイコロは投げられた。

「あ、アタシ二番！　誰だれ？　二番」

　タンポポの叫びに落らく胆たんの色で顔を曇くもらせた瑠璃が手を上げる。

「瑠る璃りちゃんか。やった。それじゃ一いつ緒しよに行こ！」

「はぁ」

　タンポポと瑠璃は太陽と月みたいな顔をして陰いん陰いん滅めつ滅めつとアトラクション内に入って行った。

「私は一番」

「あら、寺てら谷たにさんが一番ですか。それではまたご一緒ですね」

「栗くり之の花はなのお姉さん。よろしくお願いします」

　久く美み子こちゃんと栗くり華かはにこにこしながら暗くら闇やみに入って行った。

「なんかやな予感がしてきたぞ」

　竜りゆう哉やはまだ開いていないクジを握にぎり締めて呟つぶやいた。

「小こ鈴すずの兄ちゃんか朝あさ香か姉ちゃんか？　頼むぞ」

「ねぇ、竜哉。何番？　僕４番」

　まとわりつく淳あつ彦ひこに蹴けりを入れてから竜哉はそっと握り締めた手を開いた。

『４』

　地じ獄ごくが到とう来らいした。

「やっぱり、世間が許さなくても運命が二人をくっつけようとしてるんだね。さ、行こ！　竜哉」

「神は死んだ！　助けてくれ！　ドッコイダー！」

「竜哉ぁ、僕恐こわいぃぃ。何かあったら守ってねぇ」

「誰だれか俺おれを守ってくれ！」

　禁きん断だんの愛コンビも消えていった。

「ってことは、１番は僕と」

　鈴すず雄おは隣となりに目を向けた。

「俺だってことだな」

　朝香がぶっきらぼうに言った。

「はぁ」

「何だよ。何ため息吐はき出してるんだよ。俺とじゃ不満なのか？」

「そ、そんなことないさ。そんなことない、うん。朝香がいてくれれば心強いし、お化ばけの方が逃げ出すよ。さ、行こう」

　鈴雄は逃げるようにその場を後にした。

　実はちょっと残念だった。

　できれば、栗華さんと一緒に、恐がる女、絡からむ腕。

「ねえ恐い」

「心配するな。僕がついてる」

「鈴雄さんってたくましい」

「そんなことないよ。なははは」

　ってなありありストーリーを少しばかし楽しみにしていたのだ。

　お化ばけが出た途と端たん蹴けりを入れて殴なぐりつけ、ボコボコにして道を切り開くような朝あさ香かと一いつ緒しよでは………バイオレンスになってもメモリアルにはならない。

「ま、いいか。お子様や男と行くよりは」

　鈴すず雄おはそう妥だ協きようすると暗くら闇やみに足を踏み入れた。
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「見て見て、瑠る璃りちゃん。あっちに生なま首くびがあるよ。うわぁぁ。胴どう体たいがないよ」

　はしゃぐ小こ鈴すずの隣となりで瑠璃は大きく息を吐はき出した。

「こんなおいしいシチュエーションなのに……。どうしてコーチと一緒じゃないのかしら」
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「うわぁぁぁ。河童かつぱが飛び出してきた！　河童だよ！　河童！　皿さらがあるよ」

「うるさいうるさいうるさいうるさい」

　瑠璃は瑠璃瑠璃アタァック（手足をばたつかせること）でタンポポの口を黙だまらせた。

「こんなの人間が中に入ってるかロボットかのどちらかじゃない。全ぜん然ぜんおもしくなんかないわ」

「アタシは面白いけどなぁ。けっこううまく出来てるし。ほら、瑠璃ちゃんの後ろにいるコウモリ男なんてどこからどう見ても本物そっくり」

「コウモリ男？」

　瑠る璃りは闇やみに目を向けた。

「どこにいるのよ？」

「あれ？　さっきまでそこにいたのに」

「見間違えじゃないの？」

「そんなことないって。ぬいぐるみともロボットとも思えない細こまかい動きだったよ。目だってギョロッとして、鼻だってヒクヒクして牙きばがニュッと出てて」

　タンポポは物まねして見せたが彼女のコケチッシュな顔でコウモリ男を演じるのは無む理りだった。

「ヒョコヒョコやってないで、さっさと行きましょ」

「うん」

　歩き出す二人、その二人の後ろに天てん井じようから舞い降りた影が静かに着地した。

　二人は気け配はいに気がつき、足を止めゆっくりと振り向いた。

　巨大な瞳ひとみがグルグル回っていた。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁ！」×２

　闇の中に二人の悲鳴が響き、そして静かになった。




「竜りゆう哉やぁ。僕こわぁぁぁぁい」

「安心しろ。お化ばけの方がお前を避さけてくから。いいな、半径一メートル以内に近寄ったらボレーシュートだからな。抱き付きやがったら黄おう金ごんの左足でストレートだからな」

「うぅぅ、女心が分からない人ね」

「お前は男だろ！」

　禁きん断だんの愛に挑ちよう戦せんする少年と一方的に挑戦されて困っている少年のコンビは青くさい笹ささの通りを歩いていた。

「ち！」

　不ふ意いに竜哉が舌したを鳴らすとしゃがみ込む。

「靴の紐ひもが解ほどけた。先に行ってろ」

「待ってる」

「いいから先に行ってろ。ゴールまで行っちまってもかまわんぞ」

　淳あつ彦ひこは頰ほおを思い切り膨ふくらませるといやいやながら足を進めた。

　お化け屋敷で二人の距離狭せばめまくり！　って期待してたのに……これじゃゴールまで歩いておわりだ。

　そんな淳彦の目に矢印のついた看板が映った。

　矢印は右を指している。

　淳あつ彦ひこの頭に一つのアイデアが浮かんだ。

　迷い道。

　お互い心細くなる瞬しゆん間かん。

　ごく自然に握にぎられる手。

「うっしゃぁぁぁ！」

　少年は閃ひらめいたアイデアの素す晴ばらしさにガッツポーズを決めた。

　行動は迅じん速そくに………淳彦は矢印を左、道無き藪やぶへと向けた。

「なんだまだいたのか？」

「さ、竜りゆう哉や。行こ」

「ああ、ん？　歩きにくそうなところを行かなくちゃならんのだな」

「きっと演出なんだよ」

「つまずいたらどうするんだよ」

　ぶつくさ言いながらも竜哉は藪に足を踏み入れた。




「お前……どうしてそんなに平気なんだよ。こういうの苦にが手てそうな顔してるくせに」

「だって、こんなの作り物だろ。本物にはかなわないさ」

「本物……お前本物見たことがあるのか？」

「ある！」

　鈴すず雄おは自信たっぷりに言った。

「冗じよう談だん言うなよ」

「いや、冗談じゃないよ。僕の静しず岡おかの実家って隣となりが墓ぼ地ちなんだよ。夜中トイレに行くと窓から何か白いモヤみたいなのがお墓はかの上をふわふわと」

「止めろ！　そんな陰いん気き臭くさい話は」

　朝あさ香かは打ち消すように叫んだ。薄明かりの中、その表情にはちょっとブルー系の色が交じっている。

「なぁ、朝香。一つ聞くが」

　鈴雄は朝香の顔を覗のぞき込んで尋たずねた。

「もしかして、こ～ゆ～の苦手なのか？」

「馬ば鹿か言うなよ。平気に決まってるじゃね～～か。俺おれを馬鹿にするなよ」

　ものすごく不自然な虚きよ勢せいだった。

「お前の方こそ驚いて俺にしがみついてくるなよ。俺はみっともない男は嫌きらいだからな…………なんだよ。鈴雄。暗くら闇やみに便びん乗じようして俺の肩に手なんか置くなよ」

「え？　僕は何もしてないけど？」

「え？　じゃあ俺おれの肩に乗っかってるのは？」

　朝あさ香かが恐おそる恐おそる首を動かすと……ガイコツ君の手があった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぇ！」

　朝香が叫んだ。普ふ段だんの朝香らしからぬ乙女おとめチックな悲鳴だった。

「何だ。やっぱり嫌きらいなんじゃないか」

　さらにそう呟つぶやく鈴すず雄おに思い切りしがみつく。

　当初と予想していた相手は違うが、これも紛まぎれもないメモリアル。

　鈴雄は一いつ瞬しゆんまんざらでもな表情を作った。

　その表情は一瞬で終了した。

「おい、朝香。どうして僕の胸倉を思い切り摑つかむ？　どうしてそんなに後ろにのけ反ぞる。どうして僕の腹に足を……」

　鈴雄は高校時代の柔道の授業を思い出した。あの時の感覚によく似ていた。

　そしてそれは正解だった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」
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　朝香は叫び声とともに鈴雄をガイコツ君に向かって巴ともえ投なげをした。

「ぎえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　思い切り飛ばされた鈴雄はガイコツ君に突進する。

　頭ず蓋がい骨こつが弾はじけ飛んだ、鎖さ骨こつがポッキリと折れた、アバラが辺あたりに散らばった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　朝あさ香かは鬼オニのように突っ走って暗くら闇やみへと消えて行った。

　骨に埋うずもれる鈴すず雄おだけが残った。

「一いつ瞬しゆんでも、スペシャルイチゴミルクな展開を期待した僕が馬ば鹿かだった」

　鈴雄はなんとか骨の海から抜け出ると大きく息を吐はき出した。

「しかし、ゴジラにでも平気で蹴けりをいれそうな朝香にも苦にが手てなものがあったんだな」

　しばし新事実を嚙かみ締めてから鈴雄は大きく息を吐き出した。

「さて、朝香を追いかけるか？」

　鈴雄が歩き出した時だった。

　何かが背中にのしかかってくる感かん触しよく。さらに視し界かいが真っ暗になった。

「!!」

　一瞬はドキッとしたがそれまでだ。

「子泣き爺じじいかな？」

　そこで鈴雄の体は硬こう直ちよくした。

　なんなんだ、この背中に二つの柔やわらかな感触は…………。

　お化ばけ屋や敷しきや肝きも試だめしでコンニャクを使用するのは一般的だが、マシュマロを二つ使用するなんて話は聞いたことがないぞ………いや、大きさからすれば肉にく饅まん。いや特大の豚ブタ饅まんかも。

　さらに耳に生暖かい息が吹きつけられる。鈴雄は腰に入っていた力がへろへろと抜けてゆくのを感じた。

　き、肝試しの演出のはずなのに、何ぜ故ぜこんなに気持ちいいんだ！

　どっか別の世界に旅立ちそうな鈴雄の耳元でその言葉は吐き出された。

「だ～～～～れだ？」

「！！！」

　この、とろけかかった水みず飴あめに小お倉ぐら餡あんを乗っけて生クリームでデコレーションし最後にパウダーシュガーをまぶしたような甘あまい声は……。

「分からないの？　すーずーおーちゃん！」

　自分を鈴雄ちゃんと呼ぶ人物はこの世に一人しかいない。

　コスモス荘二号室に生せい息そくし、時折、青少年にはダイナマイツ過ぎるスキンシップを敢かん行こうするお姉様。

　鈴雄は自らの太ふと股ももに想像のシャーペンを突きさして豚饅と吐と息いきの浸しん食しよくから逃れた。

「沙さ由ゆ里りさん！」

　鈴雄はカラカラになった口でそう叫び振り返る。

「当たり！　鈴雄ちゃん！」

　ボン・キュ・バーンなお姉様が婉えん然ぜんと微笑ほほえんでいた。

　相変わらず青少年泣かせの美び貌ぼうだった。

「こんなところで偶ぐう然ぜんにも会うなんて、なんか運命的なものをビンビンに感じちゃうわね」

「どうして沙さ由ゆ里りさんがこんなとこに」

「鈴すず雄おちゃんを追いかけて…………って言いたいところなんだけど、ちょっと違うのが悲しいところなのよね」

　沙由里ははあとため息を吐はき出した。

「私とピエール、この遊園地でバイトしてるのよ」

「なるほど」

　確かに沙由里が着用しているのはこの遊園地の制服に他ほかならない。

「あの馬ば鹿かピエール。自分の仕事ほったらかしにしてこんなとこに潜もぐり込むからつかまえに来たのよ」

「あんましお化ばけ屋や敷しき好きそうな人には見えないけど」

「太陽が目にしみるらしいの。ったく。せっかくの遺伝子を一つ無む駄だにしたわ」

「遺伝子？」

「気にしないで。至極一般的な独ひとり言ごとだから。せっかくだから一いつ緒しよに行きましょ」

　沙由里が腕をからめてくる。大人おとなのボリュームが腕にダイレクトに伝わった。

　まいったんす！

「私を守ってねェ」

　なんて耳元で息を吹きかけられた日にゃ、鈴雄の血液は沸ふつ騰とうして耳から水蒸気が出ちゃうのだ。

　プシュ───!!

「はいぃ」

　鈴雄はぎこちない足取りで歩き始めた。
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　両りよう脇わきを若竹でぎっちりと囲まれた中、二人は吊つり橋ばしを渡っていた。

　所しよ詮せんお化け屋敷内の吊橋だからたいした高度はないが、それでも二人が歩くにしたがってギシギシと音をたててそれなりの雰ふん囲い気きを出している。

「たいしたことないわね」

　久く美み子こちゃんがそう呟つぶやいた。

「もっと恐こわいと思ってたけど」

「私は恐きよう怖ふという感情を感じるようには出来ていませんのでよく理解できませんが、ここはそれほど恐くないのですか？」

「低学年のお子様相手ならともかく、小学六年生で生徒会長の私を恐こわがらせることはできないわ！」

　久く美み子こちゃんがそう断言した時だった。

　唐とう突とつに上空から黒い影が舞い降りた。

　久美子ちゃんの顔が恐怖に歪ゆがむが、悲鳴を上げる前に黒い影の巨大な目玉がグルグルと渦うずを巻いた。

「う～～～～ん」

　久美子ちゃんは目をナルトにして倒れた。巨大な目玉が次は栗くり華かに向けられる。

　グルグルグル。

「あらあら」

　栗華は微笑ほほえんだ。

　グルグルグルグルグル。

「まあまあ」

　グルグルグルグル。

「独特の目の文もん様ようを回転させて相手の筋肉を麻ま痺ひさせる催さい眠みん術じゆつの一種でございますね。申し訳ございません。私、そういった類たぐいの干かん渉しようには左右されない体なんです」

　影は諦あきらめたのか、鋭するどい牙きばの生えそろった口で息を吐はき出すと久美子ちゃんだけを摑つかんだ。

「きしゃぁぁぁ」

　影は飛び立つと何処いずこかへと去って行った。

「巨大なコウモリが出てきて連れ去られる。なんて凝こったアトラクションなんでしょう」

　栗華は感心したように吐き出した。

「でも私が眠らなかったから運べなかったようですね。セオリーを無視しないように追いかけなくては」

　律りち儀ぎな栗華だった。




「あの…………沙さ由ゆ里りさん。僕も一いち応おう。男の子なんですけど」

　相変わらずこっちの二人は青少年ドラマシリーズを展開していた。

「そんな、そんなに密みつ着ちやくされますとですね。その、理性の糸がプッツリと」

「何？」

　グニ！

　青少年が触ふれちゃいけないものが腕に密着する。

　鈴すず雄おの理性の糸の強度が30パーセント落ちた。

　度たび重かさなる精神攻撃でいつ切れてもおかしくない細さになっている。

　はんにゃはらみた。

　ひたすら頭の中で般はん若にや心しん経ぎようを唱となえて気分を紛まぎらわしたが、それごときで対たい処しよできる攻撃ではなかった。

「あら、吊つり橋ばしね」

　揺れる吊橋に乗ったということが鈴すず雄おの不安定な心の動揺に拍はく車しやをかけた。

　ご存じだろうか？　吊橋と恋心と興奮の方程式を。

　高所で揺られる恐きよう怖ふ心しんの鼓こ動どうを、人間は恋心の鼓動と錯さつ覚かくしてしまう場合があるのだ。

　つまり、告白は吊橋の上か、東京タワーのてっぺんか、スカイダイビングの最中が一番いいということである（飛行機の中は勧すすめられない。高度は高いけどあまり揺れないから）。

「おかしいわね。どこに行ったのかしら。あの馬ば鹿か」

「はんにゃはらみた。はんにゃはらみた」

　鈴雄の頭の中では壮そう絶ぜつな戦いが繰り広げられていた。

　一匹の野や獣じゆうが檻おりの中で暴あばれていた。

「隊長！　もう我々理性部隊では抑おさえ切れません！」

「我が慢まんするんだ！　もしここで檻が破られたら大変なことになるぞ」

「駄だ目めです！　隊長！　もう限界です。秒読み開始です！」

「馬鹿野や郎ろう耐えるんだ！」

　檻がガチャガチャと音をたてる。今にも砕け散りそうだ。

「格こう子しにヒビが入りました。もうこれまでです。さようなら隊長、さようなら少年の日々」

　５・４・３・２・１・０

　プッチィィィィィィィン！

　鈴雄の理性が切れた。

「沙さ由ゆ里りさぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　鈴雄の思し考こう回かい路ろが停止した。檻の獣けものは沙由里に向かって突進した。

「いないわね」

　吊橋の下を覗のぞき込んでいた沙由里が素す早ばやくその場を離れたから鈴雄の突進は失敗した。

　ロープを乗り越えて吊橋から落下する。野獣の最さい期ごだった。

「あれ、鈴雄ちゃん。鈴雄ちゃん？」

　沙由里はしばし辺あたりをきょろきょろと見渡してから唇くちびるを尖とがらした。

「もう、お化ばけ屋や敷しきで女性を一人にするなんてデリカシーがないんだから」

　沙由里はプリプリ怒おこりながらその場を後にした。
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　なんか、見かけよりも感かん触しよくが悪いな。ぐにぐにがないし、女の人ってのはこういうもんなのかなぁ。

　打った頭がようやく真マ面ジな回転を始め、鈴すず雄おは目を開けた。

　確かに、夢の中と同じように鈴雄は女性に抱きついていた。

　ただ、その相手が違った。

「ちょっと、お兄ちゃん！　駄だ目めだって。気持ちは嬉うれしいけど今は兄妹って設定なんだから。こういうことはモニター期間が終わってから正式に順序を踏まえてくれないと」

　タンポポが頰ほおを赤くして言う。

　鈴雄は慌あわてて飛びのけるようにして離れた。

「こ、小こ鈴すず！　分かりやすい誤解をするんじゃないっ！」

「し！　大きな声出さないで」

　タンポポは鈴雄に飛びかかるとその口を押さえた。

「あいつ聴力ものすごくいいんだから」

「あいつ？」

「そう、お兄ちゃん見てないの？　ここにね、ヒヤシンスの怪人がいるのよ」

「なんでこんなお化ばけ屋や敷しきにいるんだよ」

「聞かないでよ。アタシだってさっぱり分からないんだから。とにかく、見てよ」

　タンポポは鈴雄の手をとると竹たけ藪やぶの中へと引っ張る。

「大きな声立てないでよね」

　しばし身を屈かがめて道なき道を強ごう引いんに進むとやがて作り物の竹藪は今度は枯れかけた針しん葉よう樹じゆ林りんの森へと変化する。

　時折枝から骸がい骨こつがロープにぶら下がってたりしてるのが、作り物とはいえ無ぶ気き味みだった。

「ここは、このお化け屋敷の中央。伯はく爵しやくの墓ぼ地ちって名前がついてるの」

「確かに伯爵の墓地だな」

　木々の隙すき間まから見えるのは西洋風の墓はかの数々、そして遠くには城をイメージした書き割り。絵には違いないが演出がうまいのか本物の城のようにも見える。

「ほら、あそこ」

　タンポポが指差す地点を見た鈴雄は目を大きく見開いた。

「みんな！」

　慌あわててタンポポに口を押さえられる。

「だから同じこと何回も言わせないでよ。いい、大声を立てないでよ」

　鈴雄がコクコクと頷うなずくのを確認してからタンポポは手を離した。

「う～～～む。しかし」

　鈴雄は唸うなった。

　墓地の一角に横たえられているのは、見覚えのある連中ばかりだったからだ。

　瑠る璃りに朝あさ香かに栗くり華かに久く美み子こ、あと一般の女性客も大勢いた。

「大丈夫。催さい眠みん術じゆつで眠っているだけだから。でも早く助けないと血を吸われちゃう」

「ちょっと待て、血を吸うだと？」

　鈴すず雄おはちょっとやな予感がした。

「もしかして今回の怪人は………」

　鈴雄の言葉を聞かずタンポポはゆっくりと首を縦に振った。

「そう。宇宙吸きゆう血けつコウモリ男よ」

　宇宙吸血コウモリ男、この間戦った宇宙ナマケモノ男よりは強そうな名前だ。

　それでも一いち応おう鈴雄は尋たずねてもみた。

「この間の宇宙ナマケモノ男と比べてどっちが強い？」

「こっちに決まってるじゃない。あんなビデオにとって三倍速で再生しないと動いてるかどうか分からない怪人と一いつ緒しよにしないで」

　タンポポは険けわしい顔を見せた。

「宇宙吸血コウモリ。催眠術で相手を麻ま痺ひさせ、さらに目め隠かくししてても家に帰れるって能力の持ち主よ。アタシが瑠る璃りちゃんと歩いてた時もいきなり現れて瑠璃ちゃんを。アタシはかかったふりをしてあそこまで運ばれてから逃げたの」

「お前はどうして催眠術にやられなかったんだ？」

「あいつはあの大きな瞳ひとみの文もん様ようを回転させて相手を催眠術にかけるの。アタシわくわく宇宙動物ランドって番組毎週欠かさず見てたから対たい処しよ方法知ってたの」

「つまり」

「つまり、目を閉じれば催眠術にはかからないってこと……」

　そこでタンポポは言葉を止めた。

「伏ふせて！」

　小さくそう叫ぶと鈴雄の頭を押さえつける。

　乾いた土の匂においがした。

「来たわ」

　鈴雄は木々の隙すき間まから目を凝こらした。

「キシャァァー」

　見るからに一昔前のドラキュラ映画に出てきそうな化ばけ物ものが女性を抱かかえて戻ってきた所だった。

　宇宙吸血コウモリ男は羽根を羽ばたかせてふわりと着地すると女性を大地に横たわらせる。

「ギャフギャフギャフギャフ」

　いやらしい鳴き声で宇宙吸血コウモリ男は笑った。

　鈴雄は努つとめて息を整えた。物音をたてないように、物音を立てないように。

　こんな時に限って、たまたま地面に落ちていた枝が鼻をこちょこちょとくすぐる。

「ヘックション！」

「お兄ちゃん！」

　タンポポが口を押さえるが遅おそかった、宇宙吸きゆう血けつコウモリ男は耳をピクリと動かすと巨大な目をかっと見開く。

　コウモリ男が大地を蹴けった、皮ひ膜まくの翼が羽ばたかれる。

「あぁぁ、もう。どうしてこんな時にクシャミなんかするのよ！」

「文もん句くならそこに突き出てる枝に言ってくれ」

　二人が意味のない言い争いを始めた矢先だった。

「いやぁぁぁぁぁん！　竜りゆう哉やぁぁぁぁ。一人にしないでぇぇぇぇ」

　甲かん高だかい声がどこからか響いた。

「ギャギャ」

　コウモリ男の矛ほこ先さきが変わった。

「ギャースギャース」

　甲高い声の聞こえてきた方向へ、コウモリ男は飛んで行った。

「助かった。今のは淳あつ彦ひこ君の声だな。後でお礼を言っておこ」

「でもすぐに戻ってくるわ。あいつ男の血には興味がないようだから」

　タンポポは険けわしい顔でそう言うと真しん剣けんな瞳ひとみを鈴すず雄おへと向けた。

　瞳が何かを要求していた。

　何を要求しているかなど、鈴雄のオポンチな脳のう味み噌そでも簡単に予想ができた。

「ドッコイダーの出で番ばんよ」

　予想は当たっていた。

「う～～～む。今日はもう何回も戦って疲つかれてるんだ。それに、あ～～いったホラー映画に出てくる怪物は生理的にちょっと」

　渋しぶる鈴雄にタンポポは詰め寄った。

「いいから早く。このままじゃ皆の血が吸われちゃうじゃない！」

「ネルロイドガールが来るのを待たないか？」

「当初の目的を覚えてるの？　どちらのパワードスーツがより優すぐれているかを決めるための試し練れんなのよ。ほら、早く両手が伸ばせるところまで行って変身してきてよ」

　ドッコイダーに変身するには、あるポーズを決めなくてはならない。だから両手が伸ばせるだけのスペースが必要なのである。

「人の都つ合ごうも聞けっつーの」

　鈴雄はぶつくさ呟つぶやきながら匍ほ匐ふく前進でその場を離れた。

「もう！　自覚あるのかしら」

　タンポポは頰ほおを膨ふくらませると視線を哀あわれな被害者達へと向ける。

「待っててね、みんな。今、ドッコイダーが助けに行くから」

　つんつんつん。

　肩をツンツンと叩たたかれる感かん触しよく。

「まだ、いたの？　早く変身してよ。コウモリ男が戻ってきちゃうじゃない」

　視線はそのままタンポポは身をよじった。

　つんつんつん。

　つんつくつんはまだ続いている。頭に来たタンポポは肩越しに振り返った。

「もう、お兄ちゃん。何こんな時に遊んでるのよ」

　振り返ったタンポポは見た。グルグルと回る巨大な目の玉を。

　うずまきがぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる。

「う～～～～ん」

　タンポポは目をナルトにしてひっくり返った。

「ギャギャ」

　コウモリ男は満足げに口元を歪ゆがめるとタンポポを抱かかえて飛び去って行く。

　その光景を匍ほ匐ふく前進をしていた鈴すず雄おは木こ陰かげから見た。

「タンポポまで捕まったか……」

　深しん刻こくそうにそう吐はき出すとゴクリと唾つばを飲み干す。

　確かに恐こわい……………だがしかし可か憐れんな乙女おとめ達が貧ひん血けつになるのを指をくわえて見ているわけにもいかない。

　鈴雄は拳こぶしを握にぎり締めた。

　ドッコイダーテーマソングは聞こえないけど、ここは勇気を出さなくてはならない。

　両手を広げられるスペースまで来た鈴雄は大きく息を吐き出すと意を決した。

　腰に左手を当て、右手を大きく突き出す。

「へ～～～～んしん！」

　鈴雄は、ドッコイダー変身のためのポーズ決めを開始した。

　両手がヒーロー的な動きで半円を描く。

　腰の捻ひねりがミソなのだ。

　最後に、魂たましいを込めて鈴雄は叫んだ。

「ドッコイダー！」

　変身ベルトが唸うなり声を上げた。
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　小こ鈴すずを横たわらせたコウモリ男はしばし吠ほえてから、横たえられた女性達を見渡した。

　どれから戴いただくかを考えているのだろう。

　不ふ意いにコウモリ男は何かフレーズを口にしながら少女達を指さし始めた。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃがぎゃぎゃぎゃっぎゃぎゃぎゃぎゃがぎゃ」

　日本語訳（どれにしようかなてんのかみさまのいうとおり）

「ギャギャ」

　しばらく考えても目移りがするのか、困ったような嬉うれしいような声を上げた。嬉しい悲鳴という奴やつだろう。

　様々な思し案あんを重ねた結果、コウモリ男はタンポポの頭を摑つかみ上げた。

　カッと開かれた口から覗のぞく巨大な牙きばが演出の月明かりに照らされて怪あやしく光った。

　まさにその牙がタンポポの白いうなじに突き刺さろうとする瞬しゆん間かんだった。

「そこまでだ。その少女から汚い手を離すんだ！」

　闇やみを切り裂くブルーの声が響いた。

「ギャギャ！」

　コウモリ男はタンポポを放すと警戒声を発して辺あたりを見渡した。

　かき割りのドラキュラ城の天てつ辺ぺんに乗っかってるブルーがいた。

　月を背にしたそいつの姿は、幻げん想そう的てきに芸術的だった。

「貧ひん血けつ金きん欠けつ起き承しよう転てん結けつ。献けん血けつするなら駅前で。可か憐れんな少女の血液守り、真っ赤に燃えるヘモグロビン。株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー！　悪あく食じき野や郎ろうに天てん誅ちゆうだ！」

　いやがってたわりには変身しちゃえばドッコイダーのテーマソングのおかげかのりのりである。

「とぉぉぉぉぉぉ！！！」

　ドッコイダーはかき割りのドラキュラ城から華か麗れいに飛び立った。




「宇宙吸きゆう血けつコウモリって言ったら最高級の遺伝子なのよ。肝かん心じんの戦いの時にナマケモノとかカバとか人じん畜ちく無害な遺伝子呼び出すくせにどうしてこういう時に限って強い遺伝子を」

　沙さ由ゆ里りはぶつくさ呟つぶやきながら角を曲がり足を止めた。

「いたわ」

　沙由里は目を細めた。少し離れたところの西洋墓ぼ地ちにて、怪人宇宙吸血コウモリ男を見つけたのだ。

「お灸きゆうを据すえてやらなくちゃ」

　一歩前へ歩き出した沙由里は気がついた。

　怪人宇宙コウモリ男から少し離れたところの地面から突き出ている二本の足。

　あれはドッコイダーのものではないだろうか？

　どうして、地面から足が突き出ているかなど、何度か拳けんを交えたことがある今なら考えるまでもない。

「何な故ぜ、ここにドッコイダーが……」

　しばし驚きの表情を見せる沙さ由ゆ里りだったがすぐにその表情は狂きよう喜きのそれへと変化する。

　この状況は降って来た幸運という奴やつなのだ。

　このまま消えさせるには惜おしすぎるくらい惜しい宇宙吸きゆう血けつコウモリの遺伝子、そしておあつらえにも宿しゆく敵てきドッコイダー。

「ついてるわ」

　沙由里はにんまりと微笑ほほえむとブレスレットを外はずし空に投げた。

　ブレスレットは空中で大きな輪となり超空間の面を張りながらゆっくりと落下する。

　その輪を通り抜けた沙由里はもはや沙由里ではなくなっていた。

　ボン・キュ・バーンは一いつ緒しよだけれども、服装が人じん知ちを超えていた。

　奇き抜ばつなボンテージファッション。そっちの趣味がある人なら踏まれてみたくなるようなハイヒール。仏ぶつ壇だんでも収納できそうな胸の谷間から取り出した鞭むちの柄えからは紫し電でんの鞭が飛び出す。

　沙由里、いやＡ級犯罪人、ヒヤシンスはチョウチョのマスクの中で目を細めた。




「ぷふぁ！」

　やっとこさ、頭を引き抜いたドッコイダーはすぐに体勢を立て直すとコウモリ男に指を突きつけた。

「卑ひ怯きようだぞ。こんなところに罠わなをしかけるとは」

　つっこみを入れる観客はいないから静かなものだった。

　つっこみのかわりに脳のう味み噌そに響く高笑いが響いた。

「おーっほっほっほっほっほっほっほ」

　この女王様的な笑いの持ち主はあいつしかいない。

「ヒヤシンス！」

　ヒヤシンスは、少し離れた空中をツカツカと歩いていた。

「ごきげんよう。ドッコイダー。そして御ご愁しゆう傷しよう様さま。今日があなたが顔バレする日なのよ。おーっほっほっほっほっほ」

　脳味噌にヒルでも飼し育いくしてるような笑いだった。

「ふ、こんな怪人なぞ、私の正義の鉄てつ鎚ついで粉ふん砕さいしてやる！」

「いつまでそんなことを言っていられるのかしらね。あなたはまだ、宇宙吸血コウモリ男の本当の恐おそろしさを分かっていない」

　ヒヤシンスは鞭をパシリと鳴らした。

「行け！　宇宙吸血コウモリ男！　ドッコイダーをコテンパンにのしちゃいなさい！」

「キシャァァァァ」

　コウモリ男は大きく牙きばを剝むき出すとドッコイダーに向かって突進した。

　確かに、素す早ばやく力強い突進だった。直撃したら多少なりともダメージをくらうであろう。

　しかし、突っ込んでくるコウモリ男は、まさに殴なぐってくださいといわんばかりの体勢だった。

　ドッコイダーは突進してくるコウモリ男に向かって手を振り上げた。

「ドッコイダーミラクルハイパーエキセレントダイナマイツパァァンチ！」

　拳こぶしを突き出そうとする瞬しゆん間かん、目の前まで来ていたコウモリ男の瞳ひとみがグルグルと回った。

「何！」

　拳が動かなかった。拳だけではない。体が動かないのだ。

「きしゃぁぁぁぁぁ」

　正面からコウモリ男の攻撃を受けたドッコイダーは弾はじき飛ばされた。

「な、何な故ぜだ！　体が動かない！」

「おーっほっほっほっほっほ。これが宇宙吸きゆう血けつコウモリ男の力、その目を見たものを麻ま痺ひさせて動けなくする。つまり、あなたは攻撃をすることができないの」

　ドッコイダーはいいように弄もてあそばれた。

「敗北宣せん言げんする？　それなら止めてやってもかまわないわよ」

「まだだ！」

　ドッコイダーは立ち上がった。何故かその口調には希望の光がピカピカ輝いてるもんだから、ちょっとヒヤシンスは心配になった。

「この催さい眠みん術じゆつに対抗する手段を私が知らないとでも思っているのか！」

「何よ！」

　不安を隠かくせない口調でヒヤシンスが叫んだ。

「そんな方法あるわけ……」

「目の文もん様ようを回転させて催眠術にかける。つまり瞳を閉じればいいということなのだ！」

　ドッコイダーは高笑いを響かせた。

「さぁ、目を閉じたぞ。コウモリ男！　これでお前の催眠術なんぞには負けない」

　高らかに宣言してドッコイダーはコウモリ男をビシリと指さした。

　方向はしっかりと間違っていた。

　そんなドッコイダーをヒヤシンスは馬ば鹿かを見るような目つきで見下ろした。

「私はこんな馬鹿を相手にこれまで戦ってきたのか」

　しばしコメカミを押さえてヒヤシンスは頭痛に耐えた。

「宇宙吸血コウモリ男、こいつに自分の馬鹿さ加か減げんを教えてあげなさい」

「キシャァァァァ！」

　コウモリ男が飛び立った。

　ドッコイダーは再びいいように弄ばれた。

「しまったぁぁぁぁ」

　いいように弄もてあそばれながらドッコイダーは叫んだ。

「確かに催さい眠みん術じゆつにはかからないが、これでは敵がどこから来るのかさっぱり分からん！」

　大おお馬ば鹿か者もの！

　ドッコイダー、初歩的なミスだった。




　そんなドッコイダーの醜しゆう態たいを見つめる瞳ひとみがあった。

「あらあら、どうやらこれはアトラクションではなかったようですわね」

　栗くり華かはいつもと変わらないのんぽり口調で呟つぶやいた。

　催眠術に平気だった栗華は、セオリーを崩くずしちゃ悪いと自分でここまで歩いて来て横たわっていたのだ。

　従って体は自由に動くし意識もハッキリしている。

「あらあら、このままではドッコイダーも終わりですわね」

　別べつ段だん、敵であるドッコイダーを助ける義ぎ理りもない。しかし………。

「でも、このままドッコイダーがヒヤシンスさんにやられてしまったら。ドクターが困ることになりますわね」

　ドッコイダー、ネルロイドガールに勝利すれば減げん刑けいを約束されているのだ。二人を負かすことができたら無罪放ほう免めんとなる。

「仕方ありませんね。不ふ本ほん意いではありますが、ヒントだけでも差し上げましょう」

　栗華は脳のう味み噌そのデーターベースから昔の記憶をほじくり出した。

「え～～と、あれは何年前のわくわく宇宙動物ランドでしたっけ。宇宙吸きゆう血けつコウモリ特集をやったのは」




「どうすりゃいいんだ！」

　ドッコイダーは荒く息を吐はき出した。

　目を閉じればどこから攻撃が来るか分からない、目を開ければ体が動かなくなる。

　そんなドッコイダーの耳に、どこからか囁ささやくような声が飛び込んできた。

『宇宙吸血コウモリは、太陽の光とニンニクが大だい嫌きらいなんですわ』

　太陽の光とニンニク。

　ニンニクはともかく、太陽の光ならばなんとかなる！

　ドッコイダーは頭上を見上げた。目を開けなくたって真上は屋根ってことは決まってる。

「どりゃぁぁぁぁ」

　ドッコイダーは思い切り大地を蹴けった。

「いけない！　宇宙吸血コウモリ男！　ドッコイダーを止めなさい！」

　ヒヤシンスの焦あせりの声が聞こえたが全すべては遅おそかった。

「ドッコイダー・ストーンヘッド変へん則そくハイパワー、ガチンコ石頭アタァァァァァック！」

　ドッコイダーは屋根を突き破って外へと飛び出した。

　直径五メートルはあろう、大穴がドッコイダーの石頭アタックによって屋根に開いた。

　ドッコイダーはポッカリと開いた穴から屋や敷しき内部へ落下した。

　お約束にも頭から地面に突っ込んだドッコイダーは、なんとか頭を引き抜くと勝利のポーズでコウモリ男に向きなおった。

「さあ、太陽の光が眩まぶしくて何もできないだろ………」

　勝利を確信していた時間は、早くも終了を告げた。

　大穴の下で怪人宇宙吸きゆう血けつコウモリ男は、平然と耳をほじっていたのだ。

　ほじほじほじ。

「ぬわぜだぁぁぁぁ」

　ドッコイダーの疑問的叫びに呼こ応おうするかのごとく、ヒヤシンスが噴ふき出した。

「あなたアホ？　空を見上げてごらんなさい！」

　言われるままにドッコイダーは空を見上げた。

　結果啞あ然ぜんとした。

　ギンギンギラギラにがんばる太陽さんは見当たらなかった。

　ズバリ、夕方だったのだ。

「おほほほ。残念だったわね。この程度の日光なら問題なく耐えられる。アイデアは良かったけど運がなかったようね」

　ヒヤシンスはバチリと鞭むちを鳴らした。

「やれ！　コウモリ男！」

　ドッコイダーはまたまたいいように弄もてあそばれた。

「万ばん策さくつきたってことなのか？」

　目を閉じているため、どこから来るか分からない攻撃がドッコイダーの体を弾はじき飛ばす。

　気け配はいがする方向へ殴なぐりかかってはいるがいつも空むなしく空くうを切るばかり。

「こりゃ運まかせだ」

　ドッコイダーはそうぼやき、そしてふと考えた。

　運……だと。

　そういえば、運をよくする技わざがあった。

　年間三回しか使えないというあの技だ。

　福引きで二回使っているから残りは一回、あの技を使えば、殴りかかった時、そこにコウモリ男がいるかもしれない。なにしろ運が爆発的によくなる技なのだから。

　迷まよっている時間があるほどお気楽な場面ではない。

　三十八回目の体当たりをくらったドッコイダーは決心を固めた。

　目を閉ざしたまま、ドッコイダーは声を張り上げた。奇き跡せき的てきに技わざの名を覚えていたのだ。

「ドッコイダーのラッキーでストライクなスリーセンブンでフィーバーしてるからお客さぁぁぁぁぁん。もう勘かん弁べんしてくださいよ幸運の女め神がみアタァァァァァァァァァァァァァァァック！」

　突とつ如じよとして現れた笛吹く赤ん坊達に囲まれて、ドッコイダーは拳こぶしを放った。

　全精力を費ついやした一撃、運がよくなっているはずだからきっとその先にはコウモリ男がいるはずだ！

　ドッコイダーはそう信じて疑わなかった。

　が、しかし、にもかかわらず、どうしてか。

　ドッコイダーの拳に手て応ごたえはなかった。

　勢いをつけたドッコイダーが墓ぼ石せきにつまずいてこけただけで全すべては終わった。

　赤ん坊達もいなくなった。

　ドッコイダーが目を開けると、コウモリ男は全く全ぜん然ぜん明後日あさつての方向で鼻をほじっていた。

「おーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほ」

　そのあまりもの滑こつ稽けいさに耐えられなくなったヒヤシンスが、脳のう味み噌そでヒルが繁はん殖しよくしたような甲かん高だかい笑いを響かせた。

「そのパタリと倒れるのがお前の必ひつ殺さつ技わざなの？　笑わせてくれるわね」

　ドッコイダーは無言で土を握にぎり締めた。

　何が幸運を呼ぶ技だ！

　何が別名、風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるアタァックだ！

　看板に偽いつわりありだぞ！

　ＪＡＲＯに訴うつたえてやる！

「オーッホッホッホッホッホッホッホ！」

　よほど、面白かったのだろう。ヒヤシンスはまだ笑っていた。

　その笑い声で目覚める奴やつが一人いた。

「ったく、うるさいな。誰だれだ馬ば鹿かみたいに」

　ムックリと起き上がった朝あさ香かは、目の前の西洋風墓はかに目をパチクリさせた。

　あんぎゃらべ！

　定期的に飛び出してくるゾンビが朝香の目の前にこんちはした。

「き………」

　朝香の顔面が硬こう直ちよくした。頰ほおがピクピク動く。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

　朝香は運悪く近くに寝ね転ころがってたタンポポを摑つかむと思い切りゾンビに向かって巴ともえ投なげして、また気き絶ぜつした。

　タンポポはゾンビを粉ふん砕さいして、速度を緩ゆるめず明後日の方向へ飛んで行く。

　ピョーンと飛ばされたタンポポは、木の枝に引っかかった。

「……何？」

　痛みで目を覚ましたタンポポはきょとんとして呟つぶやいた。

　ミシミシ。

　枝がいやな音をたてる。

　タンポポは慌あわてて身をよじってなんとか落下を免まぬかれた。

　代だい償しようとして数本の枝が折れた。

　その中の一つの枝にはガイコツ君がぶら下がっていた。

　ガイコツ君が落下する。

　偶ぐう然ぜんにも、そこには迷まよっている竜りゆう哉やがいた。

　後ろからのしかかる感かん触しよくに、竜哉は顔をしかめた。

「淳あつ彦ひこ。言ったよな。抱きついたら黄おう金ごんの左足でボレーシュートだって」

　竜哉は噓うそつきではなかった。言ったことは実行する男らしい少年だった。

　クルリと向き直ると強きよう烈れつなボレーシュトを決めた。

　バコ～～～～～～～ン！

　ガイコツ君の首だけがロケットのように飛んでいった。

　木々に当たることなく、隙すき間まを擦すり抜けて飛んで行く。

　改名、しゃれこうべ君は、伯はく爵しやくの庭へと一いつ瞬しゆん姿を見せると、そのまま天てん井じようの大穴から外へと飛び出していった。

　気がついた人物はいなかった。

　しゃれこうべ君はどんどんどんどん飛んでいった。キーパー殺しの昇のぼり竜りゆうの異い名みようは伊だ達てではなかった。




「さて、花火の用意はこれでいいな」

　お化ばけ屋や敷しきから少し離れたところでは、閉園の際に打ち上げる打ち上げ花火の準備をしている従業員がいた。

「あと一時間か」

　くわえ煙草タバコで立ち上がった従業員の頭に、落下してきたしゃれこうべ君がスッポリとはまった。

「うわぁうわぁうわぁ」

　慌あわてて足をもつれさせた従業員が倒れる。その煙草の先が導火線に触ふれた。

　ドッカァァァァァァァァァァァァァァンン！

　たまやぁぁぁぁぁぁ。




「さて、暗くなったし、写真も十分撮とれましたからそろそろ」

　遊園地の上空写真を撮るためにヘリコプターをチャーターしていた地方紙記者はパイロットに声をかけた。

「そうですね。閉園で花火が打ち上げられると危ないですから」

　ドカァァァァァァァァァァァァァン！

　下から砲撃された。

「何な故ぜだ！　花火打ち上げまではまだ時間があるのに！」

「墜つい落らくするぅぅぅぅ」

　ヘリコプターはふらふらと降下していった。




　トラック運転手、大おお西にしさんは品物を市場へ運ぶ途中だった。

　鼻歌で演歌なんぞを歌う大西さんの目の前に突とつ如じよヘリコプターが現れた。

「何！！！」

　大西さんは慌あわててハンドルを切った。

　フェンスを突き抜けてトラックは暴走を始めた。




「ったく、修理材料を集めるだけで一苦労じゃったわい」

　ドクター・マロンフラワーこと、栗くり之の花はな栗くり三さぶ郎ろうは大きく息を吐はき出すと円盤型小型移動機の上に立った。

「スクーターは警察に目を付けられてるからの。こいつで帰るとするか」

　スイッチパネルを足で踏みつける。円盤の周りがゆっくりと発光し始めた。

「モーターが温まるまでは仕方ない」

　栗三郎はそこで怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

　なんじゃ、このトラックが突っ込んでくるような音は？

　栗三郎は振り返り、そして絶ぜつ叫きようした。

「あんばらっちょ！」

　トラックがこちらへ向けて突っ込んでくるところだったのだ。

　このままでは跳はねられて死ぬ。

　栗三郎は慌あわてて円盤を飛び降りた。

　ブロキキキキキキキキキキ！

　暴走トラックは円盤の上でかろうじて静止した。

「つ、積み荷！」

　トラックの運ちゃんが慌てて駆け降り荷台の扉ドアを開く。

「おい、地球人よ。さっさと車を動かした方がいいぞい」

　栗くり三さぶ郎ろうの忠告も運ちゃんには届いていなかった。

「良かった、積み荷は無む傷きずだ」

　なんてため息を吐はき出していると、異い変へんが起こった。

　トラックが、浮上し始めたのだ。下の円盤が持ち上げているのだ。

「俺おれのトラックがぁぁぁぁぁ」

「だから言ったじゃろ。まあ、安心せい。行き場所はインプットしてあるからそこへ運ばれるだけじゃ」

「扉ドアが開いたままなんだ、積み荷が落ちちまう」

「そうなったら運が悪いと思って諦あきらめるんじゃな」




　大おお西にしさんの予測通り、積み荷は全すべて落下した。

　ばらばらと落ちるそれらの下には、ぽかりと開いたお化ばけ屋や敷しきの大穴があった。




「さて、いつまでも馬ば鹿か笑いをしていても仕方ないだろう」

　ヒヤシンスは毅き然ぜんとした表情でコウモリ男に命令した。

「止とどめをさせ！　宇宙吸きゆう血けつコウモリ男！」

「ギャギャ！」

　コウモリ男は止めていた翼を羽ばたかせた。

「シギャァァァ！」

　戦場で鬨ときの声をあげるかのごとく、天を仰あおいで叫ぶ。

　巨大な口がパックリと開かれた。

　ドッコイダーは厭えん世せい的てきな気分でそれを見守っていた。

　その時……………。

　天てん井じようの大穴から何かが降ってきた。

　箱詰めされたそれは大量のニンニクだった。

「ギャアワアワワワワアッワワワ」

　ニンニクの山ができた。

　コウモリ男は、ニンニクの山の中で悶もん絶ぜつし、ぐったりとした。

　ドッコイダーは啞あ然ぜんとした。

　ヒヤシンスも啞然とした。

　わけ分からん空気がその場に渦うず巻いた。

「ち！」

　不利を悟さとったヒヤシンスは鞭むちを振り、ニンニクの山の中からコウモリ男だけを巻き付ける。

「いったいどうなってるのよぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　ヒヤシンスは、その場にいたものなら誰だれでも叫びたくなる台詞せりふを残して、天てん井じようの大穴から姿を消した。

　ドッコイダーはまだ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　幸運の女め神がみアタックによるものなのだろうか？

　風が吹くと、桶おけ屋やが儲もうかる。

　ドッコイダーこけると、ニンニクが降ってくる。

　う～～～～む。

　自分がこけるという行為をどのように繫つなげていったらこんなことになるのか、いまいち理解不可能だった。

「ねぇ、ドッコイダー」

　なんとか木から降りたタンポポがドッコイダーの背はい後ごに歩み寄ると尋たずねた。

「これも綿めん密みつなる計算によるものだったの？」

「いや」

　今度ばかしはドッコイダーは首を横に振った。

「これは予想してなかった」

　タンポポは空から降ってきたニンニクの山を見下ろして提案した。

「今晩、豚ぶた肉にくのニンニク炒いためにしない？」













　エピローグ　幸運不運は紙一重







　それから一週間後の金曜日。

　鈴すず雄おはぽてりぽてりと帰り道を歩いていた。

　商店街を抜けようとした時だった。

「あ、お兄ちゃ～～～～～ん」

　背はい後ごから声をかけられた鈴雄は肩越しに振り返った。

「お、小こ鈴すずに瑠る璃りちゃんか。何やってるんだこんなところで」

「福引きやってるんだよ」

「福引き、先週終わったろ」

「一週間時期をずらしてこっちの商店街でもやってるの」

　そういうタンポポの脇わきでは山のように積まれたポケットティッシュでチベット山脈が出来上がっていた。

「お前も運が悪いんだな」

「言わないでよ。それよりどう。お兄ちゃん。あと一回残ってるけどやる？」

「どうせ僕がやってもティッシュだぞ」

「いいよ」

「コーチ。がんばって！」

　瑠る璃りとタンポポに押されるようにして鈴すず雄おは箱の前に立った。

　前回は意気込んでいたが今回は別に何の目的もない。

　ティッシュでもボールペンでも何でもいいや。

　なんてことを考えながら鈴雄はグルグルのハンドルを握にぎった。

「あれ、小こ鈴すずに瑠璃じゃね～～か。何やってるんだ？」

「お兄ちゃんがくじ引きするところを見てるの」

「へ～～～。どうせティッシュか何かだろう。鈴雄！　骨は拾ってやるからな！」

「あら、皆さんおそろいで、どうかなさいましたか？」

「栗くり華かお姉ちゃんもくじ引きに来たの？」

「私は買い物に来ただけですわ。鈴雄さん。がんばってください」

「あれぇ。何してんのよ見慣れた顔集めて」

「あらぁ、岼ゆり根ねさん」

「へぇ～～、鈴雄ちゃんがくじびきね」

　なんか聞き覚えのある声が背はい後ごでわいわいがやがややってるが気にしんとこ。

　鈴雄はやる気度数０ゼロもしくはマイナスでハンドルを回した。

　ぽてり。

　紫むらさきの玉だった。

「紫は何？　ティッシュ？　カップラーメン？　それともボールペン」

　尋たずねる鈴雄の前で店員さんは勢いよくベルを鳴らした。

「大当たりぃぃぃぃぃ。二等賞！　ニコニコ動物園特別招待ペアチケットォォォォ！！！」

　突き出されるチケットを鈴雄は生卵でも飲み込めそうな顔で受け取った。

　邪じや念ねんがなければいいものが出る！

　誰だれかが言っていた言葉を唐とう突とつに思い出した。

　しかし………よりによって動物園のペアチケットとは……。

　鈴雄は、背中に突き刺さる視線に顔をしかめながら恐おそる恐おそる振り返った。

　そこには何かを期待しているような目つきのタンポポと瑠璃と朝あさ香かと栗華と沙さ由ゆ里りがいた。

「お兄ちゃん。アタシ動物園行きたい」

「コーチ。もちろん瑠璃と行くでしょ？」

「鈴雄。今度の日曜なんてどうだ？」

「鈴雄さん。お弁当のおかず何にしましょうか？」

「鈴すず雄おちゃん。とっても運がいいわ。ちょうど次の日曜日あたし休みなの」

　鈴雄は超特大のため息を吐はき出したのだった。

　そして一句詠よんだ。




　　幸運は

　　いらない時に

　　やってくる

　　一人でやろう

　　今後の福引き

　　　　　桜さくら咲ざき鈴雄




　二つのパワードスーツ。

　戦いはまだ中盤にも差しかかっていなかった。

　がんばれドッコイダー。

　負けるなドッコイダー。

　宇宙の平和のために。
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　　　あとがき







　世の中には、プラスのクジ運とマイナスのクジ運ってのがあるそ～です。

　福引きで豪華賞品を当てる。これはプラスのクジ運。やなことだけはいつも自分に回ってくる。これがマイナスのクジ運。

　はてさて、鈴すず雄おくんがモニターに選ばれたのはプラスのクジ運なのでしょうか、マイナスのクジ運なのでしょうか？　福引きじゃラーメンかボールペンかティッシュ。そのくせ貧びん乏ぼうクジだけはきっちりと引いてしまいます。

　みなさんのクジ運はどちらでしょうか？




　話は変わりますが、先日、知り合いからこんな質問を受けました。

　──ドッコイダーの百八の必ひつ殺さつ技わざって全部考えてるの？





　訊きかないでください。






　──ドッコイダーのテーマソングの歌詞や曲は？





　こっちも訊かないでください。






　今回、歌詞の一部は出てきましたが、曲と歌詞がそろう日は多た分ぶん来ないと思います。

　いい加か減げんですね。自分でも分かってます。

　実生活がいい加減だからこ～ゆ～ところにも出るんです。深く反省してます。

　僕は反省は好きです。すぐ反省します。これでもかってくらい深く反省します。

　でも開き直るのも好きです。すぐに開き直ります。これでもかってくらい開き直ります。

　生まれてこのかたこの繰り返し。結局、改善されないままこの歳としまで来ちゃいました。

　う～～む。なんとかせねば。




　イラストの矢上さん。今回もありがとうございました。

　一巻のカバーで鈴雄くんが着てるＴシャツを作りたいな～なんて考えてます。




　最後にもう一つ。

　かなり頭の切れる方、もしかしたらネルロイドガールの正しよう体たいに薄うす々うす感づいてらっしゃるかもしれません。くれぐれも言わないように。作者からの切なるお願いです。


阿智太郎
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。１９９７年『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。『電撃ｈｐ』にエッセイ「阿智太郎の今日もお昼はフィッシュ＆チップス」を連載中。高校卒業と同時にアメリカに渡り、現在はイギリスに在住。
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イラスト／矢や上がみ 裕ゆう

１９６９年兵庫県尼崎市生まれ。大阪産業大学を優秀な成績で中退した後、漫画家を目指し単身上京。『日替わり矢上ランド』で初連載を果たし、現在『エルフを狩るモノたち』（電撃コミックガオ！）が大ブレイク中。
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住すめば都みやこのコスモス荘そう②




ゆ～えんちでドッコイ








阿あ智ち太た郎ろう





発　行　　　　2015年8月13日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)1999 TARO ACHI





※2003年10月20日発行の電撃文庫『住めば都のコスモス荘② ゆ～えんちでドッコイ』10版に基づき制作








[image: ]



item/image/p041.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p159.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p075.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章　福引でどっこい



		第二章　タマタマランド



		第三章　ドクター・マロンフラワーのお使い



		第四章　激突！　カマキリーン



		第五章　お化け屋敷はデンジャラス



		エピローグ　幸運不運は紙一重



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p185.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/p011.jpg
KD —r~noocor H°
AV pLiAn T

) 18 R
LR A

K/ Ih{l X BRMURS 0 V' SIRBRHEEE (B (hESH6Eo
ROERHIHREHYFEE o0 r AWK VIR’
DREIUREOR® BHIIRUSINGEHR EMen

 p 32

ﬂ%@?ﬁ%ﬁﬁ%: =
?\TE[@thU Wi

W) ¥
TD—L X —
K=k

BRI B OEKIIVEK QORI IREKEKEN] [(NeTD—LX— RO’

R~

LK) DIOPIES HAINL RN |~

N

RO DN S RO ST IR N ERURR
HBROKN I RUOH0TD 10 SIS HBKTIR Ao ) SHt6

VIS KEER S HSION | 1 — — UMY 2

TN D—RIOKQS ST R BRBm-< W 3KeD
RN SNVCEISIDNEL” 1P h—E33”

{IhiBP) SREIE S B HUPREU T NOHBHE 16 #6 1 Lt

N=20YLxe
AMRXE X2L0LD
g %iﬁu%wforo
\U hllJE%i

WIEUA00R” W D@
ZO—LX—2lhi°

HOKTIKHIT P N SHKEERIDHC |1 100 SIBRe0IE S Hh BRI QI Q1Y°

OB RQDBE’

080 HEECHI0-VONKEERIMSIIZTS” <ISKKIRI | I RESLISN

1Yv-°

i

TRl
NSISN°

o





item/image/k002.jpg
% 1
1y
g(:t
17 w=
D
b\






item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p257.jpg





item/image/k004.jpg
BESCHOD LR
BV I<RHOR5=:

Sl A S
[fcpVaey
KGR

RIS

Prog

?7Jh%§5§t
NE<TIK S

HROHINIQLLTS
VNS 581I8=:

PN A
X—X—Re
BRI

| o200
WINUINITIR QT

NIRRT B0

SRR EIF D — L X—2\
NOLOLAMNY LIRS
BHCHREOWL

IR SHINO
HEQU—D—talie






item/image/k003.jpg





item/image/k006.jpg
OOHISHINI RS

DHCHEONSL
IEE et AN
EECI—0—UBie






item/image/k005.jpg
fi-ia)

1850110
ATV FRY
HONSORD
LS






item/image/p217.jpg
———

.

_—






item/image/k007.jpg
Joo—o

12

E—8 \5ITLTN

15

ETE IIIISUR 66
=8 RY—-IOVITST—OBEN —— 110
HME HR ATFU— 146
$ERHE BILOEHETVIvSR 202
IEO0—Y FERERE—E 253
HEhiE 258

FHAY S FRERT)





item/image/photo.jpg
I





item/image/p095.jpg





item/image/p009.jpg
HQBROTIKHIKIHE 8~esionany





